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藤棚の似合う御曹司




　大事な仕事を控えた朝、祖父母の写真に向かって手を合わせるのは習慣だ。

　ふたりが肩を寄せ合い微笑んでいる後ろには、小さな花屋の店舗が写っている。店先に出ている花は種類こそ少ないけれど、どれもしゃっきりと瑞々しく咲いていた。祖父母が大切に手入れをしていた証拠だ。

「見ててね……。美み吉よしブロッサムを必ず、全国規模の大きな花屋にしてみせる」

　今はまだ、都内に数店舗しかない。それでも、先月は主要な私鉄駅のターミナルビルにテナントを出すことができた。店舗ごと、季節ごとにテーマを決めている凝ったレイアウトはＳＮＳで話題にのぼることも多い。着実に、会社が成長している実感がある。

「やばっ、もうこんな時間！」

　腕時計を確認し、慌ててバッグを掴む。部屋を出る前に、ドアのそばの全身鏡で自分の姿をチェックした。

　ねじってお団子にまとめてあるストレートロングの髪には乱れなし。グレージュのパンツスーツのプレスも、昨夜アイロンをかけたから綺麗。

　これから出かけるイベントの主役は花だからとメイクは控えめにしたが、もともと顔立ちが地味なので、ちょっぴり印象が薄くなってしまった。

　ま、大事なのは見た目じゃなく中身よ中身……。

　身だしなみのチェックが済むと、マンションを出る。

　今日はいつも以上に頑張ろう。仕事の後には、とびきりのご褒美があるんだから。

『株式会社美吉ブロッサム』社長、美吉苑その香か。今日でちょうど三十歳。

　毎日が充実していて、恋も仕事もうまくやれている自負があった。




　浅あさ草くさの老舗旅館『紫陽花楼あじさいろう』の大広間には、すでに多くの人々が集まっていた。今日のイベントは、高名な華道家、矢や代しろ絹きぬ江え先生のいけばな展の一般公開に先駆けた内覧会。

　先生と同じ華道家や、日本文化に精通した著名人の方々、報道関係者。それから、私のような花屋業界の関係者が招待されている。

　白いクロスがかけられた展示台の上には、大胆な印象の生け花から儚く繊細なものまで、花の魅力を存分に引き出した作品が並んでいた。

「ねえ、あれ、瀬せ戸と山やま園えんの……」

「若社長とは聞いていたけど、あんなに素敵なんだ」

　そばにいたふたりの女性が、ひとつの展示台のそばに立つ男性を見て華やいだ声を上げた。会場にいる誰より背が高く目立っているその人は、涼しげな目元や意思の強そうな眉、まっすぐ伸びた鼻筋が完璧な位置に配置されており、確かに眉目秀麗。

　しかし、私はどうしても敵対視してしまう存在だった。

　瀬戸山統おさむ、三十一歳。冠婚葬祭のプロデュースや造園業まで幅広く展開する老舗花屋『瀬戸山園』の御曹司で、昨年社長に就任したばかりだ。

　敵対視していると言っても、別に彼になにかされたというわけではない。

　花屋業界のトップを走る瀬戸山園の社長を務めている彼を、同世代だからという理由で私が勝手に意識しているだけなのだ。いつか、あなたの会社を追い抜いてやるぞって。

　今日も同じことを胸の内で呟き、瀬戸山統をひと睨みする。

　矢代先生の作品に夢中の彼はまったく気づくことはなく、ちょうど今が見頃の八重桜を使った作品に熱い視線を送っていた。

「イケメンと桜、合うわぁ」

「ホント。彼も作品の一部みたいね」

　それはさすがに言いすぎでしょう……。

　先ほどのふたりが漏らしたうっとりとした声に軽くため息をついていたら、ふいに瀬戸山統と目が合った。思わずどきりとして、顔を背ける。

　彼本人に、子どもっぽいライバル心を抱いているのがバレるのは嫌だった。

　瀬戸山園にとっては、美吉ブロッサムなんてライバルでもなんでもない、街の小さな花屋のひとつでしかないだろうから。

　開始時間になると矢代先生がしずしずと会場に現れた。五十代という年齢だからこその深みのある美しさをたたえた先生は、白地に牡丹と唐草模様があしらわれた訪問着に身を包み、司会者の紹介で丁寧に挨拶をする。先生の作る作品同様、言葉の選び方、立ち居振舞いのすべてに品があって、惚れ惚れしてしまう。

　美吉ブロッサムはどちらかというと若者をターゲットにした店づくりをしているが、今後のことを考えるとそれだけでは伸び悩むだろうというのが、私を含め経営陣共通の意識だった。

　もっと上の世代にも興味を持ってもらうためにはどうしたらいいか。

　会議で意見を募ったところ、華道家の矢代先生とのコラボ、という案が出た。

　というのも、矢代先生は時々生け花で使う花か卉き材料――通称花材を、美吉ブロッサムの店舗で買い求めてくれることがあるそう。

　それを店舗スタッフから聞いた社員が、協力を頼めないかと思いついたそうだ。

　コラボと言っても派手な演出をするわけではなく、先生には私たちの会社が提供した草花でいつも通り生け花をしてもらい、その作品を広告に使う。多くを語らなくても先生の作品なら人々の注目を集めてくれるだろうという、シンプルでストレートなやり方が私も気に入った。花屋の主役はあくまで花なのだ。

　とはいえ時々花を買いに来てくれる以外の繋がりがない矢代先生に、どうアプローチしようか。頭を悩ませていたところに、今日の内覧会の招待状が届いた。

　美吉ブロッサムの経営状況では広告代理店に宣伝を依頼する余裕もないため、自社のメンバーで地道にプロモーション活動をするのが基本。そんな中で巡ってきた、大きなチャンス。これを逃す手はない。

　挨拶を終えた矢代先生は、それぞれの作品の前に移動しながら、テーマや製作過程について説明してくれる。私は真剣に頷きながら、自分が感じたことを頭の中にメモする。

　この後の交渉を円滑にするためにも、きちんと各作品を理解し、自分の言葉で感想を述べられるようにしておく必要があるだろう。

　下心と言われてしまうと否定できないが、ビジネスには必要な戦略だ。




　作品のお披露目が済むと、紫陽花楼の庭園に移動して歓談の時間になった。

　見事な藤棚や色とりどりのツツジが春らしさを彩る庭園には立食用のテーブルや腰かけるための縁台が置かれ、旅館のスタッフが飲み物を給仕している。

　お酒もあったけれど、これから大事な話をするのに酔っぱらうわけにはいかないと、私は桜茶を選んだ。ガラスの湯飲みの中で八重桜が花開いていて、ほんのり桜の香りがする。

　そんな、見た目も美しい桜茶で軽く喉を潤すと、いざ先生のもとへと向かった。

「矢代先生」

　ひとりになった隙を見計らい、声をかける。振り向いた先生に小さく頭を下げた。

「私、美吉ブロッサムの美吉苑香と申します。本日は素敵な内覧会にお招きいただきありがとうございます」

　名刺を手渡すと、先生はふわりと相好を崩した。

「こちらこそ、来てくださってありがとうございます。私、あの店の雰囲気が大好きなの。仕事で使わせていただく花材は他社さんと契約しているのだけれど、趣味で花を生ける時にお世話になっているわ。だから、マネジメント会社の方にお願いして、招待状を送らせてもらったんです」

　思っていた以上の好感触に、心の中で小さくガッツポーズする。矢代先生は、私たちの会社が仕入れる花を本当に愛してくれているようだ。

　仕事用の花材は他社に依頼しているという話だが、うまくやれば広告への協力だけでなく、美吉ブロッサムの重要な取引先にもなるかもしれない。

「大変光栄です。仕事柄花は毎日のように眺めておりますが、先生の作品として生まれ変わると、新たな命を吹き込まれたようで花たちもうれしそうに見えます」

「よかった。お花屋さんにそう言ってもらえるとホッとするわ」

　矢代先生は胸元に手をあて、言葉通りに安堵の息をつく。華道家としてどんなに高名であっても偉ぶることなどなく、時に少女のような振る舞いで人を和ませるのも先生の才能のひとつだ。

　この雰囲気なら、仕事の話もうまく聞いてもらえるかもしれない。

　小さく息を吸って話を切り出そうとしたその時、先生の視線がそばを通った男性に引きつけられ、私もつられるようにして男性を見た。

「統さん、いらしてくれたのね」

　先生の声に振り向いたのは濃紺のスリーピースの男性。その顔を見てぎょっとする。

　せ、瀬戸山統……。

「矢代先生、本日はお招きありがとうございます」

　極上の笑みを浮かべた瀬戸山が、私たちの方へ歩み寄ってくる。

　なんて最悪のタイミングで現れるの……!?

「あなたが来てくれるなんて驚いたわ。お父様の代理かしら？」

「父に頼み込んだんですよ。先生の生け花が見たいから、俺に行かせてくれと」

　目上の女性との会話で〝俺〟とは、ずいぶん雑な話し方だ。

　先生は彼の父親と知り合いのようだし、普段から親交があるのだろうか。

　親しげなふたりにやきもきしていると、先生が彼に問う。

「まぁ。さすが、勉強熱心ね。どの作品が気に入った？」

「あの八重桜の作品ですね。他の花材を合わせず八重桜単体にしたことで、花本来が持つ美しさと、どっしりした枝の力強さが見事に表現されています」

　よりによって八重桜の作品を選ぶなんて。私も同じ作品を一番気に入って先生に感想を伝えるつもりだったのに、先を越された……！

　顔には出さないものの、内心では瀬戸山への敵対心を剥き出しにする。

　彼はいつまでここにいるのだろう。私はまだ、肝心なビジネスの話をできていないというのに。

「ありがとう。今回の展示のために、瀬戸山園さんがいつも以上に見事な花材を提供してくださったおかげです。どうぞこれからもよろしくね」

　今回のいけばな展を含め、先生の作品に使われている花材は瀬戸山園が用意したものだったんだ……。瀬戸山園という会社に、そして瀬戸山統自身にも強い信頼を抱いているのであろう先生の言葉に、私の胸は強くかき乱された。

「もちろんお任せください。つきましては先生、瀬戸山園との大々的なコラボレーションにはご興味ありませんか？　これから瀬戸山園で推し進める『くらしの中に和の花を』という企画の広告に、先生の生け花をぜひ使わせていただきたくて」

　ちょっと、待ってよ……。思わず口を挟みたくなるが、声が出ない。矢代先生が返事をする前にパッと目を輝かせたのが見て取れたため、言えなかった。

　今日の先生との交渉に並々ならぬ気合いを入れていたのは確かだが、強引な営業をするのは性に合わない。花というのは押し売りをするものではないと、祖父母に言い聞かされて育ったから……。

「ぜひ、詳しいお話を聞きたいわ」

「ありがとうございます。こちらがサンプルの動画です」

　瀬戸山統が手品のように取り出したタブレットを、嬉々として覗き込む矢代先生。

　私はすっかり蚊帳の外になってしまい、気まずさを断ち切るようにペコッと頭を下げてふたりのもとを離れた。

　丸々実った葡萄のごとく立派な花を垂らす藤棚の下へ移動し、俯いて唇を噛む。花の周囲をぶんぶん飛んでいる熊蜂の羽音が耳についた。

　悔しい……けど、矢代先生と瀬戸山園の繋がりを調べておかなかったのはこちらのリサーチ不足だ。私からの報告を楽しみに待っている役員たちになんて説明したらいいのだろう。

　とりあえず、美吉ブロッサムの副社長であり親友の室むろ伏ふしカンナにメッセージを打つ。

【ごめん。広告の件、満足に交渉できないまま、瀬戸山園に矢代先生を取られた】

　すぐに既読がついて、【ドンマイ】のひと言が送られてくる。

【華道家は矢代先生だけじゃないし、年配層の取り込み＝和の生け花っていう発想もちょっと安直だったかもね。もう一度、みんなで策を考えてみよう】

　……さすがはカンナ、冷静だ。

　美吉ブロッサムはもともと祖父母が開いた店だ。一度は閉店してしまったその店を復活させるため、起業の準備をしていた頃から片腕として働いてくれている、運命共同体。

　近所で生まれ育った幼馴染でもあり、お互いのことはなんでも知っている。たぶん、今私が盛大に悔しがっているのも察しがついているだろう。

「美吉さん？」

　カンナに返信を打とうとしたその時、あろうことかにっくきあの男の声が背後から私を呼んだ。

　なんの用……？　先生との打ち合わせはもう終わったの？

　それに、私の名前をなぜ知っているんだろう。同業者とはいえ、瀬戸山園と違ってこっちはまだまだ無名なのに。

　軽く卑屈になりながら、後ろを振り返る。一八〇センチはゆうにある長身の彼を見上げると整った顔に藤の花がよく似合っていて、そんなところにも無性に腹が立った。

「なんでしょうか」

　つい棘のある声が出てしまい、我ながら大人げないなと思う。カンナがそばにいたらうまく制御してくれたかもしれないけれど、あいにく彼女はここにはいない。

「美吉苑香社長、ですよね。あなたと一度お話ししたかったんです」

「話……？」

　仕事のことだろうか。下の名前まで知られていたとは驚きだが、私が思うより美吉ブロッサムは業界内で注目されている……？

　なんとなく警戒心が緩んだところで、瀬戸山が藤棚の下の縁台に座るよう勧めてくる。江戸時代の団子屋の店先にあるような赤い布が敷かれた座面に腰を下ろすと、瀬戸山も少し間を空けて隣に座った。

「美吉ブロッサム、いい店ですよね」

「えっ……あ、ありがとうございます」

　まさか褒められるとは思わず、しどろもどろになってしまう。

　瀬戸山って実はいいヤツ？　それとも、油断させるのが作戦？

「今は老舗の瀬戸山園さんに敵いませんけど、時間はかかってもいつか肩を並べられたらなって、無謀ながら思っているんです」

　負けないぞという意思表示……にしては若干弱いけれど、一応、私なりに宣戦布告をしたつもりだ。

　瀬戸山がふっと笑ったのが聞こえたので、まさか嘲笑してる!?と思わず彼の方を向く。

　そこには心底楽しげに目を輝かせた、瀬戸山の極上の笑顔があった。

　彼のことなんて好きでもなんでもないのに心臓が早鐘を打つ。顔がいい男は厄介だ。

「本当は、無謀だなんて思ってないんだろ」

「えっ？」

　敬語を消した瀬戸山が、ジッと瞳を覗いてくる。どうしたらいいかわからなくて、彼を見つめ返すことしかできない。

「きみのがむしゃらな頑張りようはよく知ってるし、今日も何度か俺にライバル心たっぷりの視線を送ってきた。気づいてないと思ったか？」

　嘘……バレていたなんて。

　動揺して目が泳いでしまうものの、さすがに認めるわけにはいかない。

「いえ、そんな……瀬戸山さんの思い違いです。私、別にライバル心なんて……」

「まぁ、それはどちらでもいいんだが、最近ちょっと無理をしすぎじゃないか？　きみも社員たちもちゃんと休めているのか心配だ」

　痛いところを突かれ、ドクッと心臓が揺れた。

　もちろん、一般社員のことはきちんと休ませている。ただ、自分を含めた役員クラスのメンバーには、少なからず過密なスケジュールをこなしてもらっているのが現実だった。〝今が頑張りどころ〟という共通認識があるから、誰も不平や不満は漏らさないけれど……。

「このところ一気に店舗数が増えただろう。スタッフを教育するだけでも大変なのに、オープン当初からシーズン企画が目白押し。会社にとって追い風が吹いている時期なのはわかるが、無理をすると後からそのツケが回ってくるぞ」

　そんなこと、言われなくてもわかってる。カンナたち役員が疲れた顔をしているのも、美吉社長は焦りすぎではないか、という空気が時々社内に漂っているのも。だけど、私だってなんとかしようと思っているのだ。人を考えなしみたいに言わないでもらいたい。

「その辺りの対策はきちんと検討中ですのでご心配には及びません」

「対策って、具体的には？」

「そんなこと社外の方には教えられません……！」

　この場で具体性のある説明はできそうにないので、そんな言い訳で切り抜ける。

　どうして瀬戸山はそんなにも美吉ブロッサムを気にかけるのだろう。競合他社が潰れても彼に損はないのだから、放っておいてくれればいいのに。

「ま、それもそうだな。ただ、いくら小さな会社とはいえ他の社員の業務をきみがひとりで背負うなんて本末転倒な対策にはするなよ。経営者が倒れたら、会社全体が嫌な空気になる」

「わかっています、それくらい」

「そうか。余計なお世話だったようだな」

　瀬戸山の物言いがどうも上から目線に聞こえて、心が波立つ。私の子どもじみたライバル心には気づいているようだから、自分の方が上だとわからせようとしているつもりだろうか。想像していた以上に鼻持ちならない男だ。

「お話が済んだのなら、私はこれで」

　他の場所へ移動しようと、縁台から腰を上げる。

「ちょっと待て。まだ話がある」

「こ、今度はなんですか？」

　手首を掴まれて引き留められ、振り向くしかない。ゆっくり立ち上がった彼は、澄んだ切れ長の目に私の戸惑う顔を映した。

「きみのプライベートが知りたい。個人的興味で」

　個人的興味？　いきなりなにを言い出すのだろう。美吉ブロッサムの弱みでも握ろうとしている……？

　無言のまま、怪訝な眼差しを彼に向ける。瀬戸山がふっと苦笑した。

「なにを疑っているのか知らないが、言葉通りの意味だ。ひとりの男として、きみという女性について知りたいと思っている」

　口説くような発言に、不覚にも頬が熱くなる。なぜこの流れでそうなるのか混乱しながらも、丁重にお断りするためそっと彼の手をほどいた。

「すみません、お付き合いしている方がいるので……」

　あまり瀬戸山の目を見ないようにして告げ、ぺこりと頭を下げる。

　慌てていたせいか、藤棚の下から出たところで男性とぶつかってしまった。

　そのはずみで、男性が手にしていたグラスのお酒が私のスーツの胸元にかかってしまう。

　ぶつかった相手である白髪交じりの中年男性が、私の濡れた胸元をジッと見つめた。

「ああっ、こりゃ失礼。お姉さんの綺麗なお洋服が……」

　酔っぱらっているせいもあるのだろうが、視線も口調もまとわりつくように粘っこい男性に、思わず鳥肌が立つ。謝罪をするのに人の顔を見ず、胸ばかり見てくるのも気持ち悪い。

「こちらからぶつかったので気になさらないでください。すぐに乾きます」

　バッグからハンカチを取り出して濡れたブラウスにあて、男性の前を足早に離れる。

「あっ、お姉さん、待って。これ――」

　男性の引き留めるような声がしたが、構わずに大股で歩いて庭園から逃げ出す。旅館の正面まで回ったところで男性が追いかけてきていないのを確認すると、ふう、と息をついた。

　歓談の後はめいめいに解散する予定だったし、もう帰っちゃおうかな……。

　腕時計を見ると、午後一時半を過ぎたところだった。

　ちょっと早いけど、彼に連絡してみよう。

　スマホの着信履歴から探した名前は、【中なか路じ遼りょう太た】。付き合って三年になる四歳年下の恋人だ。今日は私の誕生日を一緒に祝うため、夜に私のマンションで会う約束になっているが、仕事が休みだと言っていたし早い時間から会えたらうれしいな……。

　矢代先生への営業は失敗、瀬戸山にはマウントを取られる、酔ったおじさんに服を濡らされたうえいやらしい目で見られる……と散々な一日だったけど、遼太くんに誕生日を祝ってもらえれば、そんなの全部帳消しだ。

　期待に胸を高鳴らせつつスマホを耳にあてていると、呼び出し音は五回ほどで途切れた。

『……苑香さん？』

　寝ていたのだろうか。遼太くんの声はどこか気だるげだ。

「ごめん、寝てたかな？　仕事が思ったより早く終わったから、早めに会えないかなと思って電話してみたんだけど」

　話しているうちに、私だけが浮かれているような気がして恥ずかしくなる。三十を迎えた恋人の落ち着きのなさに、遼太くんも呆れていたりして。

『……苑香さんは勝手だね』

「えっ？」

　声は穏やかだったが、冷ややかな言葉が聞こえて思考がフリーズする。

　なにも言えない私に、遼太くんは深いため息をつく。

『俺が会いたいと思った時はいつも忙しいのに、自分に時間ができるとこっちの予定お構いなしにこうやって呼び出してさ……。俺、もう疲れたよ』

　遼太くんがこんなことを言うのは初めてだった。

　確かに、普通の恋人より会える時間は限られていたかもしれない。

　私は社長なんてやっているし、遼太くんが身を置いているのは芸能界。彼はこのところドラマ出演なども増えてきた、新進気鋭の若手俳優なのだ。

　出会いのきっかけは、彼がまだ劇団員だった頃に偶然居酒屋のカウンターで席が隣になったこと。俳優としてまだ日の目を見られていない彼と、美吉ブロッサムを大きくしたいと思いながらも期待通りの結果を出せずにいた頃の私は、とても話が合いお酒が進んだ。

　お互いの夢について恥ずかしげもなく語っては励まし合って、その盛り上がりのままホテルに誘われて、つい、一夜を共にした。ふたりとも酔っていたし、遼太くんは若いからきっと本気じゃないのだろうと思っていたけれど、翌朝無邪気に『苑香さんと付き合いたい』なんて言われて、私はコロッと落ちてしまった。

　お互い忙しいから束縛はナシにしようと約束して、無理せず会える時だけ会うというルールも決めた。その関係がとても心地よかったから、遼太くんも同じなのだとばかり思っていた。

　ただ、去年の春に遼太くんが瀬戸山園の『母の日イメージキャラクター』に抜擢されてからは、彼の知名度がグンと上がって、会える日が激減したのは確かだった。私が瀬戸山統を必要以上にライバル視してしまうのも、その辺りが少し関係しているのかもしれない。

　瀬戸山園のカーネーションを手に微笑んでいる遼太くんのポスターを見るたび、複雑な気持ちになったから……。

「別れたいってこと？」

『それ、俺の口から言わせようとするのも狡いよ。苑香さんの気持ちはとっくに俺から離れてるくせに』

「そんなことないよ……！　今日だって、他の誰でもなく遼太くんに誕生日のお祝いをしてほしいからこうして……」

　私が感情的になればなるほど、電話の向こうで彼がうんざりする気配が伝わってくる。遼太くんはきっともう、自分の中で結論を出しているのだ。

『……悪いけど』

　ため息混じりの覇気のない声。その前置きだけで、私は彼との恋の終わりを悟った。

『今、別の女の人の部屋にいるんだ。苑香さんと同じくらい年上だけど、仕事より俺のことを優先してくれる人』

　振られるのは覚悟していたが、もう別の相手がいるなんて予想外で絶句する。

　年上の相手を選んだのは、私への当てつけなのだろうか。

　思わずそんな考えが頭をよぎったが、すぐに被害妄想じみた自分の考えを恥じた。

　一度は好きになった相手をこんな風に思うなんて、心がすさんでいる証拠だ。

「そう……。ごめんなさい、私では遼太くんの心の隙間、埋めてあげられなかったね」

　泣きたい気持ちを封じ、明るく謝罪する。

　私の頭の中には彼との楽しかった時間が走馬灯のように流れているが、彼の方は違う。そう思ったらもう、彼を自由にしてあげるしかなかった。

　泣いて駄々をこねるなんて痛々しい真似はしたくないし、そんなことをしても報われないと、三十年も生きていれば知っている。

『苑香さん、そういうところだよ』

「……えっ？」

『この人、俺のこと本気で好きだったのかなって疑っちゃう理由。ま、別にもうどうでもいいんだけどね。……それじゃ、お元気で。誕生日オメデト』

　通話はそこでブツッと途切れた。

　おめでとうと言いながらパイを投げつけるような皮肉たっぷりのコメントに、心が深く抉られる。遼太くんはきっと、私にかわいげがないと言いたかったのだ。

「……余計なお世話よ」

　そんなもの、仕事にかまけているうちに自然と削がれてしまった。

　そもそも、そんな私を応援してくれていたのは彼だ。かわいげのない私でもいいからと、好きになってくれたのではなかったのだろうか。時間が経って、その気持ちが色褪せてしまったのだろうか。

　付き合っている期間の長さでお互いの関係や気持ちが変化していくのは仕方がないこととはいえ、遼太くんの言い分はあまりに一方的だ。こんな風に自分を全否定されるくらいなら、もう恋愛なんてこりごり。

　だって、心を許した自分がばかみたいだもの……。

　遼太くんと話している時には影を潜めていた悶々とした気持ちが膨らんで、私の胸を圧迫する。

　どうしよう。泣きそうだ。

　ツンと痛む鼻に折り曲げた人差し指をあて、潤む瞳から涙がこぼれないよう、必死で堪えていたその時だった。

「美吉」

　背後からぶっきらぼうに私を呼んだ声は、天敵、瀬戸山統のものだった。

　あまり声をかけられたくないタイミングだったので、ビクッと肩が震える。

　このタイミングでなんの用……？

　不本意ながらも、ゆっくり後ろを振り返る。

　うっかり泣かないよう、目や唇にぐっと力を入れる。自然と瀬戸山を睨むような表情になってしまうが仕方がない。

「大丈夫か？」

　目が合った瀬戸山は困惑気味だ。けれど私を気遣う声は優しくて、瞳に張った涙の膜がいっそう分厚くなった。彼の前で泣きたくなんてないのに……。

「なにがです？」

「人に……というか、俺に弱みを見せたくないのはわかるが、そんなにやせ我慢しなくたっていいだろう」

「やせ我慢なんかしてません。それより、なんのご用ですか？」

　聞きながら、わずかに濡れてしまった目尻を指先でサッと拭う。スラックスのポケットに手を入れた彼は、手のひらサイズの小さなものを取り出した。

「これ、きみのだろう？　さっき、藤棚のそばで落としていた」

　手元に差し出されたのは、バッグに入れていたはずの私のキーケースだった。部屋の鍵がついている大事なものだ。

　藤棚のそばということは、男性とぶつかってお酒をこぼされた時だろうか。ハンカチを取り出すためにバッグを開けた覚えがある。

　男性が私を引き留めようとしていたのも、もしかしてこれを渡そうとして？

「あ、ありがとうございます……」

　瀬戸山の手から、キーケースを受け取った。ブラックレザーに高級ブランドのロゴが刻印されたそれは、自分への誕生日プレゼント。恋人である遼太くんに高価なものをねだるのは気が引けるからと、つい最近買ったものだ。

　十万を超える出費は痛かったけれど、上質なデザインも使い勝手のよさも気に入ったし、自分が必死で頑張った証だと思うと、ますます愛着がわいた。

　よかったじゃない、苑香。もしも遼太くんにこれを買ってもらっていたとしたら、すぐに捨てる羽目になっていた。そんなの、もったいないもの。

　なにを考えているのかわからない男の人に尽くすより、努力しただけ成果の出る仕事と向き合い続けている方が、ずっと楽。そして、時々はこうして自分にご褒美を買ってあげられる生活が、私にはきっと性に合っているのだ。

　私はもう恋なんてしない。誰のことも好きにならない。

　暗示をかけるように、キーケースを見つめながらそんなことを考える。

　頭の中で何度も〝よかった〟と呟いているのに、黒いレザーの上にぽたっと涙の雫がこぼれた。

「……美吉」

「み、見ないでください……っ。なんでもないですから」

　つっけんどんに言うと、瀬戸山も付き合いきれなくなったのか、離れていく。ホッとしたらますます涙が溢れて、拭っても拭っても頬を滑り落ちた。

　いい加減に止まってよ……。

　そのうち旅館の玄関から女性ばかりの団体客が出てきて、その場で立ち話を始める。

　居たたまれなくなって端の方へ寄るが、目ざとい五十代くらいの女性が私の姿に気づき、周囲の女性とコソコソ内緒話をし始めた。

　うう、気まずい……。

　気配を消そうと背中を丸めたその時、誰かがこちらに駆け寄ってくる足音がした。

「タクシーつかまえたから、それに乗って帰れ」

「え……」

　そう言って門の方を指さしたのは、瀬戸山だった。

　私の相手にも飽きてどこかへ行ったとばかり思っていたのに、タクシーを拾ってくれていたらしい。しかも、大きな背中で団体客の目から私を庇ってくれている。

　……なんなの、もう。この男は。優しいのかそうじゃないのか。

　彼の好意に甘えてしまっていいのかわからず、頼りない目で瀬戸山を見つめる。

「ほら、行くぞ」

　ポン、と軽く私の肩を叩いて、瀬戸山が先を歩きだす。彼がその場を動くとまた団体客の視線を浴びることになってしまうので、私は慌てて彼の後について、旅館の建物から離れた。

　タクシーは門を出た先の路上で待機していた。

　近づくと後部座席のドアが開き、私はそばに立つ瀬戸山に一礼してから乗車する。

　彼に借りを作ってしまったのは悔しいが、今日だけは目をつぶることにした。

「お手数をおかけしてしまってすみません。それでは、お先に失礼しま――」

　最後の挨拶を交わしながら横を向いたその時、瀬戸山の大きな体が隣に乗り込んでくる。

　えっ……？

　呆気に取られているうちにドアが閉まった。

「適当に流してください」

　運転手に向かって意味不明のことを告げる瀬戸山に、私は怪訝な眼差しを向ける。

「あの……どうしてあなたまで？」

「ひとりで帰らせるのが心配なのと、まだ泣き足りないなら帰る前に全部吐き出した方がいいと思ったからだ。きみが落ち着いたら、家まで送る」

　なにもかも強引に話を進める瀬戸山に呆れた。

　でも、その裏に見え隠れする優しさが、弱った心にほんの少しだけ沁みる。あくまで、ほんの少しだけ。

　だからといって、ライバルだと思っている相手にこれ以上弱みは見せたくない。

「私なら大丈夫ですから……。ほら、涙なんてもうすっかり乾いてますし」

　嘘ではない。さっきまで濡れていた頬や目尻は、タクシーに乗り込むまでの一連の動作の中で、風が乾かしてくれた。

　それでも、瀬戸山は疑うような目をしてジッと瞳を覗いてくる。

「泣いてないからといって、立ち直った証拠にはならない」

「だとしても、放っておいてくださいよ」

「それができないからこうして一緒にいる」

　なにそれ……どういう意味？

　さっきも一度思わせぶりなことを言われたけれど、今の私にとっては迷惑でしかない。ひとりでいる方が気楽だから、変に構われても困る。

　でも、このまま彼と気まずい時間を過ごすくらいなら、失恋を笑い話のネタにでもしてさっさと話してしまった方がいいのかも……。

「本当に、瀬戸山さんにご心配いただくようなことではないんです。よりによって誕生日当日に恋人にフラれたっていう、ただそれだけの話なので」

　泣かずに説明できて、ホッとする。

　そうそう、私の身に起きたことなんて、よくある失恋話のひとつなのだ。

「……間が悪い男だな」

　眉間に深い皺を寄せた瀬戸山がボソッと呟く。慰めてくれているつもりだろうか。それにしては独特な言葉のチョイスがおかしくて、気の抜けた笑いが漏れた。

「ですよね……。せめて、明日にしてくれればよかったのに」

「レストランでも予約してたのか？」

　静かに首を横に振る。芸能活動をしている遼太くんに迷惑がかからないよう、私たちが会う場所はいつもどちらかの自宅だった。

「いえ。ただ、私のマンションで一緒にお祝いする約束だったのでケーキを予約していました。そのお店、当日キャンセル不可なんですよね……こんなことなら、見栄を張って五号のホールケーキにするんじゃなかったな」

　過去に戻れるなら、ケーキと一緒に三十歳を表す太いロウソクを三本と【ハッピーバースデー　苑香】のプレートまで予約しようとしている自分を、全力で止めたい。

「ケーキの処理、手伝ってやろうか？」

「えっ……？」

「五号のケーキって、五、六人で食べる大きさだろ？　全部ひとりで食べたら血糖値が大変なことになるぞ」

　両手の人差し指と親指で円を作った瀬戸山が、だいたいのケーキの大きさを予想して苦笑いしている。しかし、私が動揺しているのはケーキの大きさのせいではない。

「う、うちに来るつもりですか？　それはさすがに……」

「お望みなら、ハッピーバースデーの歌を歌ってやってもいいけど」

「いや、そういうことではなく……どうしてそこまで私に構うんですか？」

　同業者ゆえの仲間意識？　いや、今日の彼の行動は、そんな言葉で片付けられるものじゃない。そもそも私たちは今日が初対面のはずだ。こんなに気にかけてもらう理由が、まったく思い当たらない。

　一瞬沈黙が落ち、タクシーの走行音だけが車内に響く。しかし、軽く視線を落としてなにか考えていた瀬戸山はすぐに顔を上げて私を見た。

「美吉苑香という人間に、こんなところで腐ってほしくないからだ」

　冷静な口調の中にも、瀬戸山の強い感情が込められている気がした。

　だけど、そんな風に言ってもらう心当たりはまるでない。

「……私のこと、今日より前からご存じだったんですか？」

「ああ。瀬戸山園を継ぐ気なんてなかった過去の俺が、花屋業界に身を置こうと決めたきっかけを作ったのはきみだ。だから、失恋の傷ひとつで心を折らずに、いつもの強気な眼差しを早く取り戻してくれ。俺にできることがあるなら、協力する」

　私が瀬戸山統にそんなきっかけを？

　それって、いつのことだろう。最近の話じゃないよね……。

「あの、その話もっと詳しくお聞きしたいのですが」

「どうするかな。ケーキと紅茶でもあれば、話す気になるかもしれない」

　そういえば、ケーキの処理を手伝ってくれるとか言っていたっけ。

　このままタクシーに乗っていても料金がかさんでいくだけだし、瀬戸山の話も気になる。

　彼ほどの地位の人間が女性の家に上がり込んで乱暴する……なんて浅はかな行動は取らないだろうし、万が一危険な状況になったら、なんとか逃げたうえでその事実を逆手に取り、彼のスキャンダルにしてしまえばいいのだ。

　瀬戸山園の悪評が広まれば、美吉ブロッサムにチャンスが巡ってくる。

「わかりました。じゃあ、ケーキ屋に寄ってから私のマンションに行きましょう。今、住所を調べます」

「ああ、頼む」

　スマホの地図アプリでケーキ屋の場所を確かめながら、ちらりと瀬戸山の横顔を盗み見る。ちょっと優しくされたからって、簡単に落ちる私ではないんだからね。










サンルームのある部屋で




「へえ。サンルームか。いいな」

　リビングと繋がる日当たりの良いそのスペースを覗いて、瀬戸山が私を振り返った。ケーキを冷蔵庫にしまっていた私は、扉を閉めて彼のもとへ歩み寄る。

「部屋を借りる時、そこだけはこだわったんです。生活の中に花や緑があると、やっぱり元気が出るじゃないですか。手入れは大変ですけど」

　私の住まいは、祖父母の花屋があった文ぶん京きょう区くの住宅街にある低層マンション。

　周囲に高いビルがないので日当たりがよく、一階の部屋でも南側は日差しが暖かい。

　ちょうどその位置にガラス張りのサンルームがあるので、趣味でガーデニングを楽しんでいる。あとは十二畳ほどのＬＤＫと、六畳の寝室がひと部屋。

　ひとり暮らしをするにはちょうどいい広さだ。

「変わってないな。そうやって、花や緑を無邪気に愛するところ」

　サンルームの端にある棚、そこに並べてある寄せ植えのプランターを眺めて、瀬戸山が呟く。濃いピンクのニチニチソウに、愛らしい白のマーガレット、背の高さがアクセントのルピナス。逆に低い場所で淡い紫の花を咲かせているビオラ。植えてから二週間くらい経っているので、丸いプランターに合わせて花たちの形が綺麗に安定してきた。

「それ、いつの私と比べているんですか？　タクシーの中でも昔の私を知っているようなことを言っていましたが」

「その話は、いずれな」

　瀬戸山ははぐらかすようにサンルームを出て、キッチンの方へ歩いていく。

「いずれって……」

「紅茶淹れるんだろ？　茶葉やポットはどこにある？」

「それなら私がやります。どうぞ座ってください」

　キッチンは目の前がカウンターになっているので、そこに置かれた丸いスツールに座るよう勧める。しかし、瀬戸山はなぜかキッチンから出て行かない。

「誕生日の主役を働かせるのは忍びない」

「そう言われても……じゃあ、ケーキを切るのをお願いします。今、お皿と包丁を出しますから」

「切る前にロウソクに火をつけて歌わなくていいのか？」

「いらないです、子どもじゃあるまいし」

　遼太くんとふたりならやろうと思っていたけど……。

「誕生日は子どもじゃなくたってめでたいだろ。遠慮せず盛大に祝えばいい」

　キッチンに両手をついて私の顔を覗き込む瀬戸山。

　彼の眼差しはいつもぶれずにまっすぐ心に刺さる気がして、なんだかたじろいでしまう。

「でも私、三十ですよ？」

「いいじゃないか。三十。女性なら、ますます綺麗になっていく歳だ」

「それ、四十の人にも五十の人にも同じことを言うんでしょう」

　拗ねたように口を尖らせたら、瀬戸山がフッと笑う。

「そうだな。四十になっても五十になっても、きみは綺麗だと思う」

　私の意図した反応とはまったく別の答えが返ってきて、勝手に頬が熱くなった。

　臆面もなくこうした恥ずかしいセリフを口にできるということは、瀬戸山統、やっぱり危険な男なのだろうか。家に上げたのは間違いだった？

　……いや、だとしても私が流されなければいいだけのことだ。『綺麗』のひと言くらいで照れている場合じゃない。

　気を取り直して瀬戸山にケーキ用の包丁を渡し、背後の棚を開けながら聞く。

「紅茶、ダージリンとウバがありますがどっちがいいですか？」

「きみが飲みたい方でいいよ」

「じゃあ、ダージリンで」

　いつの間にか普通に会話をしてしまっているが、自宅のキッチンで瀬戸山と一緒にいる状況にふと違和感を抱いて、戸棚から出したダージリンの缶を手に彼を凝視してしまう。

　なんで私、彼と平和に紅茶なんか飲もうとしているんだろう。

　箱から出したホールケーキを何等分にするか考えているらしい。その横顔は真剣だ。

「なぁ美吉」

　ぼうっとしていたら急に声をかけられ、彼のもとへ歩み寄る。

「なんですか？」

「五号のケーキって……見れば見るほどふたりで分ける量じゃないんだが」

　瀬戸山が考えるのを放棄したように言って、力なく笑った。

　彼の手元に視線を落とし、ケーキの大きさを改めてまじまじと見る。

　五号、つまり直径十五センチのショートケーキには、つやつやの苺、そして生クリームが山盛りだ。決して安くはないお店で買ったものだから、クリームの乳脂肪分もおそらく高めだろう。三十代を迎えた私の胃腸が耐えられるだろうか。

「ちょっときついかもしれないですね」

　言葉とは裏腹に、なぜかクスクスと笑いが漏れた。ライバル視している同業者と一緒にホールケーキを見下ろして、その大きさにふたりで尻込みしている光景が妙におかしかった。

「でも、食べるの手伝ってくれる約束ですもんね」

　挑発するように彼を見上げると、瀬戸山の表情も好戦的なものになる。

「あくまで主役はきみだ。俺はおまけ」

「いえ、遠慮なさらず。きっちり二等分にしましょう。この世は男女平等です」

「……仕方ないな」

　ブツブツ言いながらも、瀬戸山は注意深くケーキを切り始める。

　彼がケーキの大きさにこっそり差をつけないよう監視しながら、私はその隣で紅茶を淹れた。




　カウンターに紅茶とケーキを並べて、ささやかなお茶会を始める。

　瀬戸山はケーキを口に入れてすぐ「甘っ……」と顔をしかめた。

　そんなに甘すぎるのかと私もフォークで崩したひと切れを口に入れてみたが、ごく普通の甘さだし、とても美味しい。

　あまり甘いものが得意じゃないのだろうか。でもそれなら、『ケーキの処理を手伝ってやろうか』なんて言わないか。

「……で、なんでフラれたんだ？」

「えっ？」

「泣いたってことは、きみの方はまだ彼を好きだったんだろ？」

　世間話のように気楽な声だったので油断していた。かさぶたになりかけていた心の傷に触れられ、うっかり目に涙が滲む。なんとかごまかしたくて瞬きを繰り返した私は、瀬戸山の方を見ずに苦笑した。

「それ、答えなきゃダメですか？」

「嫌ならいい。せっかく一緒にいるんだから愚痴の聞き役になろうと思っただけだ」

　愚痴の聞き役、か……。

　確かに、このままひとりで悶々とするよりはいいのかな。黙ってケーキを食べているだけなのも気まずいし。どうせこの男には、すでに恥ずかしい泣き顔を見られているのだ。

「……自分では、対等な関係を築いているつもりだったんです」

　私は両手で持っていた紅茶のカップをソーサーに置き、話し出した。

「彼は私より四つも年下でしたけど、そんなこと一度も気にしたことはありません。会える時に会って、楽しい時間を過ごして……そうすれば、仕事とか日常生活の嫌なことにもまた立ち向かえるから、彼の存在が元気の源って感じで」

　でも、遼太くんの方はそうじゃなかった。私のことを『勝手だね』と言っていた。知らず知らずのうちに、色々我慢させてしまっていたのだろう。

「仕事も大事、恋も大事って、パートナーにうまく伝えるの難しいですよね……。私の場合たぶんそれがとても下手で、誤解させてしまったんだと思います。彼の今の恋人は、仕事よりも彼のことを優先してくれる人だそうなので、今度こそその人と幸せになってくれるといいんですけどね」

「もう新しい相手がいるのか」

「もう……というか、お付き合いがかぶっていた時期もあったんじゃないかな。それに気づけない私も私ですよね。彼のこと、ちゃんと見ていなかった証拠です」

　自嘲気味に言ったものの、鼻の奥がツンとして視界が揺れた。

　こうなってしまう前に、遼太くんの変化に気づけなかった自分が憎い。

「意外だな」

「えっ？」

「仕事と恋愛を天秤にかけるような小さい男、こっちから願い下げだ！……くらい、きみのように自立した女性なら言いそうなのに」

　瀬戸山の放ったセリフに、目から鱗が落ちる思いがした。

　言葉は乱暴だけれど、言われてみれば確かにそうだ。

　遼太くんにうまく合わせられなかった自分が悪いとばかり思っていたけれど、どうして私ばかりが責められなければならなかったのだろう。

　対等な関係だと言いながら、私の方こそ彼との年の差を気にして、年上っぽく振舞わなきゃと思っていたのかもしれない。

「……そっか。そう言えばよかったですね。もっと早く教えてもらいたかったな」

「俺のこと寄せつけなかったくせに」

「それは、なんというか……」

　バツが悪くなって口ごもる。

　彼への対抗心を悟られているのは確実だが、あまりその話に触れられたくない。

「ライバルとは馴れ合いたくなかったか？」

　こちらの複雑な心境などお構いなしに、瀬戸山があっさりと私の胸の内を言い当てる。完全に図星なので動揺し、激しく首を左右に振った。

「そんなおこがましいこと思っていません……！　現状の美吉ブロッサムでは瀬戸山園に太刀打ちできる要素がありませんし」

「そうか？　俺はそこまで差があるとは思っていない。だからきみが腐っているところは見たくないんだ。早く立ち直って、ここまで駆け上がってこい」

　食べかけのケーキに視線を落としていたら、ふいに隣から伸びてきた彼の手に顎を掬われ、強引に彼の方を向かされた。

　瀬戸山の美しい瞳にまっすぐ見つめられると、鼓動が騒ぐ。

　それは恋や愛とはまた違う、闘争心を掻き立てられるような高揚感だった。

　彼のいる場所がたとえ雲の上でも、絶対にたどり着いてみせる――。

　負けず嫌いな私は、そう思って彼を強い眼差しで見つめ返した。

「……よし。少しは覇気を取り戻したみたいだな」

　彼が唇の端を引き上げて、満足げに笑う。思い通り手のひらで転がされているようで、なんだか癪だ。せっかくライバルの懐に入り込んでいるのだから、こっちから噛みつくくらいの心意気でいなきゃ。景気づけにお酒でも飲もう。

　私は席を立ってキッチンの方へ回ると、朝から冷蔵庫に入れていたシャンパンを出して、彼に見えるように持ち上げた。

「今日、実はケーキだけじゃなくてシャンパンも用意していたんです。ひとりでは飲みきれないので、付き合ってくださいませんか？」

　瀬戸山も暇な人ではないから、お茶会以上のことは断られるかもしれない。

　それならそれで構わないし、付き合ってもらえるなら彼の腹を探るチャンス。瀬戸山園があそこまで成功している秘訣や、もしくはそのヒントでもわかれば大収穫だ。

　私の策略に気づいているのかいないのか、しばらくして彼はふっと笑った。椅子から腰を上げ、ゆったりとキッチンに入ってくる。

「もちろん付き合うよ。というか、きみは今日誕生日なんだからもっと堂々とワガママを言えばいいんだ。俺にできることならなんでも叶えてやる」

　そんな言葉の後、大きな手がポンと頭の上に乗った。

　意外なほどの優しさを向けられ、調子が狂ってしまう。

「……あ、ありがとうございます」

「グラスどこだ？　せっかくだから、なにか料理も注文するか」

　言いながら、瀬戸山はスマホを取り出してデリバリーの料理を調べ始める。

　私は別に誕生日に浮かれて誘ったわけじゃないのに、すっかりお祝いムードだ。

　裏で計算高いことを考えている自分が器の小さい人間に思えてくる。

「美吉はなにが食べたい？」

　考え事をしていたらふいにスマホを差し出され、反射的に覗き込む。

「えっと……私は」

　言いながら彼の方を向いたら、予想以上に顔が近くにあって息が止まりそうになる。

　直線的な眉、羨ましいくらいに長い睫毛、小ぶりで尖った鼻、綺麗な輪郭の薄い唇……よく見ると右目の二重まぶたのところにちょうどほくろがあって、なんだか色っぽい。

　この容姿なら、女性関係はさぞかし経験豊富に違いない。こんな風に遠慮なく私の自宅に上がり込んだり、いちいち恋愛慣れしていそうな言動を繰り返すのにも納得だ。

「……できれば、料理を見てほしいんだけど」

　気づけば、瀬戸山が意地悪く口角を上げて私を見ていた。

　無意識に彼を見つめていたので、急に恥ずかしさに襲われる。

「いや、今のは決して見惚れたとかではなく……！」

　なにを言ってるの苑香！　完全に墓穴を掘ってるって！

「選び終わったら好きなだけ見ていいぞ」

「え、遠慮します……！」

　好きなだけ見ていいって……完全に自分の容姿に自信がある人のセリフだ。

　もう、やっぱり憎たらしい男……！

　せめてもの腹いせに高い料理ばかりを選んでみたが、御曹司である彼の経済事情に影響を及ぼすわけもなく、涼しい顔で「どれもうまそうだな」と言われただけだった。




　午後六時頃料理が届くと、シャンパンを開けて乾杯した。

　カウンターでは落ち着かないのでリビングのソファに移動し、楕円のローテーブルに料理とグラスを並べた。イタリアンレストランで注文したサラダやローストビーフ、トマトソースのフェットチーネは、どれも色鮮やか。食べてみると味も美味しかった。

「美吉ブロッサムの店舗はどこも外壁をレンガ調のタイルにしているんです。祖父母の店がそうだったので、そこだけは統一感を持たせたくて。昔店があった場所にも物件だけは残っているので狙っていたんですが、超大手の桐きりケが谷やエステートがその辺りにマンションを作ろうとしているらしくて、今は手を出せないんですよね」

　気持ちよくお酒に酔っている時、仕事の話をしてしまうのは私の癖だ。

　普段は自重する青くさい発言も不思議とできてしまう。

「過去は振り返らず、前を向けってことなのかな」

「今、お祖父さんとお祖母さんは？」

「私が高校生の頃にふたりとも病気で……。昔の美吉ブロッサムが閉店したのも、立て続けにふたりが亡くなってしまったからなんです。祖父母はとても仲良しでしたから、先に亡くなった祖父が祖母を呼んだんだと思います。両親は店を継ぐ気がなかったので、そこで一度、美吉ブロッサムは終わってしまいました」

　実家が花屋だったにもかかわらず、私の父は花があまり好きではなかった。

　子どもの頃は店を手伝っていたらしいが、水仕事は冷たいし手が荒れるし、棘がある花で怪我をしてしまうこともあるしで、いつもうんざりしていたそうだ。

　その上あまり儲けがある店ではなかったから、家計についての不満もあったようだ。自分は絶対に花屋なんかやらずにサラリーマンになると言い続け、現在父は花とは無縁のＩＴ企業に勤めている。

　専業主婦の母は『花なんかもらっても食べられないじゃない』と、完全に花より団子のタイプ。

　父が建てたマイホームには立派な庭があったのに、私が中学に上がる頃には母の意向で全部人工芝とコンクリートに変えてしまった。その方が虫も来なくていいからと。

　私だって虫は苦手だから気持ちはわかるけれど、家を建てた時に住宅メーカーからのお祝いで植わっていた金柑の木まで抜かれてしまい、ショックだった。夏に咲く上品な白い花の香りと、甘酸っぱい金柑の実を味わうのがささやかな楽しみだったのに。

　しかし、三歳下の妹も『金柑は種ばっかりだから好きじゃない』と言い、結局金柑を残したかったのは私だけ。三対一では勝ち目がなかった。

　瀬戸山にもその話をした後、鬱々としたため息をふうっと吐き出す。

「だから、祖父母の代で畳んだ美吉ブロッサムを復活させたいと私が相談した時、家族は大反対でした。花なんて、なくても困らないものを売って儲かるわけがない。苦労するのは目に見えているんだからやめろって」

「……耳が痛いな。俺も、昔は似たような考えだったから」

「瀬戸山さんが？」

　苦笑している彼の横顔に問いかける。瀬戸山園の創業家に生まれた彼は、子どもの頃からきっと素敵な花に囲まれて育っただろうに。

「ああ。きみのご両親に似た考えだったかもしれない。花なんて、見て楽しむだけか、せいぜい香りを嗅ぐくらいだろ。そのくせ、すぐに枯れてしまう。どうしてそんなに扱いづらい商材を、うちは先祖代々扱っているんだろうって」

　花屋の息子だった父と同じで、昔から花に触れてきたからこそそう思うのかもしれない。花は綺麗なだけではないと、実体験として知っているから。

　でも、今の彼は瀬戸山園の社長だ。いったいいつ考えが変わったんだろう。

「会社を継ぐことを決めたきっかけはなんだったんですか？」

「言っただろ。きみだよ」

　……確かに、さっきも似たようなことを言っていたけれど。

「それじゃ全然わかりませんよ。説明してください。ケーキも紅茶もお酒も用意したんですから」

「単純な話だよ。過去に一度、きみの接客を受けたというだけだ」

「私の接客を……？」

　花が好きだった私は、両親があまりいい顔をしないのを知りつつも、子どもの頃から祖父母の店を手伝っていた。花の名前も世話の仕方もそこで覚えたし、高校生にもなると花束も作れるようになった。もちろん、祖父母の監督の下だけれど。

　そして現在、新しい美吉ブロッサムでも、店舗の視察ついでに接客をすることは少なくない。カンナには『働きすぎ』と怒られるけれど、祖父母の店でじかにお客さんと触れ合う喜びを知った経験があるから、どうしても定期的に店に立ちたくなるのだ。

　……ただ、瀬戸山らしき人を接客した覚えはない。

「その時、なんの花を買ったんですか？」

「秘密」

「えーっ」

「むくれるなよ。大事な思い出だから軽々しく口にしたくないんだ。続きは、またいつか」

　結局教えてくれないんじゃない。

　ムッとする私に彼も気づいているはずだが、軽く受け流して正面の壁にかかったドライフラワーを指さした。

「あれ、いい色だな。この部屋に合ってる」

　壁と同色の白いワイヤーネットを取り付けてあるそこに、かつて生花だったカスミソウ、ミモザ、ラベンダーのドライフラワーを束ねて吊り下げインテリアにしている。

　このドライフラワーは美吉ブロッサムの立派な商品でもあり、ネットショップで販売している。

「ありがとうございます」

　話をはぐらかされた不満も薄れ、笑みがこぼれる。やっぱり自社の花を褒められるのが一番うれしい。

「花って生き物ですから鮮度管理が大変ですよね。どんなに頑張っても、綺麗なまま保てるのは数日。一番いい時に買ってもらえればいいけれど、売れ残ったら廃棄になってしまう。あのドライフラワーも、フラワーロスを減らそうとして始めた取り組みです」

「花屋業界にとって、無視できない問題だよな。うちの社でも様々な対策をしているが、まだやれることはあると感じている」

「瀬戸山園のサブスクも、その一環ですよね？　あれ、すごくいいと思います。週イチから月イチまで選べて、値段も手ごろで」

　定期的に消費者のもとへ花を届けるサブスクリプションサービスは、フラワーロス対策として業界内でだいぶメジャーになってきた。新しいビジネスの形としてベンチャー企業なども参入しているが、花の扱いに長けている老舗の瀬戸山園は、切り花の保水処理などもしっかりしていると、他より評判がいい。

「褒めてもらってなんだが、美吉ブロッサムはそこまで手を広げようとするなよ。新しいサービスに割ける人員も資金もないだろうし」

「ぐっ……わかっています」

　近い将来、うちもやりたいな……と口に出そうとしていたところだったので、釘を刺されて悔しくなった。彼の言う通り、サブスクを展開するには色々なものが不足している。

　今でさえ苦労をかけている役員のみんなにも、これ以上の負担を強いることはできない。

「仕事のことになるとつい焦ったり欲張ったりしてしまうの、私の悪い癖なんですよね。それとは逆に恋愛にはあまり執着してなかったから、遼太くんも不満が溜まっていたのかもしれません」

「遼太？　……ああ、前の男か」

　そう過去形にされると、グサッとくるものがある。でも彼の言う通り、今の私と遼太くんはもう他人だ。切ないのをごまかすように、グイッとシャンパンを呷った。

「なにがつらいって、テレビや雑誌、ＳＮＳを見ていれば絶対に遼太くんが目に入ってしまうことですよ……。すっかり人気者になっちゃって」

　グラスが空になったのでソファを下り、ラグに膝をついてテーブルの上のシャンパンを手に取る。グラスに注ぎ直し、また一気飲みする。頭がふわふわしてきた。

「人気者？　相手は芸能界にでもいるのか？」

「ええ。彼が瀬戸山園の母の日イメージキャラクターでブレイクした時は、悔しかったのなんのって」

「母の日……もしかして、中路遼太か？」

　今年は違う男性タレントを起用しているとはいえ、いくつかのヒントから予測がついたのだろう。半信半疑に問いかけてきた彼に、私は大袈裟な拍手を送った。すでに別れているのだし、もう隠す必要はないだろう。

「大正解です」

　しかし、瀬戸山はまったくうれしくなさそうである。それどころか、呆れたような目で私を見ている。

「美吉」

「はい？」

「きみは男を見る目がなさすぎる」

　突然のお説教モードにきょとんとする。

「なんであなたにそんなこと言われなきゃならないんですか」

「それは……いや、言わない。言ったらきみをまた泣かせることになる」

　ふい、と視線を逸らした瀬戸山の様子を見て、不安が押し寄せる。

　遼太くんのことについて、なにか知っているの？

「私なら平気ですから、教えてください。遼太くんがなにかしたんですか？」

　ソファに座っている彼に近づき、スーツの袖を掴んで揺らした。

　瀬戸山は軽く目を閉じた後、まっすぐな視線を向けてくる。そして、大きな手を伸ばして私の頬に触れた。突然触れた彼のぬくもりにドキッと胸が鳴る。

「俺が平気じゃないんだ。言っただろ？　早く立ち直ってほしいって」

　吸い込まれそうな美しい瞳に見つめられ、顔中が熱くなってくる。

　ちょっと飲みすぎたかもしれない。にっくき瀬戸山が極上の美男子に見えるなんて。

　しかし、こんなことで絆されてたまるものですか。

「初対面に近いあなたに私のなにがわかるんですか。今までそうやってたくさんの女性をたぶらかしてきたのかもしれませんが、私はその手には乗りません」

「なんだそれは。身に覚えのないことを言われても困る。ただ、俺にとってきみは特別だと言いたいだけだ」

「特別……？」

　どういう意味なんだろう。アルコールのせいで思考がうまく働かない。

　やけに体が熱くて鼓動が速いのも、きっと飲みすぎた影響だろう。

　ゆっくり瞬きしながらただ瀬戸山を見つめていたら、彼が傾けた顔を近づけてきた。

　長い睫毛を伏せ、まるでキスをするみたいに……えっ、キス？

　唇が触れ合う直前で我に返った私は、とっさにお互いの口を手のひらで押さえた。

　キスはしなかったものの、指先に触れた彼の唇の感触が生々しくてどきりとする。

「なんだよ、せっかく〝特別〟の意味を教えてやろうとしたのに」

　どこか拗ねた口調の瀬戸山だが、細められた目には大人の男性の色気が漂っていた。

　ますます心臓が暴れて、そんな自分にも腹が立ってくる。思わず彼を睨みつけた。

「ばかにしないでください……！　失恋したばかりの女なら簡単に落とせると思っているんなら大間違いですから！」

　私をライバルと認めてくれているような発言もしょせん上辺だけだったのだ。こんなことになるなら、彼を自宅に上げるんじゃなかった。

　誕生日に失恋、という大ダメージに、正常な判断力を奪われていたとしか思えない。

「きみはさっきから〝女性〟とか〝女〟とか言うが、俺が落としたいのはただひとり、きみだけだ。それに遊び半分で迫っているわけじゃない」

　そんな言葉、信じられるわけがない。そう思う反面、瀬戸山のまっすぐな眼差しに射貫かれていると、勝手に鼓動が高鳴ってしまう。

　……やめてよ。真剣なふりをするのは。

「ふざけるのもいい加減にしてください」

「ふざけてない。でもまぁ、失恋したばかりの苑香に迫るのはちょっと狡いやり方だったかもな。悪かったよ」

　顔に添えられていた手が、あやすように私の頬を撫でる。その子ども扱いにも腹が立ったけれど、いきなり名前で呼ばれたことにも動揺が隠せない。

「……今、苑香って言いませんでした？」

「言ったな。なにか問題あるか？」

「ありますよ！　私たちの関係はただの同業者というだけなのに」

「さっきから何度も言っているだろ、きみは特別だと。俺はただの同業者で終わるつもりなんてないからな」

　こんなに拒絶されているのにめげないなんて、想像以上に手ごわい男だ。

　私が思い通りに動かないから意地になっているだけ？

「どんなに迫られたって、もう恋なんかするつもりありません。自分には仕事とプライベートの両立は無理だって、今回のことで身をもってわかりましたから」

「そんなの、相手次第だろ」

「だとしても、いいんです。こういう風に感情が乱されて、いつもの自分じゃなくなっちゃうくらいなら……恋愛なんかしない方がマシです」

　どうしたらさっさとあきらめてくれるんだろう。考えようにも、頭が回らない。

　景気づけにシャンパンを飲んだはずが、完全に裏目に出てしまった。

『感情が乱されて』だなんて、要らない発言だった気もする。瀬戸山に動揺させられていると白状したようなものだ。

　盛大なため息をつき、ソファの座面にぼふっと顔を埋める。

　瀬戸山の手がポンと頭の上に乗り、優しく髪を撫でた。

「とりあえず、今夜はゆっくり休め。食欲ないなら、この辺の料理は後で食べられるように冷蔵庫にしまっておく。酒ももういいだろ？　グラス洗うぞ」

「いえ、私が……」

「誕生日くらいワガママになっていいって言っただろ。俺は片付けたら帰るから、ちゃんと風呂に入って温まって、あと睡眠もしっかり取るように」

　瀬戸山はそう言うと、立ち上がってキッチンに移動した。

「……お父さんみたい」

　キッチンでてきぱき後片付けをする瀬戸山を見ながら、ぽつりと呟く。スポンジを泡立ててグラスを洗おうとしていた彼はふっと苦笑した。

「お父さん、ね。ライバルから昇格したと思っていいのか微妙だな」

「私のこと、本気でライバルだと思ってくれてるんですか？」

「もちろんだ。同業者はみんな、美吉ブロッサムの急成長に刺激を受けているし、焦っているとも思う。苑香の努力は着実に実を結んでいるから、もっと自信を持て」

　正直、自分も会社もまだまだだと思っていただけに、彼の激励がじんと胸に沁みた。

　私……こんな風に、誰かに自分を肯定してもらうことに飢えていたんだ。

　美吉ブロッサムは好きでやり始めた会社だけれど、社長という肩書きの重さを時々しんどく感じることがある。人脈も少ないから相談できる相手はほとんどおらず、自分の進む道が正しいのかそうでないのかわからず、なにもない砂漠に放り込まれたように途方に暮れてしまうことも。

　それでも少ない経験と直感、仲間たちを信じて、心の指針が示す方へと進んできた。

　その苦労が今、瀬戸山の言葉で報われた気がする。私たちが向かっている目的地は、決して蜃気楼ではなかったのだと。

　思わず潤んだ目元を隠すように俯くと、片付けを終えた瀬戸山がリビングに戻ってくる。

　そのまま窓辺に近づいた彼は真っ暗なカーテンの外を見てから、腕時計を確認した。

「話しているとあっという間だな。そろそろ失礼する。雨が降ってきたみたいだし」

　えっ。今何時……？

　ローテーブルに置いていたスマホを見ると、午後十時を過ぎていた。

　もうこんな時間だったんだ。そう思った直後、窓の向こうの空が光る。少し遅れて雷が落ちる音がした。みしみしとマンションに響く重低音に思わず身がすくむ。

「もう少し雨も雷も弱くなってから外に出た方がいいかもしれませんね……」

　立ち上がって彼の隣に並び、思わずそう言った。窓に打ちつける雨の勢いはますます激しくなっている。

「しかし、この雨が弱まるのは深夜らしいぞ。ほら、しばらくレーダーが真っ赤だ」

　瀬戸山がスマホに表示させた雨雲レーダーを見せてくれる。

　西からやって来た大きな雨雲が途切れるまで、三時間はかかりそうだった。

「ま、多少濡れるだろうがタクシーで帰ればなんとかなるだろ」

　彼は平然とそう言うが、この雨ではタクシーの乗り降りだけでもかなり服や靴が濡れてしまうだろう。忙しい彼の時間を昼過ぎから拘束したうえ、こんな雨の中帰らせるなんていくらなんでも申し訳ない。

　ライバルにこれ以上借りを作りたくないし、今日は泊まってもらおう。それにプラスして明日の朝ごはんでも作れば、お互い貸し借りナシってことになるかな。

「瀬戸山さん、明日はお仕事ですか？」

　窓から離れて部屋を出て行こうとする大きな背中を呼び止めた。振り向いた彼は不思議そうにしながら答える。

「いや、明日は一日オフだ」

「でしたら、今夜はうちに泊まってください。さすがに雨がひどいですし、話を聞いてもらったお礼もできていないので、朝ごはんを作らせてください」

　私から頼んだわけじゃないとはいえ、いちおう一緒にいてもらったことに感謝を示す。別に変な意味で誘っているわけじゃないと強調したかったのと、彼が話を聞いてくれたことで励まされたのも事実だったから。

　うちにベッドはひとつしかないから彼に譲るつもりだけれど、私の使っているセミダブルベッドじゃ、瀬戸山の大きな体には少し狭いかな……？

　そもそも私、寝室ちゃんと綺麗にしていたっけ？

　誘ってからあれこれ気になってきて、俯きがちに思いを巡らせる。

　すると、瀬戸山が私の目の前まで歩み寄ってきた。顔を上げると、微かに口角を上げて笑った彼と目が合う。

「つまり、俺が帰ると寂しい――と」

　その不敵な笑みに、頬がかぁっと熱を持つ。

「私、ひと言もそんなこと言ってないですけど……！」

「いいよ。いてやる。今日はとことんワガママを聞く約束だし」

「ですから、別に自分の願望から引き留めたわけではなく、こんな雨の夜にお帰しするのは忍びないなーって、ただそれだけで！」

「シャワー、借りていいか？　前の男の服があればそれも貸してくれ」

　全然聞いてないし！　前の男の服とか言ってサラッと傷口抉らないでよね……！

　ぷりぷりしながら彼を睨むも、ネクタイの結び目を緩める仕草にドキッとしてすぐ目を逸らす羽目になる。

　瀬戸山統、やっぱり嫌いだ……！

　心の中で盛大に叫びつつ、彼のための服やタオルを用意するのだった。
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　頭が重い。飲みすぎたせいだ。

　眠りからは覚めているのになかなかまぶたを開けられず、ごろんと寝返りを打つ。

　そこで、昨夜ずっと一緒にいた瀬戸山のことをようやく思い出した。

「朝ごはん……！」

　口に出して、ガバッと上体を起こす。隣にいたはずの彼は、もうそこにはいなかった。寝室をキョロキョロ見回しながら、昨夜のやり取りを思い出す。

『ベッド？　いいよ、俺はソファで』

『ダメです、お客さんなのに』

　交代でシャワーを浴びた後、リビングのソファで横になろうとしていた彼を、寝室まで引っ張っていった。そして予定通りベッドに寝てもらい、さて私はソファで寝よう、と体の向きを変えようとした瞬間。今度は私の方が彼に腕を引っ張られ、ベッドに倒れ込んだ。

　至近距離に瀬戸山の顔があって、目を白黒させる。

『きみだってソファじゃゆっくり休めないだろ。手を出さないと約束するから隣で寝ろよ』

『いえ、でも……っ』

『それと、言いそびれてたけど』

　瀬戸山の手が、私の頬にかかっていた髪をスルッと耳にかけ、くすぐったさに肩を竦めたと同時に、まっすぐな瞳に射貫かれた。

『誕生日おめでとう。……ギリギリ間に合ってよかった』

　チラッと壁の時計を見上げた彼がそう言って笑った。日付が変わる寸前だった。

『ありがとう……ございます』

　誰にもお祝いしてもらえないと思い込んでいたから、ライバルからの言葉でもうれしいものがあった。表情に出すのは恥ずかしいので真顔のままお礼を言ったが、瀬戸山はそんな私の髪を優しく撫で、穏やかに微笑む。

　ベッドから抜け出すタイミングをすっかり失った私は、そのまま彼の隣で眠ったのだった。もちろん約束通り手は出されていない。




「……リビングにいるのかな」

　壁の時計は間もなく午前九時を示そうとしていた。朝ごはんを作ろうとしていたとは思えない、派手な寝坊っぷりだ。顔を合わせたら笑われるかもしれない。

　スリッパの音を鳴らしながら、小走りでリビングダイニングに向かう。

　そうっとドアを開けると、そこには誰の気配もなかった。

「瀬戸山さん……？」

　室内に足を進めると、昨日彼とケーキを食べたカウンターの上に、ラップのかかった皿が置かれているのに気づく。大きめのおにぎりがふたつと、綺麗な焼き色がついただし巻き卵。ミニトマトがふたつ。

　朝ごはんは私が作る予定だったのに……やられた。しかも、私が作るよりも美味しそうなものを……。

　彼に返すべき借りが増えてしまい、思わずがくっとうなだれる。

　その時、皿の下に一枚のメモが挟まっているのに気づいた。

【よく寝てたから代わりに朝飯作っておいた。また会いに来る】

　そんなメッセージの下に、彼の電話番号であろう数字が並んでいた。

「会いに来るって……」

　いったい、なんのために？

　胸の内で問いかけながら、習字の先生のように整った彼の字を指先で撫でる。

　お礼の電話くらいした方がいいのだろうか。でも、改めて会おうとか言われたら困ってしまう。瀬戸山には感謝をしているものの、今の私には特定の男性と深く関わる意思がない。

　彼が決して悪い人じゃないのはなんとなく理解したが、あくまでよきライバルとしてだ。

　……だから連絡はしない。

　うん、と自分を納得させるように頷き、メモは一旦カウンターに戻した。

　おにぎりに合う緑茶を淹れようとキッチンの方へ回ると、コンロには味噌汁が入った小鍋まであった。至れり尽くせりでありがたい反面、してやられた、という気分になる。温めてから味を見たらとても優しい家庭的な味で、二日酔いの胃にじんわりと染みた。

「……美味しい」

　冷蔵庫には昨夜の残り物があったはずなのに、イタリアンじゃ二日酔いの私には重いとでも思ったのかな。気遣いも料理の味も完璧で、もはや悔しい気持ちも湧かない。

　こんなにもお世話になってしまったのだから、せめて彼が望んでいたように早く立ち直ろう。いっぱい食べて、寝て、これまで以上に仕事を頑張って。美吉ブロッサムをますます成長させるのが、私の務めだ。




　週明けの月曜日、私はすっきりとした心持ちで美吉ブロッサム本社に出勤した。

　以前は自宅マンションと同じ文京区に借りていた本社のオフィスを、先月表おもて参さん道どうに移転したばかり。家賃は高いけれど、払えないほどではない。

　お洒落に敏感な街のイメージが美吉ブロッサムの花の価値をより高めてくれると信じて、移転に踏み切った。

　社員数は四十名ほどなので広くはないオフィスだが、インテリアに観葉植物を多用しているのがこだわりだ。そんな緑溢れるオフィスのミーティングルームで、朝から私を含め四名の役員たちで円卓を囲んでいた。

「みんなには、来月から順に休暇を取ってもらおうと思います」

「えっ？　休暇？　急にどうしたのよ、苑香」

　隣に座っていた副社長のカンナが、眉を顰める。前髪のないボブヘアがよく似合うきりりとした顔立ちの美人で、私と同じく仕事命。公私共によき相談相手だ。

「急じゃないの。みんながちゃんと休めていないのがずっと気になっていて、なんとかしなきゃと思ってた。だから、たとえ業務が滞っても無理やりにでも休んでもらう」

　役員は労働基準法に縛られない。だからってスーパーマンなわけではないのだから、無理を続けていたらいつか体や心に不調をきたす。わかっていたのに、瀬戸山に指摘されるまでそのことから目を逸らしていた自分が情けなくて、すぐに対策を講じることにした。

「そもそも、正当に休みを取っただけで業務が滞るなら、もともと詰め込みすぎだったのよね。今まで無理をさせて本当にごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げ、みんなの反応を待つ。

　カンナは納得したように頷いてくれたけれど、その他のふたりは黙っている。

「左さ木きくん、どう？」

　カンナの隣に座っている、ふわふわの羊パーマに黒縁眼鏡の男性が左木くん。優秀なＳＥで、社内のシステム管理における責任者。年は私やカンナよりひとつ年下だが、フラットな意見をくれる頼もしい存在だ。

「具体的に、どこをどうリスケすれば休んでも平気な状況になるのかを提示してもらわないと、なんとも言えませんね」

　左木くんは表情を変えずにそう言った。冷たい反応にも見えるが、これが彼の通常運転だ。

「あ、そうだよね。せっかく作ってきたのに共有してなくてごめん」

　慌てて手元のタブレットを操作し、美吉ブロッサムの年間経営計画、そして私たち役員全体のスケジュールを更新したカレンダーをアプリで共有する。

　個人個人のスケジュールはまた別で調整してもらわなければならないけれど、全体計画に余裕を持たせたからなんとかなるはずだ。

「延期する企画は美吉ブロッサム単体でやるもののみですね。これなら、関係各所への連絡も必要最小限で済みそう」

　ホッとしたように笑顔になったのは、マーケティング責任者の右みぎ原はらさん。外ハネのミディアムヘアにいつでも流行を押さえたメイクやネイル、欠かさずスカートを穿くなどとにかく女子力が高い。

　私とカンナに次ぐ会社の重役である彼女と左木くんは、彼らの名字と掛けて右大臣・左大臣と社内で呼ばれている。ふたりは実を言うと私の大学時代の後輩で、私も所属していた園芸愛好会のメンバーだった。

　彼らは揃って大手企業への就職には興味がなく、自分たちの手でなにかを作りたいと常々言っていた。そこで、〝儲かる保証はできないけれど〟と前置きしたうえで、美吉ブロッサムの立ち上げメンバーに誘ったのだ。

　以前から私の夢を話して聞かせていた幼馴染のカンナもそこに加わり、私が二十四歳の時にみんなで共同出資して出来上がったのが今の美吉ブロッサムだ。

　まだまだ発展途上とはいえ、ここまでの会社に成長できたのは、ひとえに彼らのおかげ。感謝の気持ちはひと言じゃ言い表せない。

「……なるほど。正直、肩透かし感はありますが、以前の日程ならどこかで徹夜しなければならなかったのは確実だったので、不測の事態が起きる可能性も考えたらこっちの方がいいかもしれません」

　ゆっくりスケジュール内容を吟味していた左木くんが顔を上げる。役員全員からの賛同を得られ、私は胸をなでおろした。

「でも、そういう苑香さんこそもっと休んでくださいね。この経営計画の改訂版もお休み中に作ったんでしょう？」

　右原さんがタブレットを私の方に向けながら言う。図星だったので苦笑した。

「ありがとう。でも私は平気だよ。思いついたらやらない方が気持ち悪くって」

「苑香って昔からそうよね。集中すると倒れるまで頑張っちゃうんだから、そばで見張っているこっちは大変」

　軽く皮肉を交えるカンナだけれど、その瞳は優しい。同い年なのに姉のような彼女には、いつも甘えてばかりだ。

「ごめん。苦労をかけてる自覚あります……」

「いいのよ。そのために私がいるんだから」

　ふっと微笑んだカンナには、同性ながら惚れそうになる。

　一生ついて行かせてね、カンナ……。自分が会社のトップであるにもかかわらず胸の内でそう呟き、彼女に両手を合わせた。




　スケジュールに余裕を持たせたとはいえ忙しい毎日を過ごし、週末の金曜になるとカンナと飲みに出かけた。落ち着いた和風居酒屋のカウンターで乾杯し、お互いに一週間の疲れを労う。

「ねえ苑香」

「うん？」

「こないだの誕生日、なんかあったでしょ」

　カンナの鋭い指摘にドキッとして、飲んでいたビールが気管に入る。

　盛大にむせた私は、おしぼりを口元にあてつつ彼女を上目遣いで見つめた。

「な、なんで……？」

「だって、矢代先生に営業かけるの失敗した後、いつもの苑香ならもっと必死というかがむしゃらに動いて、その穴埋めをしようとしたと思うのよ。でも実際はその逆で、みんなを休ませようとするんだもん。なにかあったと思うのが普通じゃない？」

　さすがは長年一緒にいる幼馴染。彼女には隠し事ができないなと実感する。

　あの日のことは誰にも話せないままいたので、ここで吐き出しておこう。

「あの日はね……まず、遼太くんにフラれて」

「えっ？　カーネーション王子？」

　カンナの言葉にこくんと頷いた。

　世間で彼がそう呼ばれていたわけではないが、ブレイクのきっかけとなった瀬戸山園の母の日ポスターを見てから、カンナはずっと遼太くんをそう呼んでいる。

「私が仕事ばかり優先するから不満が溜まってたみたい。今は別の年上の女性と付き合ってるって」

「ふうん……まぁ、芸能界は誘惑も多いし、彼の年じゃまだ遊びたいか。忙しい苑香の彼氏でいるのは疲れちゃったのかもね。でも苑香、あまり落ち込んでないみたいじゃない？」

　自分でも不思議だけれど、カンナの言う通りだった。

　フラれた直後は傷ついて泣いたりもしたけれど、それほど引きずってはいない。

　その理由はたぶん、遼太くんとの破局の後、意外な人物に慰められたから。

　脳裏にぼんやり浮かんだのは、瀬戸山統の顔だ。

　なにもなかったとはいえ、朝まで彼と同じベッドで寝ていたなんて。今考えると大胆なことをしてしまったと思う。

「実はあの日、瀬戸山統と一緒にいたの」

「瀬戸山ってもしかして、瀬戸山園の御曹司の？」

　カンナの目が丸くなる。花屋業界において、彼は超がつくほど有名人なのだ。

「うん。彼も矢代先生の内覧会に来てたから、遼太くんとの電話で泣いてたところを偶然見られちゃって。どういうわけか慰めてくれて、私のマンションに一緒に行くことに」

「マンション……？　苑香、彼と寝たの？」

　私はすぐにかぶりを振った。疑われても仕方がない状況だったけれど、私と瀬戸山の間には本当になにもなかった。

「ううん、まさか。一緒にお酒を飲んでるうちに遅くなっちゃったし雨も雷もひどくてうちに泊めたけど、朝にはいなくなってた。恐れ多いけど私のことライバルだと思ってくれてるらしくて、だから励ましてくれたみたい」

　それ以外、あの時の彼の行動には説明がつかない。同じ業界で生きる者同士、恋愛くらいでへこむなよと、瀬戸山なりのエールをくれたのだと解釈している。

「よかった。そういうことなら納得」

「納得？」

「苑香が遊ばれたんじゃないかと心配だったの。だって彼、九く条じょう百貨店のご令嬢と政略結婚が決まっているらしいわ。瀬戸山園にも花を卸している業者さんに聞いたの」

　政略結婚……そう、なんだ。彼にはそんな気配をまったく感じなかったから、驚くと共に少し複雑な気持ちになる。

　それが本当なら、いくらなにもしないからって、ひとり暮らしの女性の家に上がり込むなんて軽率な行動を取ったらダメじゃない。もしも私が勘違いしてその気になっていたら、どうしていたんだろう。都合よく遊んで捨てるつもりだったのだろうか。

　勝手に想像を膨らませているうちに、腹が立ってくる。また会いに来るだなんて、婚約者がいる身分でよく言えたものだ。

「あんな男に遊ばれてたまるもんですか。瀬戸山園のことだって、いつか追い抜いてやるんだから」

「いいわね、それでこそ苑香」

「というわけで、これからも頼りにしてます。カンナ様」

「了解よ、ボス」

　頼もしい笑みを返してくれるカンナと、もう一度グラスを合わせて乾杯する。

　それからは終始楽しいお喋りに興じて、私たちは週末の夜を満喫した。




　誕生日から三週間が経ち、失恋のショックもだいぶ薄らいでいた休日の午後。

　サンルームのプランターで綺麗に花開いたチューリップに水をあげていると、リビングで点けっぱなしにしているテレビから知った人の声が聞こえてきた。

『あなたの疲れ、僕が癒やしてあげる』

　思わずじょうろを持ったまま振り向くと、遼太くんが女性にバックハグするシーンが目に入る。よくよく見ていると、肩回りを温める温熱湿布のＣＭだった。

　遼太くんは擬人化された湿布の役だったらしい。いかにも女性が喜びそうな演出だ。

「……久々に見ちゃった」

　これまで、とくに避けていたわけではないのだが、運よく遼太くんの出演する映像に触れずに過ごせていた。だからすっかり大丈夫だろうと思っていたのに、彼を見るとやっぱりまだ少し、胸の奥が疼く。

　未練があるわけではないものの、気持ちのいい別れ方をしたとは言い難いから……。

　遼太くんのＣＭはとっくに終わっているのに、ぼうっとテレビの前に立ち尽くしていたその時。ピンポン、とマンションのチャイムが鳴った。共用玄関に誰か来ているみたいだ。

　壁のモニター付きインターホンで応答しようとして、動きを止める。

　カメラに映っていたのは、私服姿の瀬戸山統だった。

「な、なんで……」

　動揺して一歩後ろに下がったところで、もう一度チャイムが鳴らされる。

　慌てて【通話】のボタンを押した。

「はい、美吉ですけど」

『瀬戸山だ。急に押しかけて申し訳ないが、少し話せるか？』

　……いったいなんの用？

　堂々たる立ち姿でカメラに映る彼を見て、頭が混乱する。

　できることなら外で対応したいが、今の自分の格好を見下ろしてそれは無理だと悟る。コンビニくらいなら行けるものの完全に部屋着のワンピースだし、朝顔を洗った時のままヘアピンで前髪を固定しているため、おでこ全開。メイクに至ってはすっぴんだ。

　だからといって追い返すのも悪いし……。

「い、今開けます」

　パニックになりながらも、とりあえず彼を家に上げることにする。彼を泊めたあの日にすっぴんは見られているし、幻滅されたところで困ることもない。

　とは思いつつもやはり自分の身なりは気になって、彼がドアのチャイムを鳴らすまでのわずかな間に、眉毛だけササっと描く。

　私の部屋は一階なので彼はすぐにやってきた。とりあえず玄関先で応対する。

「こんにちは……どうしたんですか、急に」

「また会いに来ると言っただろ。それに苑香が連絡してこないから、突然訪問する以外の方法がなかった。迷惑なら日を改める」

　シンプルな黒いＴシャツの上にベージュのシャツを羽織り、細身のデニムを合わせた彼はスーツの時より若々しくて、二十代といってもおかしくないくらいに見える。

　ついまじまじと見てしまってから、ハッと我に返った。

「私はとくに予定がなかったので迷惑ということはありませんが……瀬戸山さんの方がまずいのでは？」

「まずいって、なにがだ？」

　まったく思い当たらないという表情の瀬戸山が憎たらしい。九条百貨店のお嬢様に『あなたの婚約者、こんなところで油を売ってますよ！』と告げ口したくなる。

「婚約者の方がおられると噂で聞きました。ですから、たとえ深い意味がなくてもこうして女性の家を訪ねたりするのは、相手の方に失礼なのでは？」

　少なくとも、私が婚約者の立場なら愉快ではない。

　そう思って投げかけた質問に、瀬戸山はため息をつく。

「父親が勝手に決めた許嫁だ。俺自身は興味も関心もない」

「たとえそうだとしても、お仕事上そうもいっていられないのでは？　政略結婚って聞きました」

　私には想像もつかない世界だが、瀬戸山園の御曹司として生まれたからには、感情だけで動くわけにもいかないのではないだろうか。

「そこまでわかっているなら話は早い。俺はその政略結婚を蹴って、きみと一緒になりたいと思っている」

「そうですか、私と……って、えっ!?」

　なにを言っているのだろうこの男は。怪訝な目で彼を見つめるが、本人はまったく動じずに私を見据えている。

「そのことも含めて落ち着いて話がしたいから、中に入れてくれないか？　土産もあるし」

　瀬戸山が手に提げていた紙袋を掲げる。

　お土産まで持参してきた彼を無下に追い返すわけにもいかず、私は戸惑いながらも「どうぞ」と彼をリビングダイニングへ促した。

　さっきから同じテレビ番組をつけているせいか、画面には先ほども見た遼太くんのＣＭが再び流れ始める。瀬戸山も気が付いたようで、ジッとテレビを見つめたかと思うと、ローテーブルに置いてあったリモコンでいきなりスイッチを切ってしまった。

　これから話をするのに音が煩わしかったのかな。

　あまり気に留めずキッチンでお茶の準備を始めると、横にきた瀬戸山が紙袋から箱を取り出す。

「レアチーズケーキ、苦手じゃなかったか？」

「大丈夫です。お気遣いいただいてすみません」

「よかった。俺は甘いのがあまり得意じゃないから、これくらいがちょうどよくて」

　瀬戸山はそう言いながら、我が物顔で食器棚を物色し始める。

　もしかしてそうかもと思っていたけど、やっぱり甘いものが苦手なんだ。

　じゃあ、この間生クリームのケーキを一緒に食べてくれたのは、かなり無理していたんじゃ……？　なんのためにそこまで？

　ケーキを箱から出す瀬戸山の横顔を眺め無言で問いかけていると、沸騰を知らせるやかんの甲高い音が響く。気を取り直してふたり分の紅茶を淹れ、前回と同じようにカウンターでティータイムにした。

　瀬戸山が買ってきてくれたレアチーズケーキの上には、食べられる花、エディブルフラワーがデコレーションされていて華やかだ。

　思わず写真を撮りたくなったものの、撮ったところで誰に見せるのよ、と自分にツッコミを入れる。瀬戸山と一緒に食べたケーキの写真なんて、親友のカンナにすら見せられない。また心配させてしまうだけだ。

　これはあくまでビジネスライクなお茶会。自分に言い聞かせながら、ケーキを口に運ぶ。

「政略結婚の話だけど、相手の情報も知ってるのか？」

「はい。九条百貨店のご令嬢だと」

「まったく、そういう話はどこから漏れるんだろうな」

　瀬戸山が軽く眉根を寄せ、苦笑する。

　その反応を見る限り、カンナの情報は間違っていなかったらしい。

「さっきも言ったが彼女とのことは父が勝手に持ってきた縁談なんだ。彼女、蘭らん子こさんというんだが、まだ大学を出たての年で、俺には子どもにしか見えない。彼女と結婚なんてあり得ないよ」

「二十二歳……か。ちょっとジェネレーションギャップはあるかもしれませんね」

　恋愛感情があればまた違うのかもしれないけれど、ふたりは政略結婚。一緒に生活していくうえで、年齢と気持ちの両方にギャップがあるのは不安要素だろう。

「それに、九条百貨店と太いパイプができたところで、瀬戸山園としてそれほどのメリットがあるとも思えないんだ。今は小売業より、大規模な造園、ホテルや商業施設のディスプレイに力を入れていて、利益もそちらに由来するものが多い。むしろ、九条百貨店の経営状況の方が心配なくらいなんだ。そんな政略結婚に魅力を感じるはずがないだろ？」

　九条百貨店との太いパイプ……小売業メインの美吉ブロッサムなら喉から手が出るほど欲しいものだけれど、瀬戸山園の方向性とは合わないらしい。

「だから、俺はきみが欲しい」

　そんな言葉と共に、瀬戸山からジッと視線を注がれる。

　彼が結婚に乗り気でない理由はなんとなく伝わった。とはいえ話をまとめるには少々早すぎませんか……？

「今の〝だから〟の前に、色々説明すべきことがあると思うんですけど……」

「説明？　苑香と結婚したい理由か？」

「そ、そうです……」

　改めて聞くのも恥ずかしいものがあるが、こくこくと頷く。

　瀬戸山は整った顔をやわらかく緩めると、軽く折り曲げた人差し指で私の頬をすりっと撫でた。突然触れられて心臓が止まりそうになる。

「初めて会った時から気になる存在だったけど……再会して、苑香のいろんな顔を見ているうちに、俺のものにしたいって独占欲が湧いた。さっきはもう関係ないはずの元恋人に嫉妬してイラついたしな」

　形のいい眉を歪め、彼が自嘲する。

　さっきって……もしかして、ＣＭに映っていた遼太くんのこと？

「だからテレビを消したんですか？」

「そうだよ。アイツがあんな風に苑香を抱きしめたこともあったのかと思ったら許せなかった。危うくテレビを壊すところだ」

　最後の発言は冗談だと思うけど、そんな風に嫉妬されたと知って、動揺せずにはいられなかった。相変わらず頬を撫でている指先にもいちいちドキドキしてしまって、胸が苦しい。

　でも、私はこういう感情の起伏に振り回されず、仕事に集中したいのだ。

　一生とまでは言わないが、しばらく誰とも恋愛するつもりはない。

「お気持ちはありがたいですが、私ではご期待に沿えません。今はどなたともお付き合いする気はないので……すみません」

　彼の手をそっとどけ、その目をジッと見つめる。

　彼もまた私を見つめ返してきて、膠着状態となる。

「そうやって、理屈で押さえられたら誰も苦労しない。俺は必ずきみの心を動かしてみせる」

　仕事ができる彼のことだから、勝ち目のない勝負からはすぐに手を引くような気がしていた。なのに一向にあきらめる気配がなくて、少し慌ててしまう。

「な、なにをされても私の気持ちは変わりません」

「ふうん。なにをされても、ね。じゃあ――」

　瀬戸山の顔が急に接近してきて、咄嗟にあっ……と思う。

　けれど、次の瞬間にはもう唇を奪われていた。

　やわらかく吸いつくような唇の感触に、かぁっと全身が熱くなる。体の奥で太鼓を鳴らされているかのように高鳴る鼓動がうるさい。

　唇を噛んでやりたいと思ったけれど、体が言うことを聞かなかった。

　触れ合っている場所が、ただ熱い。

「……真っ赤」

　唇を離した瞬間に彼が漏らした声が甘くて、からかっているというより、かわいいという意味に聞こえてしまう。自分でも赤くなっている自覚があったから、いたたまれずに目を逸らした。

「こんなことされたら、誰だってそうなります……っ」

「こんなことって？」

「だから、その、キ……」

　至近距離で瞳を覗かれながら、キスだなんて単語を口にするのは無理だ。

　押し黙って下を向いたその時、自分の左手に見覚えのないダイヤの指輪が輝いているのを見つけて狼狽える。一カラットはあろうかという大粒のダイヤに、思わず目眩がした。

　な、なにこれ……。キスの最中につけられたの？　全然気づかなかった。

「苑香の指に合うように作ったものだ。返品は受け付けない」

「ちょっと待ってください。あなたから指輪を贈ってもらう理由なんてありません！」

「きみになくても、俺にはある。言っただろ、独占欲が湧いたって」

　指輪が嵌まっている左手をそっと掴み、その指先に瀬戸山が唇を寄せる。キスされる寸前でパッと手を引いた私は、素早く指輪を外して彼の前に差し出した。

「受け取れません、こんな高価な指輪……」

「だったらもう少しグレードを落とせばいいのか？」

「そういう意味じゃありません！」

　ムキになって声を上げた私を、瀬戸山は余裕たっぷりにクスクス笑う。

「わかってる、冗談だ。俺だって、大切にしたいと思っている女性に安っぽい指輪なんか贈りたくない」

　さりげない発言だったけれど、ドキッとした。

　大切にしたいと思っている……？　私を？

　いやいや、絆されてはダメだ。瀬戸山はきっと女性の扱いに慣れているから、甘い言葉に乗せられていい気になんかなったら彼の思うツボ。それに、なにをされても私の気持ちは変わらないとさっき宣言したばかりではないか。

　心の中で盛大な独り言を繰り広げていると、指輪を握っている私の手を瀬戸山がギュッと包み込むように握った。目線を上げると、彼の真剣な眼差しと視線が絡む。

「もし、どうしてもその指輪を返したいと言うなら、今度一日俺に付き合ってくれ。ふたりきりで一日デートをして、それでも苑香の心が動かなかったら、俺の負け。こうやってきみに構うのも終わりにする」

　デ、デート？　正直、こうして彼と少しの時間を共にしているだけでも、心をかき乱されて仕方がないのに、ふたりきりで一日過ごすなんて……。

「黙ってるということは、勝つ自信がないのか？」

　挑発するような物言いと共にふっと鼻で笑われ、負けず嫌いな私の心に火がつく。

　そこまで言うならやってやろうじゃない。

　よく考えたら、デートを一回したくらいで簡単に恋に落ちるわけがない。私の気持ちさえしっかりしていれば、瀬戸山と会うのはその日が最後。

　そしていつの日か、仕事で彼を追い抜いてぎゃふんと言わせてやるのだ。恋愛を捨てて仕事に集中することで瀬戸山園に勝てたその時、私の判断は間違っていなかったのだと証明できる。

「受けて立ちます、その挑戦」

　彼を見つめ、ハッキリ宣言する。瀬戸山はニッと口角を上げると、ジーンズのポケットを探ってスマホを取り出した。

「じゃ、さっさと日程を決めてしまおう。苑香が休めそうな日は？」

「ちょ、ちょっと待ってください……」

　慌ててカウンターに置いていたスマホを手に取る。これから月末に向けて忙しくなるので、六月になってからの方がよさそうだ。

「六月の二週目なら、土曜か日曜に時間が取れるかと」

「だったら、俺も土曜を空けておく。マンションまで迎えに来るから逃げるなよ？」

　挑発するような彼の態度にムッとする。私がそんな卑怯者に見えるのだろうか。

「逃げませんよ」

「どうかな。苑香が逃げたら俺の勝ちという条件も追加しておくか」

「だから逃げませんって！」

「ムキになるな。とりあえず連絡先を教えてくれ」

　私が怒れば怒るほど、瀬戸山はなぜか楽しそうに笑う。ますます腹が立つと同時に、こんな人と恋に落ちるわけがないと妙な自信がついた。

「……じゃ、今電話をかけます」

　彼に教えられたはいいが一度もかけていなかった番号に、初めて自分のスマホから発信する。すぐさま彼のスマホが震え、私の番号が表示された。

　発信をやめてスマホをカウンターに置くと、瀬戸山がなぜか意味深な流し目で私を見た。

「連絡をよこさないだけで、登録はしてくれてたんだな」

　わざわざそこを指摘されるとは思わず、頬にじわじわと熱が集まった。

　あの日、彼の残したメモをそのまま捨てるのは気が引けて、なんとなく登録したというだけなのに……！

「別に深い意味はありません……！　仕事で関わることだってあるかもしれないと思ったので、念のために入れておいただけです！」

「ふうん……念のため、ね。まぁいいか」

　これ以上は突っ込まないでいてやるよ、とでも言いたげな余裕の態度が腹立たしい。

　苛立ちをぶつけるように勢いよくケーキにフォークを差し、淡々と口に運ぶ。

　そんな私の横で、瀬戸山はいつまでも感慨深そうにスマホを眺めていた。

「あの？」

「誰かの番号を知っただけで浮かれるなんて、初めての経験だ」

「えっ？」

　ドキッとして聞き返す。

　だけど瀬戸山は、自分だけ満足そうに笑うだけだった。

「用がなくてもかけるかもしれない。迷惑だったら言って」

「……迷惑です」

「ばか、まだかけてないだろ」

　彼が笑いながら『ばか』と言ったその瞬間、胸がやけにくすぐったくなった。悪態をつかれているにもかかわらず、彼の甘やかな感情が伝わってくる気がしたのだ。

　これも瀬戸山の作戦？　だとしたら侮れない。

　絶対に彼に落ちるものかと決意する裏で、確実に揺れ動くもうひとりの自分がいる。

　彼とデートをするその日、どうかその〝私〟が顔を出しませんように……。

　祈るように思いながら、レアチーズケーキの最後のひと口を頬張った。










バラ園で抱く葛藤




　瀬戸山との約束を控えた前夜、お風呂上がりにサンルームの植物たちを愛でながらもらいもののワインに口をつけていると、リビングの方でスマホが鳴った。

「はいはーい」

　ほろ酔い気分だったけれど、仕事の電話かもしれないのでぺちぺち頬を叩きながらリビングへ移動する。ローテーブルに置いていたスマホを手に取ると、ドキッと心臓が跳ねた。

　瀬戸山だ。

　落ち着かない気持ちをごまかすようにソファに腰を下ろし、【通話】をタップする。

「もしもし……？」

『俺。今いいか？』

　スマホに名前が出ているとはいえ、当然のごとく『俺』で通じると思っているところが憎たらしい。私は最近心の中に飼い始めた瀬戸山の等身大人形を一発殴ってから、返事をする。

「はい、大丈夫です」

『明日は十時ごろ車で迎えに行く。それまでに支度して』

「あの、明日はどこへ行くんですか？　目的地によって服装も変わるので」

『別に普段着で構わない。行き先はバラ園だからな』

「バラ園！」

　それを聞いてパッと気持ちが明るくなった。

　バラの花はちょうど初夏の今が見頃だ。花屋で見るバラも美しいけれど、よく手入れされた庭園に咲き乱れる生きた花には敵わない。

　忙しい毎日の中では自然の中を歩く機会も少ないし、いい気分転換になりそうだ。

　……って、別に楽しみにしているわけじゃないけどね！

『明日は園内でマルシェが開かれて色々な店が出店しているらしい。ゆっくり見て回るのもいいかもな』

　瀬戸山がのんびりした口調で説明する。

　これじゃ、なんだか普通のデートをするみたいだ。

「……あの」

『ん？』

「約束、忘れてないですよね？　明日私の気持ちが変わらなければ、指輪をお返しして他人に戻るって」

　このままなし崩し的に丸め込まれてしまうのだけは避けたい。

　私だってもちろん流されるつもりはないけれど、瀬戸山の強引さや、時々垣間見せる男性的な色気を前に毅然とした態度を取り続けられるのか、少し不安なのだ。

『もちろんわかってる。ただ……』

「ただ？」

『俺は負けるつもりはない。必ず、きみの心を手に入れる』

　電話越しでもわかる、強い決意の滲んだ声。不覚にもドキッとしてしまい、焦りに似た気持ちが胸に広がる。

　いったいどこからそんな自信が湧いてくるの？　そして、どうしてそこまで私に執着するの？

「……と、とにかく明日、よろしくお願いします」

『ああ。大事な予定の前に風邪を引くなよ。おやすみ』

　電話を切る直前の瀬戸山の声が、不思議と甘く感じられてむず痒い。

　スマホを胸に抱いてギュッと目を閉じ、瀬戸山人形を思いっきり殴る妄想をしてみるものの、振り上げたこぶしは結局下ろせなかった。

　相変わらず憎たらしいライバルではあるが、彼が魅力的な人間であることはとっくにわかっている。彼の一挙一動に心を乱されていることも。

　……だからって、また男の人と一から恋をやり直す体力も気力もない。

　彼が望んでいる〝結婚〟なんてもってのほかだ。相手のために生活リズムを変えたり擦り合わせたりして、一緒に過ごす時間を捻出して。できるだけ楽しい時間を過ごせるよう努力していたつもりなのに、『勝手だ』と言ってあっさり去っていく人だっているのだ。

　……遼太くんのように。

　瀬戸山自身のことを考えたって、まだ成長途中の小さな会社の経営でいっぱいいっぱいの私と結婚したところでメリットがあるとは思えない。

　九条百貨店の若すぎるお嬢様はともかく、彼に相応しい相手はもっと別にいるだろうし、あの容姿と強引な性格を駆使すれば、女性の方から言い寄ってきそうなのにどうして私なんか。

　鬱々とした気分をごまかすように、グラスに残っていたワインをぐっと飲み干す。

　そのまま投げやりにソファに身を横たえたら、いつの間にか眠ってしまっていた。




　翌日、時間通りに迎えに来た瀬戸山が、マンションの車寄せで待機していた。

　私が外に出ると、国産車の中でもとくに高級なブランドのエンブレムが輝くセダンから、彼が降りてくる。ネイビーのジャケットに同色のテーパードパンツ、白いＴシャツを合わせた、シンプルな私服姿だった。なにを着てもさまになる男なので、うっかり見惚れないよう伏し目がちになる。

　一方私のファッションは、深い青に白のストライプが入ったリネン素材のシャツワンピース。楽な格好にも見えるが、ウエストに同素材のベルトがついており、キュッと締めればきちんと感も出る。足元はストラップのついた黒のベルトサンダル。歩きやすさを考えてローヒールのものだ。

　気合いたっぷりとは思われたくないが、せっかくのバラ園を歩くのにお洒落をしないのも悔しいので、お気に入りのコーディネートにした。

「おはようございます」

「おはよう。勝負に挑む気分は？」

「絶好調に決まっています」

　ツンとした態度で宣言したものの、絶好調というのは少し強がりだった。

　実は朝から頭が重く、頭痛が起こりそうな気配がしたので薬を飲んできた。昨日はそれほど飲みすぎたわけじゃないし、ソファで寝落ちして朝まで目覚めなかったから睡眠はたっぷり取れているはずなのになんでだろう……。

「絶好調ね。それならこっちも全力で行かせてもらうからな。とりあえず乗って」

　余裕たっぷりに笑った瀬戸山が、助手席のドアを開けた。

　彼が全力を出したらどうなってしまうのだろうと少し怖気づくものの、促されるまま、シートに腰を滑らせる。膝の上に乗せたバッグにはもちろん、返却予定の指輪を入れてきた。

「バラ園までどれくらいかかるんですか？」

　運転席に戻った瀬戸山の横顔に問いかける。

「四十分くらいだ。道が空いていればもう少し早いかもしれない」

「結構長いですね。運転、お任せしちゃってすみません」

「気にするな。運転は好きな方だが平日はあまり車に乗る機会もないし、いい気分転換だよ」

　瀬戸山はさりげなくそう言って、車を発進させる。

　美吉ブロッサムでも花の配達でワゴンを使うことはあるが、社長の私にあちこち動き回られても困るだろうと、その辺りの仕事はノータッチ。私は完全にペーパードライバーだ。そのせいか手慣れた彼の運転操作は頼もしく、武骨な男っぽさも感じてドキドキしてしまう。

　気を逸らすように、流れていたＦＭラジオに耳を傾けた。

　ポップなメロディの後、天気予報が始まる。

『今日の関東地方、午前中は穏やかな晴れ間が広がりますが、午後になると天気が急変します。内陸を中心に急な豪雨の恐れがありますので、お出かけの際はご注意ください』

「えっ。急な豪雨……」

「苑香、もしかして雨女か？　誕生日の夜も雨だったし」

「なんで私のせいにするんですか。瀬戸山さんこそ雨男なのでは？」

　ムキになったら頭痛が急に強くなり、こめかみにズキンとした痛みが走った。軽く眉根を寄せ、指先で痛む箇所を押さえる。

　これから雨が降るということは、朝から頭が重かったのも気圧の変化が原因だったのかもしれない。早く薬が効いてくれればいいのだけれど……。

　幸い瀬戸山はハンドルを握って前方を見据えたままなので、私の不調には気づいていないようだ。小さく深呼吸をして、なんとか持ち直す。

「それはない。大事な予定がある日はたいてい晴れるんだ。日頃の行いもいいしな」

「そうですか。……勝手に指輪を用意する人が」

　おまけにあの日はキスまでされた。同意も得ずに人の唇を奪っておいて、日頃の行いがいいなんてよく言えたものだ。

「俺は誰かさんと違って、自分の気持ちに素直だし欲望に忠実なんだよ」

「なんですかそれ。まるで私があまのじゃくみたいに……」

「違うのか？」

「全然違います！　今日のデートだって、素直に考えて〝気が進まないなぁ〟って思ったんですから」

　プイと顔を背け、窓から外を眺める。午後から豪雨というわりに日差しは眩しく、気持ちのいい青空が広がっている。心の中はなぜか、モヤモヤと曇っているけれど。

「……そう。それは悪かったな」

　からかうような話し方をやめ、控えめな声で呟く瀬戸山。

　いつもの憎たらしい軽口が飛んでくると思っていただけに、調子が狂う。

　でも、私は間違っていないはず……。

　彼に気を持たせないことこそが今日の目的なんだから、冷たくするくらいでちょうどいいのだ。自分を正当化するように言い聞かせながら、それでも瀬戸山が今どんな顔をしているのかを見る勇気はなかった。




　都心から離れて東とう京きょうの西部へ向かうにつれ、高いビルは減って景色が開けてきた。

　住宅街を抜けて緑の多い景色が続いた後、目的地の公園に到着する。

　広々とした駐車場に車を止め、彼の先導で園内へ。チケットは当然のように彼がふたり分購入してくれた。

「バラ園は少し歩いた場所にあるそうだ」

「広い公園なんですね。ツツジ園と、熱帯植物の温室もある」

　瀬戸山が開いている園内マップを覗き込み、思わずワクワクした。

　マルシェがあるとは聞いていたが、今私たちが歩いている通路の両脇にはいくつかキッチンカーも出ていて、家族連れやカップルでにぎわっている。

「なにか欲しいものあるか？」

　瀬戸山がそう言って私を見下ろす。

「まだお腹は空いてないので大丈夫です」

「じゃあ、飲み物だけ買おうか。俺はコーヒーにするけど苑香は？」

「えっと、私は……」

　すぐそばには自動販売機もあったけれど、一段と行列ができているキッチンカーが気になった。車のそばではためくノボリには【バラ色スムージー】と書いてある。

　本物のバラの花びらを使っているのが売りのようだ。

「私、あのスムージーが飲みたいので並んできます。バラを使っているんですって」

「あのピンク色のか。わかった。俺が並ぶから苑香はどこか座ってて」

「えっ？　いいです。あの店にコーヒーはなさそうですし、別々で」

「気にするな。俺もスムージーが飲みたくなった」

　ホントに？　コーヒーとは全然違う飲み物ですけど。

　瀬戸山は私の疑いの眼差しを軽く受け流し、颯爽と行列の最後尾に並んだ。列の前にいた若い女性ふたりが、彼の顔を見て頬を赤らめる。

　あぁ……わかる。顔だけはいいものね、瀬戸山って。

　私の視線に気づいた彼は、周囲をキョロキョロするとふいにある場所を指さした。

　彼の示す先には、空いているベンチ。そこに座って待て、ということなのだろう。

　自分だけ先に座るのは落ち着かないけれど、実は先ほどから頭痛がひどくなってきたからありがたかった。予備の薬を持ってきたからもう一錠飲んでおく？

　でも、まだ朝飲んでから時間が経ってないからダメか……。

　考え事をしながらベンチの方へ足を進めようとしたその時。

「わっ」

　きちんと前を見ていなかったので、すれ違った人と肩がぶつかってしまった。

「す、すみません」

「いや、こちらこそ……あれ？　お姉さんどこかで会ったことがあるね」

　男性の声になんとなく聞き覚えがある気がして、顔を上げる。

　白髪交じりの髪と、ねっとりまとわりつくような視線。

　この人……矢代先生の内覧会にいた男性だ。あの時も彼とぶつかってしまって、服に彼のお酒がかかったうえジロジロ胸を見られたんだっけ。

　うっすらとした嫌悪感を覚えるも、ぶつかったのは私の不注意なのでなんとか愛想笑いを貼り付ける。

「先日、紫陽花楼でお目にかかりました。生け花のイベントの……」

「ああ、そうだそうだ。あの時は失礼したよ。俺のせいでお姉さんの服、スケスケのセクシー仕様になっちゃって。しっかし、相変わらず美人だねぇ」

　昼間の公園で下品なことを言い出す男性に、必死で浮かべた愛想笑いが、ぴきっとこわばる。あの時も気持ちの悪い人だと思ったものの、お酒が入っている影響もあるのだろうと軽く受け流した。しかし、下品なのはもともとの性格だったようだ。

　……早くこの場を離れたい。

「お気になさらないでください。それでは連れがいますので私はこれで」

「連れって、コレかい？」

　男性がにやにやと口元を歪めながら親指を立てる。一度仕事の場で会っただけなのに、プライベートまで立ち入る神経が理解できない。自分の本心とは反するものの、恋人がいると宣言しておいた方がけん制になりそうだ。

　ここは瀬戸山の存在を利用させてもらうしかない。

「ええ、お恥ずかしながら」

「いいねぇ若い者は。オジサンなんかこの年で独身よ？　マッチングアプリとやらを試してみてるんだけど、職業マスコミ関係って今は受けないのかね。俺のプロフィールには〝いいね〟すらひとつもつかねーんだ」

　いったい私はなんの話を聞かされているのだろう。

　段々怒りが湧いてきて、『マッチングアプリがうまくいかないのは、決して職業のせいではないと思いますけど』と本音をぶちまける自分を想像してしまう。

　しかし、この人が本当にマスコミ関係者なら自ら心証を悪くするのは避けたい。

【急成長の美吉ブロッサムに暗雲!?　高飛車女社長の弱者男性見下し発言】

　などと週刊誌にでも書かれたら、営業妨害もいいところだ。別にこの人が週刊誌の記者だとは決まってないし、下世話な見出しも妄想でしかないけれど。

「すみませんが、私はそういったアプリを使ったことがないのでお役に立てそうになくて」

「いやー、ちょっと若者の感性で見てくんねぇかな。俺のプロフィールのどこが悪いのか」

　人の話、聞いてないし……っ。

　抑えているイライラがイライライライラくらいに成長し、頭痛はひどくなる一方。愛想笑いももう限界だ。思わず般若の形相で『知るかーーっ！』と叫び出す自分を想像し、なんとか苛立ちをごまかしていたその時だった。突然視界に影がかかったと思ったら、瀬戸山が広い背中で私を庇うように立っていた。

「――失礼。彼女になにか用ですか？」

「あ、いや、その……」

　私の位置からは男性の表情が見えないが、口調が急にしどろもどろになった。

　連れがいると知っていて私を引き留めていたのは自分のくせに、今さらなにを慌てているんだろう。

「なにかお困りなら、僕がお手伝いしますが」

「いえ、ちょっと迷ったもんで道を聞いて……あれ？　アンタの顔もどっかで」

　男性が瀬戸山に興味を示したのでぎくっとする。

　いけない、このおじさんマスコミ関係者なんだった。大手企業の社長である瀬戸山がスキャンダルの対象になったら、私よりずっと甚大な被害を受けてしまう。

「ね、もういいからいきましょう？」

　男性が瀬戸山の正体に気づく前にと、彼を急かすように腕を引っ張る。

　不本意だが、仲のいい恋人同士を演じているつもりだ。

「……わかった、でも少し待って」

　窘めるようにそう言った瀬戸山は、男性の方へ向き直る。

「公園の入り口からそう遠くないこの場所で道に迷ったという嘘はさすがに苦しいものがあります。同じ手口で他の女性にも声をかけるつもりなら、即刻やめてください。それでは」

　口調は丁寧だったけれど、その声はぞくりとするほど冷ややかだった。

「べ、別に俺は……本当に道に迷っただけだっつーのに」

　男性はぼそぼそと言い訳しつつも、瀬戸山の迫力に気圧されたように後ずさりし、最終的には背を向けて私たちのもとから離れていった。

　瀬戸山の身分にも気づかなかったようだったので、ホッと息をつく。

　私の方へ向き直った瀬戸山の両手にはバラ色スムージーがしっかりとふたりぶん握られていた。

「ありがとうございました、飲み物。それと、今のおじさんの撃退も」

「いや、助けるのが遅くなって悪かった。大丈夫だったか？」

　すぐに気づかなかったことを後悔しているのか、瀬戸山は少しばつが悪そうだ。

　いつも強引で偉そうな彼が、バラの花が浮いたピンク色のスムージーを両手に持ってしゅんとしている姿がちょっとかわいくて、思わず笑みがこぼれる。

　さっきはピークに感じていた頭痛も少し引いた気がした。こめかみのズキズキは続いているものの、耐えられる程度だ。助けてもらって安心したせいかな……。

「大丈夫ですよ。別に、ナンパされていたとかじゃないんです。マッチングアプリで女性に興味を持ってもらえないから、プロフィールの問題点を指摘してほしいんですって」

　彼の手からスムージーをひとつ受け取って、説明する。

　瀬戸山は軽く眉根を寄せて悩むそぶりをした後、スムージーを持っていたせいでひんやりとした手を伸ばしてきて、私の手をギュッと握った。

「そんなの、苑香と話したい口実に決まってる。また変なのに絡まれないようにしっかり俺の手を掴んでろ」

　怒ったように言って、そのまま私の手を引いて歩きだす彼。頬が火照るような気がするのは、瀬戸山に本物の彼氏のような発言をされたせい？

　それとも、もしかして熱っぽい……？　頭痛はおさまってきたけれど、今度は少し体がだるい。

　昨日、布団もなにもかけずにソファで寝てしまったから風邪を引いたのかも。

　彼に不調を悟られないようにしなきゃ。……って、別にデートを続けたいわけじゃなくて、勝負がうやむやになるのが許せないだけ！

　体調管理もできないヤツだと思われるのは癪だし、だからといってライバルに優しく気遣われるのも困るし。さっきは成りゆきで助けてもらっちゃったけど、もう絶対に弱みなんか見せないんだから……。

　熱っぽい体をどうにかしたくてストローに口をつけ、ピンク色のスムージーを吸い上げる。バラの他にいくつかフルーツも使われているらしいそれは、普通のスムージーより香り高くて華やかな味がした。後味がほんのり酸っぱくて、気分が少しすっきりする。

　隣では瀬戸山も同じようにストローに口をつけていた。

「うん、うまい。瀬戸山園はまだ飲食系には手を出していないが……花を使った食事や飲み物というのは女性に喜ばれそうだな」

「同じことを思ってました。バラでできるなら、他の食用花もアリですよね。といっても、単なる飾り用の花じゃなくて、バラみたいにきちんとその花の香りが感じられるものを使って、菜の花スムージーとか……でも、青汁みたいになっちゃうかな」

　カップを見つめて唸っていると、ふと瀬戸山の視線を感じて顔を上げる。

　その目は眩しいものを見るように細められていて、ドキッと胸が鳴る。

「な、なんですか？」

「……いや、なんでもない」

　瀬戸山はその先の言葉を継がず、また前に向き直る。

　菜の花スムージーなんてばかげた発想だと思われたのだろうか。でもしょうがないじゃない。うちは瀬戸山園と違って、企画段階で食の専門家に意見を求める余裕はないのだ。

「べ、別に本気で言ってるわけではありません。以前瀬戸山さんに指摘されたように、今の美吉ブロッサムは思い付きの新しい企画なんてやってる場合じゃないですし」

「別に本気でもいいだろ」

　ボソッと瀬戸山が呟いた。見つめた先の彼は、意外なほど優しい目をしていた。

「えっ？」

「実際にやるとなったら現実的に考えなきゃいけないだろうが、好きな花のことで頭をいっぱいにして、あれもこれもやってみたいと思える積極性と柔軟性がきみのいいところだ。浮かんだアイデアはいつかチャンスが来た時のために温めておけば、きっと役に立つ」

　思いがけない褒め言葉を受け取り、胸がくすぐったくなった。

　瀬戸山と恋愛関係になるつもりはなくても、彼に励まされると不思議と力が湧いてくる。

　常にライバルだと意識している相手だからかな。

「そう……ですね。いつかやりたいな」

　彼の言葉に背中を押されたように、本音を口にする。瀬戸山はふっと微笑むと、軽く握り合っていた手を一度離し、指を絡めて握り直した。

　これ、恋人繋ぎ……。いくらなんでも恥ずかしいんですけど……。

「ま、その前に瀬戸山園が同じ企画を出して成功させてしまうかもしれないが」

「えっ？　ダ、ダメです！　そんなの泥棒……っ」

「同業者の前で軽々しくアイデアを口にしたきみが悪い」

　不敵な笑みを浮かべる瀬戸山に憤慨し、恋人繋ぎなんてもはやどうでもよくなってくる。

　むしろ嫌がらせのように彼の手を強く握ると、久々に心に思い浮かべた瀬戸山人形をぽかぽかと殴りつけるのだった。




　バラ園のそばにくると、風に乗って花の甘い香りが運ばれてきた。体調が思わしくないのを一瞬忘れるほどの上品な香りにうっとりする。いい香りのする花は他にもあるけれど、バラはやっぱり特別だ。

　ワクワクしながら足を進めると、まず入り口で出迎えてくれたのは、黄色いつるバラが巻き付いたアーチ状のトンネル。こぼれ落ちそうなほど大きな花はどれも見事に美しく、おとぎ話の世界に迷い込んだみたいだ。

「綺麗……」

「ああ。見事なバラだ」

　たくさんのバラを背景に微笑んだ瀬戸山は、さながら王子のよう。といっても見た目だけで、中身はどちらかというと悪役が似合う性格だけど。

「苑香は好きな相手からプレゼントされるなら、何色のバラが欲しい？」

「えっ？　好きな相手？」

　ふいに投げかけられた質問にどきりとする。瀬戸山と繋いでいる手が、うっすらと汗ばんだ。

「そ、そんな人いないのでわかりませんよ」

「別に想像でいい。ただの好奇心だ」

　想像って言われても……。花屋をやっているくせに、男性から花をもらったことって実は一度もないんだよね。

　若干の気まずさを感じつつ、辺りをキョロキョロする。この辺りに栽培されているのは大輪の花を咲かせるバラの品種の主流、ハイブリッドティーローズが多く、王道の赤、落ち着いた紫、ロマンチックなピンク、心が洗われるような白、生命力溢れるオレンジなど、どの花も堂々と咲き誇っていて、その美しさは甲乙つけがたい。

　どうしてもひとつに決められなかった私は、バラ園の景色全体を眺めて呟く。

「こうして花束にできないほどのバラを見られるのが、一番うれしいかもしれません」

　花束のために切り花にしてしまうと咲いていられる期間も短くなる。

　生きた状態の美しいバラの姿や香りを思う存分楽しめるこの場所は、本当に贅沢な空間だと思うのだ。

「じゃ、今日のデートプランは悪くなかったんだな」

　繋いだ手をくいっと引かれて、顔を覗き込まれる。

　しまった……。

　つい正直に話してしまったけど、今のって瀬戸山を喜ばせる発言だった!?

「バ、バラ園が素晴らしいというだけで、私は別にっ」

「相変わらず素直じゃないな」

「そんなことありません……！」

　否定しているのにますます瀬戸山の顔が接近してきて、思わず顔を背ける。

「……なぁ苑香。顔、赤くないか？」

「気のせいですっ！　私、先に行きますから！」

　これ以上顔を見られていたくなくて、彼の手をパッと離すとひとりで駆け出した。

「おい、苑香！」

　私を呼び止める瀬戸山の声は聞こえないふりをした。

　こんなはずじゃなかったのに。彼と結婚するなんてやっぱりお断りだと言うためにここに来たのに……。

　ぐちゃぐちゃな感情のまま、サンダルを鳴らして走る。簡単に追いつけないであろう距離までたどり着くと、ようやく足を止めた。

　体調が悪いのに無理して走ったせいで、また頭がズキズキしてくる。

　熱が上がってきたのかもしれない。

　座る場所を探して視線を上げる。その場所は野生種のバラに囲まれた噴水広場だった。大理石でできた円形の噴水、その中央からは霧のように水が噴き出し、揺れる水面に色とりどりのバラの花びらが浮かんでいる。

　綺麗……。ここで少し休もうかな。

　私はゆっくり足を進め、ベンチにもなっている噴水のふちに腰かける。軽く後ろを振り返ると、水に浮かんだバラの花びらにそっと触れた。無意識に、瀬戸山の顔が思い浮かぶ。

　毅然と彼にノーを突きつけるためにデートに臨んだはずなのに、全然思い通りにならない。それは体調が悪いせいだけじゃなく、瀬戸山のふとした表情にドキッとしたり、助けてもらってホッとしたり……一緒にいるのが楽しいと感じてしまう瞬間が、何度もあるからだ。

　だからといって、もちろん彼にあっさり敗北宣言をするつもりはない。

　彼と離れている今のうちに冷静な気持ちを取り戻して、こんな関係はもう終わりにする。ひとりで生きていく方が楽だって、遼太くんと別れた時に嫌というほど思ったじゃない。

　何度自分に言い聞かせても、モヤモヤした思いはなかなか晴れなかった。

　俯きがちにため息をついていたその時、花びらの上にぽたっと小さな雫が落ちてきた。噴水の水がここまで跳ねたのかと思いきや、見上げると私の鼻の頭にもぽつんと冷たい水滴が当たる。

「雨……？」

　嘘。天気予報で言っていた時間よりまだ早いのに。

　気づいた時には本降りになってきて、噴水の水面にいくつもの雨の波紋ができては消える。私のワンピースも、肩や裾が少しずつ濡れてきた。

　冷えた体が思わず小さく震える。どこかで雨宿りしなきゃ。

　屋根のある建物を探して視線をさまよわせていると、焦った様子でこちらに駆けてくる瀬戸山の姿が目に入る。とっさに逃げなきゃと思ったものの、足が動かなかった。

「苑香、こっちだ」

　迷わず手を伸ばしてきた彼に、きゅっと心の奥が疼く。

　自分から彼のもとを離れたくせに、私、来てくれてよかったって思ってる……。

　差し出された手を掴むのをためらっていると、「行くぞ」と言った彼がしっかり私の手を握る。そのまま彼に手を引かれ、私たちはバラ園からほど近い温室を目指して走った。

　ガラス張りの温室はドーム状で、ブーゲンビリアやハイビスカス、大型のヤシの木など、熱帯地方の植物が展示されていた。あまり人気がないのか、見える範囲に他のお客さんの姿はない。

　ぼうっと温室内を眺めていると、瀬戸山がジャケットを脱いでバサッと私の肩を覆うようにかけた。彼の体温と香りが残るそれに包まれるとどぎまぎしてしまい、戸惑いを含んだ瞳で彼を見る。

「着てていい。中までは濡れてないから」

「私なら大丈夫ですから、瀬戸山さんが着てください」

　一旦上着を脱いで渡そうとしたものの、すぐに返されてまた肩にかけられてしまう。

「遠慮するな。風邪を引いているんだろ」

「えっ？　どうして……」

　気づかれていないと思っていたのに。

「さっき顔が赤いのに気づいて、具合が悪いのかと聞こうとしたらきみが走り出してしまったんだ。今は聞かなくてもわかるくらい、体調が悪そうな顔をしてる。立っててつらくないか？」

「大丈夫、です……。すみません、気を遣わせてしまって」

　あの時、やけに顔を近づけてくるのは私をからかっているんだとばかり思っていた。

　本当は心配してくれていたんだ……。

「そんなことは別にいい。とにかく、体が濡れたままだと余計に冷える。髪もちゃんと拭いておかないと」

　ポケットからハンカチを取り出した瀬戸山が、私の髪についた水滴をそっと拭ってくれる。自分でできますと言いたいのにそんな体力もなく、彼の優しい仕草にただ胸が高鳴った。

　体が弱っているせいだと思いたいが、それだけでは説明できない感情が私の中にある気がする。……でも、それをハッキリ認めてしまったらどうなるのかが怖い。

　思い切って恋愛に飛び込んだとしても、仕事にかまけているうちにまた相手の心が離れている、なんて悲しい展開はもうたくさんなのだ。

　私は美吉ブロッサムがなにより大切だから、仕事を蔑ろにすることは不可能。

　たとえ今瀬戸山統に惹かれているとしても、ライバル関係から一線を越えたら自分がつらくなるだけだ。

「瀬戸山、さん……。あの、デートはもうおしまいに……」

「そんな体では当たり前だ。無理して喋るな」

　違います、私が言いたいのはそうじゃなくて……。

　訂正しようにも、喉から押し出されるのは弱々しい呼吸ばかりだった。

　私を支えるようにして、彼が両手で肩を包み込む。そうされて初めて、自分がフラフラしていることに気がついた。

「……雨の音が少し弱くなった。駐車場まで歩けそうか？」

「はい、たぶん――」

「無理だな。体、持ち上げるぞ」

　とっさに反応できないでいるうちに、私の体は軽々と彼に横抱きにされていた。

　私は驚く余裕もなく、ただぐったりと彼の胸に身を預ける。

「もう少し早く気づいてやれればよかった。連れ回して悪かったな」

　あなたのせいじゃない。体調管理ができていないのも、具合が悪いのを黙っていようと決めたのも……自分の気持ちに嘘をついて勝手に逃げ回っていたのも、全部私だ。

　ごめんなさい……。心の中でだけぽつりと呟くと、私は彼の腕の中で静かに目を閉じた。




　額に冷たいものがあてられる感触で目が覚めた。まぶたを開いて瞬きをすると、ぼやけていた視界が段々と鮮明になってくる。どうやら私はベッドに寝かされているようだ。

　でも、見覚えのない天井……。

　ぼんやりする頭で思った次の瞬間、瀬戸山が私の顔を覗き込む。

「具合はどうだ？」

「あの……ここは？」

「俺のマンションだ。その方が看病しやすいからな」

　そうか。公園から車に乗ったところまではうっすらと記憶にあるが、その後は眠ってしまったのだろう。発熱のだるさは続いているが、横になっているだけでもだいぶ楽だった。

　それに、額に乗せられたタオルがひんやりとして心地いい。

　美吉ブロッサムを立ち上げてからは、多少具合が悪くても休むことはなかったし、こうして誰かに頼ることもなかったから、彼の気遣いが素直に胸に沁みた。

「ありがとうございます。とても……助かりました」

「どういたしまして。しかしきみがそんなことを言うなんて、相当熱に参っているようだな」

　からかうように言いながらも、私の頬に手をあてる彼の仕草は優しい。本気で私を心配してくれているみたいだ。

「……まだ熱いな。水分を取った方がいい」

　ベッドのそばに屈んでいた瀬戸山が腰を上げ、一旦部屋を出て行く。

　しばらく目を閉じていると彼が戻ってきて、手にしていたグラスをベッドサイドのテーブルに置いた。

「少し体起こせるか？」

「はい」

　彼が背中に手を差し入れ、私が上半身を起こすのを手伝ってくれる。

　なんとか力を振り絞って座った状態になると、彼が私の口元にグラスを近づける。

　飲ませてもらうなんて子どもみたいだけれど、自分で持ったらグラスを落っことしそうな気がしたので、されるがまま小さく唇を開けた。

「水にレモン果汁と砂糖、それから少し塩を溶かしてある。常温だから飲みやすいはずだ」

　彼が傾けてくれたグラスから、静かに水が流れ込んでくる。レモンの香りがとても爽やかで、体が欲していたであろう塩分と糖分が体中に染み渡る。

　私はごくごくと喉を鳴らし、グラスの中身をあっという間に飲み干した。

「よかった。自力で水分が取れるなら大丈夫だな」

「……これ、すごく美味しいです。今度熱を出したら真似しようかな」

「ああ。ただの水よりは栄養も取れるしな。俺の母親が好きだったんだ」

　お母さん……？　彼が子どもの頃に飲ませてもらった思い出の味ってことかな。

「ちなみに食欲は？」

「なにも食べられそうにありません。また休ませてもらってもいいでしょうか……？」

「こういう時は眠るのが一番の薬だ。気兼ねせずに休んで」

「ありがとうございます」

　ベッドの中に体を戻すと、瀬戸山が布団をかけ直してくれる。それから目を閉じて眠気が来るのを待ったが、なんだか視線を感じてまぶたを開ける。枕元にいる瀬戸山が、ジッと私を見つめていた。

「あの、そうされると眠れないのですが……」

「きみが寝付くまでの間だけでもそばにいたらダメか？　離れるのはどうも心配で」

　苦笑しながら、彼の指先が私の前髪を梳く。くすぐったくて、胸がドキドキと鳴る。

「さ、さすがに過保護ですよ。お気持ちだけで大丈夫です」

「……わかった。じゃ、隣の部屋にいるからなにかあったら呼んで。きみのスマホを近くに置いておく。バッグ、開けても大丈夫か？」

「はい。スマホなら内ポケットに……」

　私のバッグは部屋の隅のハンガーポールにかけてくれてあった。瀬戸山がそこからスマホを出して、枕元に置いてくれる。立ち去る前に、彼はそっと私の頭を撫でた。

「きみがこんな状態だと口説こうにも口説けないから、早く元気になってくれよ。おやすみ」

　デートは中断したものの、勝負はまだ終わっていない。そう宣言するような言葉と甘い笑みに動揺を隠せない。

「お、おやすみなさい……」

　一応そう返したものの、恥ずかしくなって鼻の上まで布団をかぶる。

　熱が上がるようなことを言わないでください……。

　ドアの方へ向かう大きな背中に、胸の内でそう伝えた。




　次に目覚めた時、だるかったのが嘘のように私の体は軽くなっていた。置きっぱなしだったスマホで時間を見ると、朝の八時を過ぎたところ。

　私、ずっと寝ていたんだ。そのおかげで熱も下がったみたいだ。

　ベッドから下り、用意されていたスリッパに足を入れる。窓辺に近づいてカーテンを開けると、昨日の雨はすっかりやんで青空が広がっていた。

　それにしても、ここは何階なんだろう。眼下に広がる東京の街が少し小さく見えるので、かなり高い場所にいるようだ。

　なにげなく景色を見ていたところで、ドアがノックされた。

「はい」

「おはよう。起きていたのか。具合は？」

　部屋に入って来た瀬戸山は、ゆったりとしたネイビーの部屋着に身を包んでいてドキッとする。スーツ姿とも私服姿とも違う大人の色気が漂っている気がして……。

「お、おかげさまでもう大丈夫です。ベッドを占領してしまってすみませんでした」

「気にするな。顔色もいいようだな。元気なら腹が減っただろ、なにか作るよ」

「いえ、そこまでお世話になるわけには――」

　キッチンへ向かうつもりなのか、部屋を出て行こうとする彼に駆け寄ったその時、私のお腹がぐう、と情けない音を立てた。じわじわ頬が熱くなって俯くと、瀬戸山がふっと息を漏らして笑う。

「……今の、聞こえました？」

「きみが強がるから、腹の虫が異論を唱えたんだろう。昨日は昼からなにも食べてないんだから、そうなるのも当たり前だ」

「すみません……」

「きみはどうしてすぐ謝る。苑香のためになにかしている時、俺はいつも幸せなんだから謝る必要はない。ほら、行くぞ」

　言葉と共に自然と手を握られ、そのまま繋いだ状態で廊下に出る。結局いつも通り彼のペースに乗せられて翻弄されるばかりだ。

　……私はいったい、彼とどうなりたいんだろう。

　風邪は治っても気持ちの整理はつかないまま、リビングダイニングに案内される。

　扉やフローリングには温かみのある無垢材が使われており、白い壁が明るい印象だ。通されたリビングダイニングにもナチュラル系の木製家具が多く、男の人にしてはホッとする部屋に住んでいるなと思う。

　この部屋の窓も眺めがいいので何階なのかと尋ねたら、地上二十七階だそうだ。

　ダイニングテーブルにはシンプルなガラスの花瓶が置かれ、白いトルコキキョウとブルースターの花が生けてあった。どちらも派手ではない花だけれど、部屋の印象を明るくしている。

「コーヒーは飲めそうか？　それとも胃に負担をかけないものの方がいいか……」

「いえ、瀬戸山さんと同じもので大丈夫です」

「そうか。ならコーヒーを淹れるよ」

　腹の虫が元気に鳴くくらい胃は元気だし、たっぷり寝てしまったからむしろコーヒーを飲んですっきりしたい気分だ。

「テーブルの花はご自分の趣味で？」

　キッチンでコーヒーの準備をする彼に尋ねる。銀色で細長い円柱状のミルに豆をセットした彼は、レバーをくるくると回して豆を挽きながら頷いた。

「ああ。苑香のようにサンルームで色々育てるほどの余裕はないが、食卓にはなにかしら花を飾るようにしてる。たまには自分で花屋に行って、季節を感じたいしな」

　……すごくわかる。敵情視察とか関係なしに、花屋って用がなくてもフラッと立ち寄りたくなる魅力があるんだよね。

　贈り物やお祝いのためだけでなく、彼のように自分の部屋に飾って季節を楽しむ人が、もっと増えたらいいなと思う。それは商売魂というより、純粋に花を愛する者としての願いだ。

「いつまでも立っていないで座って。コーヒーが入るまで、少し時間がかかるから」

「なにかお手伝いします」

「今日のところはいいよ。まだ病み上がりだろ」

「……すみません。では、失礼して」

　勧められたダイニングチェアに腰かけ、丁寧にドリップコーヒーを淹れる瀬戸山をなんとなく眺める。カフェ店員というよりバリスタと言っていいほど手慣れた動作でコーヒーを淹れる彼の姿は、悔しいけれどカッコいい。

　普段から忙しいはずなのに、丁寧に花を飾ったり、豆からコーヒーを淹れる余裕があることにも感心した。私も植物の世話はするけれど、食事は結構適当に済ませてしまうことも多いから……ライバルとはいえ、やっぱり彼の方が一枚上手のようだ。

　勝手に敗北した気分になっていると、湯気の立つマグカップを彼がテーブルに置いてくれる。

「砂糖とミルクはいる？」

「いえ。美味しそうなコーヒーなので、そのままいただきます」

　ふうふうと冷ましてから、コーヒーをひと口啜る。香りは芳醇だけれど飲み口は軽くてスッキリした味わいだ。

「美味しいです」

「よかった」

　コーヒーと並行してトーストやゆで卵、フルーツまで用意していた彼が、それらをワンプレートにまとめたお洒落な朝食をコトッと私の前に置いてくれる。

「一応ひと通り作ったが、病み上がりだろうし食べられるものだけでいい」

「いえ、すっかり元気ですし、美味しそうなので全部いただきます」

　彼はコーヒーだけで済ませるようで、最後に自分のカップをテーブルに置き、対面に腰かけた。

「俺と結婚すれば、コーヒーくらいいつでも淹れてやる。朝食もそれくらいならすぐに作ってやれるし」

　瀬戸山は私の顔をジッと見つめながら頬杖を突いて、こちらの反応を窺っている。

　このタイミングで結婚の話が出るとは思わなかった。

「え。いや、私、紅茶派ですし……朝食くらい自分で作れますし……」

　ボソッと呟き、彼から目を逸らす。

　本当は、忙しい朝にコーヒーや紅茶を淹れ優雅に朝食をとる暇はなく、会社に向かう途中でなにかしらの飲み物と軽食をテイクアウトするばかりだ。

「まったく、まだ素直にならないか」

　呆れたように言って、コーヒーに口をつける彼。私だって散々葛藤しているのに、そんな風に言われるのは心外だ。

「昨日のデートの時もそうだ。体調が悪いのを抜きにしても、俺が簡単に踏み込めないようきみはずっと見えないバリアを張り巡らせていただろう。やっぱり俺には興味が持てず、近づかれるのが迷惑だったか？　それなら謝るし、朝食の後でおとなしくきみを自宅に送る」

　――そうです。迷惑でした。きっぱり言えばすべてが終わる。

　頭ではわかっているのに、瀬戸山の強い眼差しに射貫かれていると、胸が熱くなって言葉に詰まってしまう。

　彼はただのライバルだし、時々意地が悪いし。九条百貨店の令嬢と政略結婚を控えているような御曹司で、つまり、住む世界の違う相手だ。これ以上踏み込んだ関係になったら、遼太くんの時よりも苦労するかもしれない。

　わかっているのに……彼を拒絶する言葉が簡単には出てこない。

「苑香」

　葛藤する私に気づいているのか、瀬戸山が優しく私の名前を呼んだ。

　それから、コーヒーのカップを握る私の手に、自分の手をそっと重ねる。温かくて、頼もしく私を引っ張ってくれたかと思えば、優しく看病をしてくれる大きな手。

「俺は今日だけじゃなく、この先もきみと一緒にいたい」

　まっすぐな言葉に、心を揺さぶられる。おそるおそる覗いた彼の瞳は切なそうに細められていて、胸が詰まったように苦しくなった。

　私はなにも意思表示していないのに、どうしてそんなに強い気持ちを持ち続けられるの？

　少しも臆せず私の心に飛び込んでくる彼が眩しくて、眩しすぎて。

　私が出した答えは――瀬戸山から目を逸らすことだった。

「私には……無理です」

　やっとの思いで、声を絞り出した。頼りなくも正直な気持ちだ。

「現に一度失敗しているのは瀬戸山さんも知っているでしょう？　性格的に恋愛向きじゃないんです。あの失敗からそう学習したんです」

　彼にとっては望んだ答えじゃないかもしれないけれど、私の人生において恋をしないというのは前向きな選択なのだ。そう訴えるため、勇気を出して彼を見つめ返す。

　瀬戸山は一度目を伏せてなにか考えるそぶりを見せた後、スッと席を立つ。それから私のそばまで来ると、まるで私を閉じ込めるかのように、椅子の背とテーブルに手をついた。逃げ場のなくなった状況に、ドキッと心臓が飛び跳ねる。

　私を見下ろす彼の目は、甘い熱を孕んでいた。

「きみが不安になるのは、俺に惹かれているが故じゃないのか？　惹かれているのに前の男と別れた傷が癒えないままだから、新しい恋に踏み込むのを恐れてる」

「……っ。そんなこと……」

　ない、と言おうとして、口ごもる。

　瀬戸山の切実な眼差しと視線がぶつかってしまったから。

〝あなたの自惚れだ〟と言いきったら、彼を傷つけてしまうような気がして……。

「きみはさっき、俺に近づかれるのが迷惑だとは言わなかった。だから、きみの気持ちには隙があると思ってる。そこに俺を入り込ませてはくれないか？」

「どうしてそこまで……」

「理屈じゃない。ただ単純に、俺の心がきみを求めているんだ」

　瀬戸山は熱っぽく掠れた声で囁くと、長い指先でそっと私の顎を掬う。

　私の心はなにを求めている？　理屈じゃなく、ただ彼を見つめるだけで湧いてくる強い衝動に身を任せるとしたら、私は……。

　長い睫毛を伏せた瀬戸山の顔が近づいてきて、キスの気配を察する。

　私は今までずっと固く握りしめていた理性を手放し、目を閉じた。やわらかな唇同士が重なった瞬間、胸が痛いくらいに締めつけられる。

「苑香……」

　愛おしそうに名前を呼ばれ、一度離れた唇がまたかぶさってくる。角度を変えて繰り返される甘い口づけに、頭の芯が蕩けそうになった。

　自分が瀬戸山に対して抱いている感情がなんなのかはわからない。

　キスをするたびに胸が苦しいのに、唇が離れていくと切なくて、また欲しくなる。

　縋りつくように彼の服をキュッと掴んだら、瀬戸山が熱い吐息をこぼした。

「苑香、俺に掴まれ」

「えっ？　きゃあっ！」

　いきなり椅子から抱き上げられ、お姫様抱っこの体勢になる。

　とっさに彼の首にしがみつくと、瀬戸山は大股でリビングの方へ向かい、広々としたソファに私を下ろした。

　上半身を起こそうとしたものの、即座に覆いかぶさってきた彼に組み敷かれてしまう。頬を両手で包み込まれながら、またキスを仕掛けられる。唇の隙間から割り入った舌が、私の口内を隅々まで味わい始めた。

「んっ……瀬戸山、さん……」

「その色気のない呼び方、そろそろやめろ。統でいい」

　唾液で濡れた薄い唇が、ぞくりとするほど煽情的な声で言う。私は肩で息をしながら、獣のように鋭く細められた彼の目を見つめた。

「統、さん……？」

「〝さん〟もいらない。というか、あれだけライバル心を剥き出しにしていたきみのことだ。心の中ではとっくに、俺を呼び捨てしていたんじゃないか？」

　な、なんでばれてるの……！

　完全に図星だったので、ぎくりとする。しかも憎々し気にフルネームで呼び捨てすることも多かったから気まずい。

「そ、そんなわけないじゃないですか。学年でいうとあなたはふたつも年上ですし」

「本当か？　まぁいい。こういう仲になったら、年上も年下も関係ない。これからは、敬語もいらないから」

　瀬戸山はフッと笑って、私の唇を軽く啄む。

　軽く唇を挟んだり音を立てて吸ったり、その甘い感触と弾けるリップ音にドキドキしているうちに、またキスが深くなっていく。

　彼の言う〝こういう仲〟って、具体的にどういう関係を言うんだろう。

　普通に考えれば、恋人？　それとも、こういう触れ合いをしたいだけの相手？

　それとも結婚のことまで、やっぱり本気なのだろうか。彼との関係が一歩進展した自覚はあるものの、恋愛に臆病な自分は簡単には直らない。

「考え事をするな。俺に集中しろ」

　上の空でキスに応えているのを見透かされていた。まっすぐな視線に心を射貫かれ、胸が高鳴る。今の私たちがどんな関係だとしても今は目の前の彼だけ見つめていたい。

「ごめん……統」

　初めて口にした、彼の下の名前。フルネームで呼んで悪態をついていた時とは違う、心地よい優越感が胸に広がる。

「やっぱりいいな、きみに名前を呼ばれるの」

　満足げに口角を上げた彼が、ご褒美だと言わんばかりにチュッと鼻の頭にキスを落とす。

　自分から呼んでみたものの、照れくささに頬が熱くなった。

「そ、そんなにいい……？」

「ああ。もっと呼んで」

　期待のこもった眼差しに見下ろされ、心臓が早鐘を打つ。

「お、統……」

　目を合わせたまま口にする勇気はなく、軽く顔を横に背けて言った。

　もともと赤かったであろう頬に、さらに熱がのぼるのを感じる。

「……その顔、俺以外に見せるなよ」

「えっ？」

「かわいすぎるって言ったんだ」

　耳元で内緒話のように囁かれ、心臓が止まりそうになる。

　彼はそのまま耳たぶや首筋に唇を這わせ、熱い吐息をこぼしながら、手のひらで私の体のラインをなぞり始める。服の上から触れられただけでもぞくぞくして、心臓が口から飛び出しそうになる。

「ん、待って……」

「待ってほしいならもっとそれらしく言ってくれ。そんなに物欲しそうな目をされると止まれなくなる」

　呼吸を荒らげた彼が、噛みつくようなキスで私の唇を塞ぐ。

　どうしよう……。このまま彼を受け入れ続けていいの？

　流されているだけじゃないと、自信を持って言える？

　心に生まれる迷いとは裏腹に、体は甘い微熱に侵されていく。

　統の手がワンピースの裾から忍び込み、私の脚をゆっくりと撫で始める。拒もうとしても、統のくれるキスが気持ちよすぎて体に力が入らない。

　こんなにも甘く蕩かされてしまう経験は初めてだ。

　もしかして私、統のこと本当に――。

　彼にすべてを許しそうになっていたその時、ダイニングの方からスマホの着信音が聞こえた。統はぴたりと動きを止め、私も少し正気を取り戻す。

　聞き覚えのない音なので、たぶん彼のスマホだろう。

「電話、鳴ってるよ」

「……ああ。聞こえてる。朝から誰だ？」

　ほんの数秒、ぐっとなにかをこらえるように目を閉じた統は、最後にふうっと息を吐き出してソファから下りる。いまだに高鳴る心臓をなだめるように、私も体を起こした。

「はい。……蘭子さん？　どうしてこの番号を？」

　盗み聞きをするつもりなんてなかったのに、耳がぴくっと反応した。

『蘭子さん』ってもしかして九条百貨店の？

「縁談については、父からお断りする旨をお伝えしてあるはずですが」

　統の声は淡々としているが、胸がざわっと波立った。

　もしかして、政略結婚の件ってまだきちんと片付いてないんじゃ……。

「そうですか。生憎、僕には心に決めた女性がいます。お会いしても意味はないかと」

　スマホを耳にあてたまま、統がこちらを振り返った。

　心に決めた女性……それって、私のこと？　会話の全容はわからないものの、どきりとする。しかし、ついさっきまであんなに激しいキスを交わしていた反面、私たちの関係に確かな名前がついたわけではないので、不安もあった。

　そんな私の胸中を知ってか知らずか、彼は通話を続けたままソファの方へ戻って来た。私の隣に腰を下ろし、空いている方の手でポンポンと頭を撫でる。

　安心させようとしてくれてる？

「九条百貨店との取引が打ち切られれば損失はありますが、だからといって結婚の交換条件にはなりません。どうかご理解ください。繰り返しになりますが、僕はあなたと結婚するつもりはありませんので。……では、失礼します」

　話し終わるまでずっと、統は私の目を見ていた。電話の向こうにいる蘭子さんだけでなく、私への意思表示も兼ねているかのように。通話を終えた彼は、やっと終わったと言いたげにため息をつき、スマホを目の前のローテーブルに放った。

「なんとなく聞こえたと思うが、蘭子さんからだった。縁談を断ることは父から向こうの家に伝えてくれる予定だったのに、まだ知らされてなかったらしい。蘭子さん本人もなぜか俺との結婚に執着してるみたいで、連絡先を無理やり親御さんに聞いたらしい。もちろん改めて断ったけどな」

　統はそう言うと、肩の力を抜いてソファの背もたれに深く寄りかかる。

「でも、本当に大丈夫なの？　九条百貨店との取引がなくなっても」

「前にも言っただろ。現在の瀬戸山園で主力事業に据えているのは、小売業じゃない。取引を打ち切られた場合少しも痛手がないとは言わないが、大金を動かす造園業や空間プロデュースの仕事で、いくらでも挽回できる。苑香はなにも心配しなくていい」

　安心させるような笑みを向けてくれる統だけれど、そう簡単には納得できなかった。

　規模は違えど同じ経営者として、彼の判断が本当に正しいのかもっときちんと吟味しなくていいのか心配なのだ。その場しのぎで安心させてもらってもうれしくない。

　俯いたまま無言でいると、統が「そうだ」と言ってソファから腰を上げる。

「ちょっとついてきて」

「うん……」

　統の目的がよくわからないものの、彼の後に続いて廊下に出る。彼が向かったのは、私がひと晩寝かせてもらっていた彼の寝室だった。

　看病とは違う理由でベッドのある部屋にふたりきりでいると、そういうつもりはなくてもどぎまぎしてしまう。

「苑香」

　ベッドに気を取られていたら、デスクの上に置かれた小さな収納ボックスを開けていた彼が、私を手招きする。

「これ、きみに持っていてほしい」

　手を出すように促され、両手をお皿のようにして差し出すと、小さなディンプルキーをポンと渡された。

「えっ？　これって……」

「この部屋の合鍵。いつでも好きな時に来ていいから」

　本物の恋人みたいなやり取りに、トクンと胸が鳴る。恋なんてするつもりはないと何度も自分に言い聞かせているのに、始まりの甘い予感が勝手に私の胸をつついて心をこじ開けようとする。

「でも、私……忙しいから自分の家に帰るので精いっぱいで、使わないかも……」

「別にそれでも構わない。ただ、きみだけは俺の生活を乱しても構わないという意思表示がしたかった」

　生活を乱す……確かに、恋人になったら多少はそうなるだろう。

　でも、私はそれを避けたいからこんなにも迷っているのだ。前回の失敗を踏まえたうえで、自分にはもう恋愛は無理かもしれないと。

　今はこんなにも私を大切にしてくれようとしている統だって、いつかは私にうんざりして、冷たくなって、突然別れようと言い出すかもしれない。生活を乱されることを幸せに感じるのは、愛情がある時だけだ。

　……統にそっぽを向かれるのが怖い。関係を始めなければ永遠に同じ方を向くライバルでいられるのなら、やっぱり私はそっちを選びたい。

　浮かれかけていた心を戒め、私は鍵を彼に突き返した。

「……やっぱり、いいよ。私はもう、誰かの生活に干渉したくない」

「俺がそう望んでも？」

「長く付き合えば、嫌でも関係は変わっていくでしょう？　私、統にはいつまでもよきライバルでいてほしいの。だから、これ以上あなたに深く関わりたくない。……さっきは無責任なことをしてごめんなさい」

　早口で思いの丈をぶつけ、手の中の鍵を再度彼の方へ突き出す。統はしばらく黙って私の顔を見つめていたけれど、やがて鍵を受け取った。

「……きみが前回の失恋で負った傷は思ったより深いみたいだな。でも、どんなに時間をかけてでも俺はきみをあきらめない」

「ゆ、指輪も返す。バッグ、そこにかけてくれてたよね」

　本当は激しく動揺していたけれど、そんな自分をごまかすように部屋の隅にあるハンガーポールの方へ向かおうとする。

　しかし、逃さないと言うかのように、彼の手がぐっと私の手首を掴んだ。

「苑香、話を聞いてくれ。俺の気持ちは、内覧会できみと会ったあの日よりもずっと前から――」

　もうやめて、と思った。

　これ以上は聞きたくない。もう、私の心を乱さないで。

「失恋したあの日に助けてもらったことは感謝してる。昨日のデートも楽しかった。でもやっぱり、私はもう誰のことも好きにならない。政略結婚はしないにしても、次の相手を探すならもっと素直でかわいげのある人を選んだ方がいいよ。……なんて、余計なお世話か」

　彼の方を振り向かずに話し、最後は自虐的に笑った。

　統もようやくあきらめたのか、私の手首を解放してくれる。

　歩みを進めてポールからバッグを取ったその時、目の前の壁に掛けられたコルクボードが目に留まった。

　趣味で撮ったらしい花の写真やモノトーンのポストカードに交じって、見覚えのあるカードが小さなピンで留められている。

　あのブーケのイラスト……昔の美吉ブロッサムで使っていたショップカードに似てる。昔、統も店を訪れたことがあるのだろうか。

　そうだとしても、私にはもう関係ないけれど……。

　コルクボードの前で足を止めたのは一瞬で、私はそのまま彼のもとへ戻る。

　バッグから指輪の箱を出して差し出すと、統は静かにそれを受け取った。

　一瞬切なそうな表情を浮かべた気もしたが、深く考えないことにする。

「送っていく」

　彼は棚から車のキーを取り、私に背中を向ける。もう、私の方に手を伸ばそうとはしない。

　そっけなくされて傷つく権利なんて私にはないのに、引っ掻いたような痛みがいつまでも胸の奥に残った。










豪華な装花の依頼




　風邪を引いて統のマンションで一夜を過ごしたあの後、合鍵と指輪を突き返した私を彼はマンションに送り届けると、『まだ本調子じゃないだろうからゆっくり休めよ』とだけ言って帰っていった。

　私は勝負に勝ったのだ。だから、彼が二度と私に構うことはない。

　心を悩ませる問題が解決し、あとは仕事に邁進するだけ。

　望んでいた平穏な毎日が戻ってきてホッとしている……と言いたいのだけれど、ふと気を抜くと、統とデートした日の色々な記憶が勝手にまぶたの裏に浮かんで、私の胸を締めつけた。電話が鳴ると、もしかしたら統？と、毎回のように思ってしまうし、部屋のチャイムが鳴るとまた彼が突然来たのではないかと、緊張してインターホンのモニターを眺めるのが癖になっていた。

　自分でもばかみたいだと思う。だから、こんな身勝手な気持ちは誰にも話せていない。もともと彼との関係を心配していたカンナにも、打ち明けられるはずがなかった。




　デートから二週間が経ち、六月も下旬に差し掛かっていたその日、仕事中に少し時間が空いた私は外でひとりランチを済ませた後、表参道の本社一階にある美吉ブロッサムの店舗を訪れた。一日に一度は店舗を覗きに行くのが習慣なのだ。

　梅雨真っただ中の今、店のディスプレイの主役は紫陽花の花だ。雨の季節を美しく彩ってくれる風物詩に、たくさんのお客さんが足を止めている。

　手毬のように丸くなってたくさんの花をつける品種や、蕾のように粒々とした両性花の周囲を縁取るように装飾花が咲くガク咲きの品種、外国からやってきた紫陽花には、密集した花の直径が三十センチを超えるものもある。

　それぞれに美しい紫陽花をなにげなく見ていると、ふいに記憶の断片が脳裏をよぎった。

　あれはまだ、私が高校生の頃。ちょうど今と同じ梅雨のある日だった。

　私は学校が終わると毎日のように祖父母の店を手伝っていたけれど、連日の雨でお客さんの数も少なく、少し退屈に思いながら店番をしていた。

　その時訪れたひとりの男子高校生が、私が初めてひとりで作った紫陽花の花束を買ってくれたのだ。背が高くて、キャメルのブレザーにグレーのスラックスの制服を着ていた。

　私が通っている公立高校とそれほど遠くない距離にある私立校のものだ。

　顔をハッキリとは覚えていないもののとてもカッコいい人で、思わずショップカードを渡してしまったっけ。

　表面には小さなブーケのイラスト。裏に店の住所や周辺地図、電話番号が書かれた簡素なショップカードなのに、ラブレターでも渡すかのごとく照れくさかったのを覚えている。

　もしかしたらあれって、私の初恋だったのかも。

「なーにおセンチな顔してんのよ。もしかして、瀬戸山園の御曹司となにかあった？」

「えっ？　う、ううん、そんなわけないじゃない」

　いつまでも店先に佇んで紫陽花を眺めていたら、外出から帰ってきたカンナにからかわれる。瀬戸山の名前に少し動揺してしまい、ごまかすように初恋の思い出について話し出した。

「実は、あるお客さんのために初めて自分ひとりで花束を作った時のことを思い出してたの。その時使ったのが紫陽花だったから」

「ああ、当時も話してくれたよね。松しょう苑えん学園のイケメンでしょ？」

　そういえば、花束を買ってくれた彼の高校はそんな名前だったっけ。私の話を私より詳しく覚えているカンナの記憶力に感心する。

「そうそう。今どこでなにしてるんだろう。名前くらい聞いておけばよかった」

「うーん、あの学園にはエリートしかいないからね。政治家か官僚、医者、弁護士。あとは、海外を飛び回る商社マンとかになってるかもね」

「残念、絶対に接点ない」

　ふたりでクスクス笑いながらビルに戻り、エレベーターで上階のオフィスに向かう。

　私は決してエリートじゃないけれど、素敵な仲間と、ここまで成長させてきた大切な会社がある。もしいつか偶然彼と再会することがあったなら、美吉ブロッサムはこんなに大きくなったんですよと、胸を張って話ができるだろう。




　午後三時前、私は役員会のため会議室に出向いていた。

　カンナと左木くんも時間前に集まってくれたので、雑談の延長で矢代先生の生け花広告に代わる企画について、意見交換をする。内覧会の日に私の営業が不発に終わったことが少し負い目だったけれど、誰も私を責めることはなくすでに前を向いている。

「定期的にワークショップを開催するのはどうですか？　時間に余裕のある年配の主婦向けに」

　左木くんが、さっそく作ってくれた仮の企画書をタブレットで見せてくる。目を通してみると、しっかり練られた内容だった。

「すごいね。時間がない中でこんな素敵な企画を考えつくなんて」

「苑香さんが休暇をくれたおかげですよ。会社でずっとパソコンを睨んでいたら思いつきませんでした」

「えっ。もしかして、この企画書、休暇中に作ったの？」

　左木くんの休暇は昨日までの平日四日間だった。金曜日の今日と土日を組み合わせてもっと長く休んでもいいと言ったのに、仕事が気になるから今日は出てくると言ってきかなかった。それだけならまだしも、休み中にも仕事をしていたなんて。

「結局俺も苑香さんと一緒でワーカホリックなんですよ。睡眠はちゃんととってましたので、あまり目くじら立てないでください」

　左木くんが眼鏡の奥の目を細めて苦笑する。

　まぁ、これくらいなら仕方がないか。私も、休みの日には絶対に仕事のことを考えるな！なんて言われたら、ちょっとつらいし。

「そっか。無理してないならいいの。ハーバリウムとかリース作りはＳＮＳ映えするし、企画部の方に相談してみようか」

　新しい企画を立ち上げる時、立案からすべて企画部が行うパターンもあるし、私たちの方から提案したものを企画部で精査してもらい、採用となるパターンもある。小さな会社だからこその風通しのよさが、私たちの持ち味なのだ。

「今いるスタッフに余裕はないから、外部から講師を招くことになるよね。私、ちょっと予算を見積もってみる」

「よろしく、カンナ」

　美吉ブロッサムの財務担当はカンナである。私も大雑把なお金の流れは把握しているものの、資金調達や余剰資金の運用方法などは、彼女に一任している。

　私の仲間たちは本当に頼もしいなぁと、経営者のくせに呑気なことを考えていたその時、会議室のドアが勢いよく開いた。

　現れたのは右原さんで、なぜか興奮気味に頬を赤く染めている。

「苑香さん、営業部が大口案件を取ってきましたよ！」

「えっ？　大口って……取引先は？」

　百貨店や大型スーパー、駅ビルにまた店を出せるとしたら大手柄だ。カンナや左木くんと目を見合わせていると、右原さんが一枚の書類を手につかつか歩み寄ってくる。

「それが、個人なんです」

「個人？　それがどうして大口なんだ？」

　怪訝そうな左木くんの視線にニッと微笑んだ右原さんは、私たちが囲む円卓の中央に、パンッと勢いよく書類を置いた。

　これは、結婚式の装花の見積書？

　ずらっと項目ごとに金額の並んだ見積書を上から下に眺め、合計額を見て目を丸くする。

「三百万……ずいぶん豪華な結婚式にするのね」

「バブルの時代ならともかく、令和にねぇ」

　同じようにカンナも驚愕している。

　ここ数年、身内や友人だけのささやかな式を希望する夫婦が多くなっていて、装花も最低限でいいと言われることが増えた。十万円以内で済ませる場合もある。

　逆に豪華にしたい場合も、一般的な式であれば五十万円ほどあればかなり華やかな装花を用意できるので、三百万円は破格と言っていいだろう。そんなに豪華な花を希望する新郎新婦っていったいどんな――。

　金額ばかりに気を取られて新郎新婦の名前を見過ごしていたなと、視線をパッと書類の一番上に動かした瞬間、頭の中が真っ白になった。

【新郎　瀬戸山統様　新婦　九条蘭子様】

　見積書にはハッキリとそう記載されていた。

　この装花って、統と蘭子さんの結婚式用？

　そっか。結婚……することにしたんだ。

　私とは恋人でもなんでもなかったし、蘭子さんはもともと彼の許嫁だった相手。彼らが結婚式を挙げるのは、ごく自然な流れだ。大手企業の御曹司と令嬢の結婚なら招待客も多いだろうし、装花が派手になるのも当然といえる。

　だけどどうして美吉ブロッサムに依頼を？

「瀬戸山って……これ、あの御曹司の名前よね。どうして自分のところで花を手配しないのかしら。瀬戸山園にはうちよりずっと立派なブライダル部門があるのに」

　私もカンナとまったく同じ感想を抱いた。敗北宣言するわけではないが、三百万円分の花を確保するのも、式の雰囲気や会場にぴったり合う装花を提案するのも、瀬戸山園の方が確かなノウハウを持っているはず。こんな小さな会社に依頼する理由が見えてこない。

　もしかして、自分をフッた私への当てつけ？

「苑香、大丈夫？　顔色が悪いみたいだけど」

　カンナに声をかけられてハッとする。

　どんな理由で依頼された装花だとしても、個人的な事情は関係ない。統と蘭子さんが本当に結婚するなら、花屋は真摯にふたりを祝福するお手伝いをするだけだ。

「うん、大丈夫。あまりの金額にびっくりしちゃっただけ。右原さん、耳寄りな情報をありがとう。営業部の担当者にしっかりねって伝えて」

「わかりました」

　その時、入り口近くの壁に取り付けられた会議室の内線が鳴った。すぐに立ち上がった左木くんが受話器を取る。

「はい。……社長に？　少し待ってください」

　受話器を手で押さえた左木くんが、こちらを向く。

　私に来客でもあったのだろうか。アポはなかったはずだけど。

　反射的に腰を上げると、左木くんがいつもの淡々とした口調で言った。

「その見積もりを依頼した新婦の方が、今受付に見えているそうです。苑香さん、どうします？」

　蘭子さんが会社に？

　会いたくない、というのが正直な心境だった。しかし、彼女と話してみれば、うちに結婚式の装花を依頼した理由がわかるかもしれない。さっきは一瞬当てつけかとも思ったものの、統はそんなくだらないことをする人ではない。庇うわけじゃないけれど、私がライバルと認める男が、そんな器の小さい人だと思いたくなかった。

「今行くと伝えて。それと会議の続きはごめん、明日以降に変更で」

　左木くんと他のふたりにそう伝え、見積書を手に会議室を後にする。

　蘭子さん……いったいなにをしにここへ来たの？

　微かな胸のざわめきは、廊下を一歩進むごとに大きくなっていった。




　九条百貨店社長のひとり娘。今年の春に大学を卒業したばかりの二十二歳。

　以前統が『子どもとしか思えない』と話していたことも合わせて、私はてっきりきゃぴきゃぴとした落ち着きのない女性を想像していた。

　しかし、応接室で向き合った彼女は意外にも落ち着いた雰囲気の女性だった。背中まであるロングヘアや大きな瞳は色素が薄く、どこか儚げな印象を持つ。

「美吉社長でしたよね。お約束もせずに、いきなりお訪ねしてしまってすみません」

　美しい所作でお辞儀をした彼女に恐縮する。

「いえ、今、ちょうど時間が空いておりましたので。それで、私にどういったご用件でしょう？」

　警戒心をほどき、蘭子さんに笑いかける。彼女もまたにっこりと微笑むと、次の瞬間その笑みをスッと消して、能面のような顔になった。

「いい加減、統さんのことを返してくださいませんか？　今日はそのお願いに参りました」

「え……っ？」

　返すって……どういうこと？　私たち、今はなんの関わりもないはずなのに。

「彼はいまだに私との結婚に関して首を縦に振りません。全部あなたのせいです」

　蘭子さんの豹変ぶりに背筋が冷たくなる。だけど、彼女に責められる筋合いはない。

「なにか勘違いなさっているんじゃありませんか？　私、瀬戸山さんとは仕事上のお付き合いしかありません」

「しらばっくれないでください。統さんはあなたとの結婚を認めてもらえるよう、毎日のように彼のお父様の説得に明け暮れています。どうせあなたが無理に頼んだんでしょう？」

「え？」

　統が、父親を説得しようとしてる……？

　彼女の言うことが本当なら、いったいなにをしているんだろう。

　私との関係は終わったはずじゃないの？

　早く気持ちを切り替えて、蘭子さんを安心させてあげなさいよ……。

「誤解です。私はなにも――」

「統さんと結婚して、このちっぽけな花屋を瀬戸山園の子会社にしてもらうとか、そういう魂胆なんでしょう？　卑怯です、統さんの優しさを利用して」

　一方的な決めつけで話を進める蘭子さんに困惑する。

　彼に求婚されて悩んだ事実はあるけれど、会社とはなんの関係もないことだ。

　瀬戸山園の子会社になるなんて、少しも考えたことはない。むしろ、ライバルに助けてもらうなんてまっぴらごめんだ。私は自分の力でこの会社を成長させたい。

　九条百貨店との取引をダシにして、彼に結婚を迫るあなたとは違うのだ。

　せっかく大きな仕事を持ち込んでくれた相手だが、言われっぱなしはどうも性に合わない。彼女を不愉快にさせるのを覚悟で、私は小さく息を吸った。

「もしも私にそんな思惑があったとして、あなたに責める権利があるんですか？　瀬戸山社長とのご結婚には、九条百貨店と瀬戸山園との業務上の結びつきが関係していると伺っています。そういうのを、政略結婚と呼ぶのでは？」

　蘭子さんの頬が、かぁっと赤く染まる。私だって好き好んで彼女に意地悪を言いたいわけではないが、先にこちらを侮辱したのは彼女の方だ。少しくらい言い返される覚悟はできていたはずよね？

「あなたと私では立場が違うわ。私と統さんの結婚は、両家の親も熱望しているの」

「だけど、肝心の瀬戸山社長はそれを望んでいない。違いますか？」

「……なんなのアンタ。何様のつもり？」

　蘭子さんの唇が悔しさでぶるぶる震えている。私をアンタと呼び始めたことからも、彼女の怒りのボルテージが上がっていることが窺える。統が彼女を子ども扱いしていたのは単に年齢が若いからというだけではないのだろうと、今になって理解した。

「私は関係のない第三者ですから、客観的事実を述べたまでです。先ほどあなたがおっしゃった子会社がどうのという話も、身に覚えがありません」

「と、とにかく……！　あなたは私たちの結婚式のためにただ花を用意してくれればいいの。花屋ってそういうものでしょ？　主役になろうだなんておこがましいったらないわ。それを伝えたくて今回装花をお願いすることにしたんだから、ちゃんと用意してよね！」

　私の返事を待たず、蘭子さんはスッと立ち上がって応接室の扉へ向かう。去る前にキッと私を睨みつけ、乱暴に音を立ててドアを開閉した彼女を、やっぱり若いなぁと思った。

　……そんな彼女に意地悪く反論した私も、大人げなかったけど。

　ソファに深く背を預け、ふう、とため息をつく。

　言いたいことを言ったとは思うけれど、胸がスッとするどころか後悔ばかり残っている。

　本当は蘭子さんに嫉妬されるような立場じゃないのにあんなふうに彼女を責めて……本当に、何様だよって感じだ。

「……仕事しよ」

　両手でぱん、と自分の太腿を叩いて立ち上がる。

　彼らの政略結婚がどうなろうと私がもうその物語に加わることはないんだから、考えるだけ時間の無駄だ。




　午後八時頃にマンションに帰宅した。

　カンナに飲もうと誘われたものの、蘭子さんとやり合ったことで精神的に疲れているのか気分が乗らず、今日のところは断った。

　サンルームの植物たちに癒やしてもらおう。

　そんなことを思いながら、マンションの共用玄関に向かう途中。玄関先の植え込みに、ひとりの男性が座り込んでいることに気づく。

　パーカーのフードを目深にかぶって俯いている姿が少し不審で、目を合わせないよう早歩きで彼の前を通り過ぎようとしたその時。

「……苑香さん？」

　聞き覚えのある声に呼び止められ、ぴたりと足を止める。

　まさか、今のって……。

「遼太、くん……？」

　半信半疑で振り向くと、彼がスッとフードを外す。

　キャラメルブラウンの少し長い前髪から覗く、子犬のように濡れた瞳。女性のようにきめ細やかな白い肌。電話で一方的に別れを告げられてから一度も会っていなかった遼太くんが、なぜかそこにいた。

「どうしてあなたがここに？」

「……事務所、解雇された」

「えっ？」

　信じられない発言に目を見張る。

　遼太くんは今にも泣き出しそうな顔で私を見上げた。

「今日の芸能ニュース見てない？」

「う、うん……見てないけど」

「ちょっと、女優さんたちと遊びすぎたのバレちゃって、それが今日発売の週刊誌に載ったんだ。もう俺、完全にワルモノ」

「遊びすぎたって……どの程度？」

　芸能界にそれほど詳しいわけではないけれど、女性関係で解雇されるというのはあまり聞いたことがない。暴力や薬物など、違法なことに手を染めたならわかるけれど。

「わりと人気の女優さんたち、五人同時に手を出してたんだ。その中に既婚者がいたのも問題になって」

　……想像のはるか上を行く下衆っぷりに絶句する。

　だいいち、彼にはお付き合いしている年上の女性がいたはずではなかったか。

「私と別れた時に付き合っていた人はどうしたの？」

「あー、その人はセフレ。時々お小遣いもくれるいい人だったんだけど、段々俺を束縛するようになってきたから、うざくなって別れた」

　ちょっと待って。束縛するようになったから、うざくなってって……。私を振った理由とまったく逆じゃない。しかも、彼女との関係はセフレ。遼太くんが次の恋人と幸せになれますようにと願った私はなんだったんだろう。今さら怒る気にもなれず、ただ脱力する。

「それで、なんでここに？」

「そりゃもちろん、苑香さんに会いに来たに決まってるじゃん。見ての通り弱ってるんだよ、俺。その上自分の家のそばにはまだマスコミがウロウロしてるし、匿ってくれない？」

　遼太くんの手が、私の服をきゅっと掴む。

　付き合っている時は、『しょうがないなぁ』なんて言いながらも、遼太くんにこうして頼られるのがうれしかった。でも、彼への信頼が跡形もなく崩れ去った今では、大人のくせになにを甘ったれているんだろうとため息をつきたくなるだけだ。

「ごめんなさい。私、もう遼太くんの力にはなれない」

　きっぱりと言って、彼の手をそっとほどく。

　遼太くんに対してすっかり未練がなくなっている自分にホッとした。

「苑香さん、新しい彼氏いるの？」

　彼に背を向けエントランスに向かおうとしたら、引き留めるようにそう聞かれた。

　一瞬だけ統の顔が脳裏をよぎったが、すぐに打ち消す。彼は他人だ。

「別にいないけど」

　首だけ遼太くんの方を振り向いて答えた。

「だったらいいじゃん。家に置いてくれるなら、寂しがりの苑香さんのこといっぱい癒やしてあげる。俺が出てる湿布のＣＭ見たことある？　あんな風にさ」

　植え込みから腰を上げた彼が甘い目をしてじりじりと近づいてくる。

　そして、私の背後に立つと、両腕を広げた。その動作が、女性が遼太くんにバックハグされている例のＣＭのワンシーンと重なる。

　本能的に〝嫌だ〟と思ったが逃げ出す隙がなく、身を硬くしながらギュッと目を閉じる。蘭子さんは女性だったから口だけで勝てたけれど、男の人はそうはいかない。

　本当は抵抗したいのに、恐怖で身動きひとつ取れずにいたその時だった。

「中路遼太。仕事を失ったにもかかわらず、まったく反省していないようだな」

　ここにいるはずのない人の声がして、思わず目を開ける。

　嘘……。どうして？　二度と私には関わらないはずじゃ……。

　近づいてくる足音の方へ視線を向けると、片手をスラックスのポケットに入れて不機嫌そうな顔をした統がそこにいた。

「……どちらさまですか？」

　遼太くんが怪訝そうに呟くと、統は呆れたように鼻を鳴らして笑った。

「仕事相手の顔も覚えていないとはな。といっても、きみとの契約などとっくに切れているが」

「契約が切れて……あっ。せ、瀬戸山、社長……っ」

　青ざめた遼太くんがぽつりと呟く。瀬戸山園のイメージキャラクターを務めた件でふたりは顔見知りだったようだが、遼太くんは統の顔を忘れていたらしい。

「苑香から離れろ」

　短いひと言だが、統の声には有無を言わせない迫力があった。

　遼太くんは気まずそうに唇を噛みつつ、言われた通りに私から距離を取る。

　静かに歩み寄ってきた統が、私を背に庇った。彼に守られる理由はないと思うものの、安心感が自然と胸に広がる。

「あ、あの……苑香さんと、どういうご関係で？」

　上擦った声で遼太くんが尋ねた。

「すでに彼女と別れている無関係な人間に説明する道理はない」

　冷徹とも感じるほどの返答だった。

　遼太くんはすっかり戦意喪失したようで、「そ、そうですね」と気弱な声を出している。

「昨年、きみをイメージキャラクターに使用してしまったのは瀬戸山園にとって痛恨の極みだ。たった一度のブレイクで天狗になり、女性にチヤホヤされるたびにそのみっともない鼻を伸ばし続けた結果がこれだ。当時の自分の判断を呪うよ」

　遼太くんの素行不良は、今に始まったことじゃなかったの？

　彼が瀬戸山園のイメージキャラクターになった頃から問題視されていたなら、交際中も私の知らないところで遊んでいた可能性が高い。

　思えば、例年であれば数年は同じタレントが起用される母の日のイメージキャラクターに遼太くんは今年選ばれておらず、別のタレントに変わっていた。自社のブランドイメージを傷つけないために統が手を回したのかもしれない。

　私の元恋人が遼太くんだと知った時も、統は『男を見る目がなさすぎる』と言っていた。その理由は教えてくれなかったけれど、それが女性関係のことだったなら、失恋したばかりの私を傷つけまいと黙っていたのも頷ける。

　……こう見えて、優しい人だから。

「そ、その節は大変ご迷惑を……あの、そろそろいいですか？　俺、帰って仕事を探さないといけないので」

　居たたまれなそうに、遼太くんが言う。さっきまで私の家に転がり込む気だったくせに、仕事探しだなんて調子がいいにもほどがある。

「待て。二度と苑香の前に姿を見せないと約束しろ」

　遼太くんはそろりそろりとこの場を離れようとしていたが、統が鋭い口調で彼を引き留める。ビクッと肩を揺らした遼太くんは、観念したようにこちらを向いて頭を下げた。

「すみませんでした。もう、ここには二度と来ません」

「本当だな？　もしまた苑香に接近するようなことがあれば、どんな手を使ってもお前を社会的に抹殺する」

　遼太くんの眼前まで歩み寄った統が、容赦のない言葉をかけて彼を冷ややかに見下ろす。

　統と目が合った遼太くんはひゅっと息をのみ、無言でこくこく何度も頷いた。そして、この場にいるのが耐えられなくなったように早足で逃げて行った。

　ようやく気が済んだらしい統が、私のそばに戻ってくる。

「大丈夫か？」

「う、うん。……ありがとう」

　どうして彼がここに居合わせたのかわからない。だけど、助けてもらえたのは素直にありがたかった。小声ではあるが、きちんと統の目を見てお礼を言った。

「部屋の中までは入らないから、玄関まで送らせてくれないか？　オートロックも万能とは言えないし、きみが部屋に入るまでちゃんと見届けないと心配だ」

　統があれほど威嚇したから大丈夫だとは思うけれど、用心するに越したことはない。

　それに、ほんの少しだけど恐怖がまだ残っていた。ひとりでマンションの通路を歩くのは心細い。

「ごめん。お願いしてもいい？」

「ああ、もちろん」

　統と連れ立って、ようやくマンションの中へ入る。

　私の部屋までは一分もかからないけれど、彼が隣にいてくれるだけで張り詰めていた気持ちが緩んでいくのがわかった。……今さらだけど、統の隣はやっぱり安心する。

　あっという間に部屋の前まで来たものの、別れるタイミングがわからなかった。

　助けてくれたのに、すぐに帰してしまうのも心苦しい。

「あの……よかったら、お茶でも淹れるけど」

「ひとりになるのが怖いか？」

　そう尋ねる統の瞳は優しげだ。遼太くんと同じ男の人でも全然怖くない。

　そう思ったら、素直な返事が口からこぼれた。

「……うん」

「わかった。じゃあお言葉に甘えて上がらせてもらうよ」

　ふわりと心が浮き上がる感覚がした。まるで彼と一緒にいられることを喜んでいるみたいに。

　彼とはもう関わらないって、誰とも恋なんかしないって、決めたのに。

　……恋？　いやいや、断じて違う。危ないところを助けてもらったから、今だけちょっと絆されているだけだ。

　キッチンで紅茶を淹れながら、騒がしい胸をなだめる。なんとか気を取り直すと、正面のカウンターに座る統にずっと不思議だったことを尋ねた。

「そういえば、どうしてうちのマンションのそばにいたの？」

「仕事が終わって、ちょうど苑香に連絡しようとしていたところだった。スマホを手に取ったら中路遼太のニュースが目に入ったんだ。芸能界からそっぽを向かれた彼が頼るのは、もしかしたら苑香かもしれないと思って気を揉んでいた。それで、会社を出る前に一度美吉ブロッサム本社に電話をしてみた」

　どうして私に連絡しようとしたんだろう。

　本当はそこが気になったけれど、素直に聞けなくて別の質問をする。

「会社に？」

「ああ。個人的にかけたら出てもらえないかもしれないからな」

　統が自嘲するようにふっと笑う。私には一度拒絶されているから、彼なりに気を遣ったみたいだ。

「対応した受付の女性に、社長はもう帰ったと聞かされた。それで、家に向かうしかないなと思ったんだ。何事もなければそれでいいし、もしも本当に中路がきみのもとを訪れていたとしたら、きみを守りたかった」

「そうだったんだ……」

　ストレートに『守りたかった』だなんて言われて困ってしまう。しかも、彼は本当に危機一髪のところで駆けつけて、私を守ってくれた。彼の好意にずっと応えられず、かわいげのない対応ばかりして、指輪も合鍵も返してしまうような女なのに……どうして今でもそんなに気にかけてくれるのだろう。

　切ない感情で胸が詰まるような感覚がして、目を閉じる。と、同時に、昼間目にした装花の見積書が、まぶたの裏にふと蘇った。

　そうだ。彼と蘭子さんの結婚のこと。祝福の花を用意する立場として、きちんと知っておきたい。

「統、蘭子さんと結婚するの？」

　彼の前に紅茶のカップを置き、自分も隣に腰かけながら尋ねる。

　気丈に振舞ったつもりだが、少し声が震えた。おずおず視線を上げて彼を見ると、統は怪訝そうに眉根を寄せている。

「どうしてそうなる？　彼女と結婚するつもりはないと、前に話したはずだ」

「だって、今日頼まれたのよ、蘭子さん本人に。あなたたちの結婚式のためにって、三百万円分の装花を」

「そんなはずはない。俺は――」

　彼が強めに否定している最中、スマホの着信音が鳴る。

「またか……どうして苑香と大事な話をしている時に限って」

　少し苛立ったようにポケットからスマホを出した統は、小さくため息をついてから応答する。

「……はい」

　話が中断している間に心を落ち着かせようと、私は自分の紅茶に口をつける。

　ダージリンの上品で爽やかな香りが鼻から抜けて、ホッと小さく息をつく。

「蘭子さんがそっちに？」

　珍しく、統が焦った声を出した。その様子が気になってしまい、私もカップをソーサーに置いて彼が電話する様子を見つめる。

「俺のいないところで勝手に話を進めるのはやめてくれ。何度も言ったはずだが、俺は自分の決めた相手と結婚する。今だって、彼女と一緒にいるんだ」

　統は頭痛をこらえるように額を手で押さえている。会話の内容から察するに、電話の相手はご家族だろうか。蘭子さんの言った通り、彼以外はふたりの政略結婚を望んでいる。相手の声までは聞こえなくても、そんな雰囲気が伝わってくる。

「電話じゃ埒が明かないな。今からそっちへ行く。直接話そう」

　通話を終え、耳からスマホを離した統が私にすまなそうな目を向ける。

「父と話すために実家へ行ってくる。一緒にいてやれなくてごめん」

「き、気にしないで。私なら大丈夫だから」

　来たばかりなのに帰ってしまうんだ――と、一瞬思ってしまった自分に気づいて慌てる。

　決して寂しいとかそういうのではなく、遼太くんに迫られた恐怖のせいだと思うけれど。

「大丈夫じゃないだろ」

　統は椅子から下りてこちらに歩み寄ると、座ったままの私の背中を引き寄せ、強く抱きしめた。

　これ以上甘やかさないでほしいのに、彼の腕の中はどうしてか心地よくて、抵抗することができない。胸の奥がきゅうっと締めつけられた。

「意地っ張りのきみでも俺を部屋に誘いたくなるくらい、心細かったんだろ？　そういう時は素直に甘えればいいんだ」

　トントン、とあやすように背中を叩かれて、この人はなんでもお見通しだなと思う。

　だけど、居心地がいいからっていつまでも彼を繋ぎ止めているのはよくないよね。

　政略結婚を提案されるほど周囲からパートナーを望まれている統の大切な時間を、恋愛も結婚もするつもりがない私のために無駄にしてほしくない。

　ライバルだなんてずっと言ってきたけど、彼の方がずっとできた人で魅力に溢れていることはとっくにわかっている。だから、もう振り回したくないのだ。こんな私、彼に相応しくないから。

　私はそっと彼の胸から顔を上げると、小さく息を吸った。

「ねえ統。もう、私と結婚しようとしてくれなくていいよ」

　そうすれば、家族の説得など必要ない。蘭子さんだって喜ぶ。

　彼女は綺麗な人だし、性格がきつそうに見えたのは私が目の前にいたからであって、統の前ではいい妻になるつもりだろう。彼が気にしていた年の差も、一緒に生活するうちにきっと気にならなくなる。

　統が蘭子さんとの結婚を決断してくれれば、私だって心から祝福の気持ちを持って、結婚式の装花を用意できるから。

「……どういう意味だ？」

　統が微かに眉根を寄せ、私の瞳をジッと覗いた。彼のまっすぐな視線に心が揺らぎそうになるけれど、勇気を出してその目を見つめ返す。

「あなたが私を気にかけてくれてるのって、たまたま誕生日に失恋して泣いてる私のそばにいたのが始まりでしょ？　でも、その件からはもう立ち直ってるし、仕事が忙しくて後ろを向いている暇なんてない。同僚たちにも恵まれてるから、夫や恋人がいなくたって孤独を感じる必要もない。統が思うほど弱い女じゃないよ、私」

　だから心配はいらないのだと伝えるように、ぴっと背筋を伸ばして胸を張る。

　統はしばらく真剣な目をして私の言葉を吟味していたようだけれど、そのうちふうっと息をつき、苦笑を浮かべた。

「苑香は全然わかってない」

「えっ？」

　わかってないって、なにを？

「俺はきみを哀れんだり、孤独を紛らわせてやろうと思って今まで一緒にいたわけじゃない。俺自身がきみといたいと思ったからそうしたんだ」

「統……」

　同情で一緒にいてくれたとでも思わなければ、統のことを吹っ切れそうにない。

　そんな私の弱さも狡さも、彼はお見通しだったようだ。

　統はぐるりと部屋を見回した後、もう一度私を見た。

「この部屋に来るたび、俺がどれだけ理性を総動員してきみに襲いかからないよう自分を抑えていると思う？　もっと強引に迫ってきみの全部を奪ってしまえたらと、何度も想像している。でも俺はそうしない。一番欲しいのは、苑香。きみの心だから」

　ドキン、と激しく胸が高鳴った。ふたりきりでデートをした時でさえ、彼はここまで気持ちをさらけ出していなかった。言わなくても伝わっていると思っていたのかもしれない。

　私だって少しも察していなかったわけではないけれどわざと気づいていないふりをしていた。真正面から受け止めたら、自分の気持ちがどうなるのかわからなくて怖かった。

　だから、鍵も、指輪も返したのだ。

　これ以上彼のまっすぐな想いを知ってしまったら、私は――。

　不安定に瞳を揺らし、おそるおそる彼を見る。

　統はすでに覚悟を決めたように、凛とした表情で私を見ていた。

「単なる同情でそばにいるんだと思われたくない。俺は、きみのことが好きだ」

「統……」

　なんと返事をしたらいいのだろう。ただ胸が痛くて、これまで抑えてきた感情が溢れ出しそうになる。

　だけどやっぱり、恋愛で傷つくのが怖いという思いが拭えない。

　いつか統の心が離れるのなら、最初から彼の手を取らない方がいいのではと思う自分もいる。自分の殻にこもって、仕事だけして、いつでも味方でいてくれるカンナたちと夢を追い続けるだけでも、私は十分幸せなんじゃないかって……。

「返事は今じゃなくていい。九条のお嬢様とのことをちゃんと片付けて、苑香を迎えに行ける状況になったら、もう一度きみに想いを伝えるから」

　ポン、と私の頭に軽く手を置いた彼は、「そろそろ行くよ」と言って、扉の方へ向かう。

　廊下に出た彼になんとなくついていき、玄関で靴を履く後ろ姿を見つめながら、私はぽつりと頼りない声を出した。

「でも、私……そんなに想ってもらう資格ない。中途半端なことをして、あなたを待たせてばかりいるのに」

　革靴を履いた彼が、こちらを振り返る。スッと伸ばされた手が頬に添えられ、軽く顔を引き上げられると、彼の強い眼差しに射貫かれた。

「資格？　そんなもの、苑香がありのままの苑香でいるというだけで十分だ」

　臆病な私の心に自信を与えてくれるような、力強い言葉。どこまでもまっすぐな統の想いに、胸が熱く震える。

　彼の気持ちに応えて両想いになれたらどんなに幸せだろう。

　考えないようにしていた彼との未来に、ひと筋の光が差す気がした。

「……ありがとう。ゆっくり、自分の気持ちと向き合ってみる」

「ああ。なにかあったら連絡して。中路のこともまだ心配だし、苑香に呼び出されればどこへでも飛んでいく」

　忙しい彼にそんなこと無理だろうと思う反面、統なら本当に駆けつけてくれそうな気もした。彼の気持ちをそれほど信じているのだ。自分の心境の変化に少し驚いた。

　統が出て行き部屋にひとりきりになると、遼太くんが突然訪問してきた恐怖よりも、統からの告白に心が乱されているのを感じた。

　ソワソワする心を落ち着かせようとソファでクッションを抱いてみるが、激しく波打つ鼓動は止まない。そのまま横になって目を閉じると、まぶたの裏に浮かぶのは統の顔ばかりだった。

　もう、自分の気持ちをごまかすのも限界なのかもしれない。

　抱きしめたクッションに顔を埋めた私は、体の内にこもった甘い熱を吐き出すように、はぁっと息をついた。










紫陽花の記憶――side統




　緑に囲まれた八はち王おう子じの病院。学校帰りに電車とバスを乗り継いでそこを目指すのが、高校三年生として春を迎えた俺の習慣だった。

　質の高い終末期医療を受けられるその病院は、父が母のために探してきた場所だ。

　息子の俺から見ても、父は本当に母を溺愛していたと思う。独身だった頃の父には、瀬戸山園の経営拡大をはかるため政略結婚の話もあったようだが、頑なに受け入れなかったと聞いている。

　その理由は、子会社のいちアルバイトとして瀬戸山園の花屋に勤めていた母にひと目ぼれをし、どうしても一緒になりたかったからだそうだ。

　父方の親族から多少の反対はあったようだが、父の猛アプローチの甲斐あって、ふたりは晴れて夫婦になる。新婚時代から俺が生まれて十数年は、言葉通り蜜月を過ごしていたようだ。

　もちろん、その後ふたりの愛情が冷めたというわけではない。

　ただ、俺が高二の冬に母に婦人科系のがんが見つかった。

　父は金と人脈を駆使して母の治療ができる医者を探したが、どんなに腕のいい医者にだって、治せない病はある。母のがんは、それほどステージが進行していた。

　余命は長くて次の夏までという、非情な宣告だった。

「見て、統。綺麗でしょう。お父さんが持ってきてくれたのよ」

　母のために用意された病院の特別室には、いつも新鮮な生花が飾られていた。

　その日見せられた花は、ピンク色のスイートピー。綺麗だとは思ったけれど、ただそれだけだ。

　思うように食事ができない母に食べ物を渡すことはできず、母が好んでいたレモン水を時々作ってあげるくらい。病気になる前好きだった本を読むことも、文字を追うだけで疲れてしまうために不可能。見舞いとして渡せるものは花くらいしかないのは俺にもわかっている。

　しかし、花が母の病気の進行を遅らせるわけではないと思うとやるせなかった。

　それに、俺が渡さずとも父が欠かさず花を用意し、自分が見舞いに行けない時は部下に必ず届けさせていたから、俺からの花は別に必要ないだろうとも思っていた。

「……うん。綺麗だな」

「本当に思ってる？」

「思ってるよ。ただ、先週見た花とどう違うのかわからないけど」

「統ったら。こないだのはカーネーションよ？　全然違うじゃない」

　父と結婚してからは専業主婦だった母だが、元花屋店員なだけあって、花には詳しかった。もっとも、スイートピーとカーネーションの違いは、花に詳しい者でなくてもわかるレベルのことだが。

「同じピンク色だっただろ」

「色だけじゃない。もう、そんなにお花に興味がなくて、瀬戸山園を継げるの？」

「……大丈夫だよ」

　俺は幼い時から瀬戸山園の後継者として育てられてきたが、重くのしかかる周囲からのプレッシャーには正直げんなりしていた。その上、花というものに興味が持てず、花屋という商売にも魅力を感じない。

　俺のような境遇でなくても進路について悩む高三という時期を迎え、本当に将来父の跡を継ぎ瀬戸山園の社長になるのかと、自問自答する日々だった。

　しかし、それを正直に母に伝えたら心配をかけてしまう。だからとっさに〝大丈夫〟と答えたのだった。




　春は比較的病状が安定していた母だが、六月を過ぎ梅雨の時期を迎えると、つらそうな顔をしていることが増えた。

　俺が見舞いに行ってもあまり喋れず、静かにふたり、窓に当たる雨の音を聞く。

　花瓶には父の部下が届けたバラの花が飾ってあったが、自慢する元気もないようだった。

　この状態で、夏まで生きられるのだろうか。

　そう心配になってしまうくらい、衰弱しているように見えた。

　そんな母を見るのが父もつらかったのだろう。仕事の忙しさを理由に、母を見舞う頻度が減っていた。母が元気な頃は、俺のいる前でも平気で母を抱きしめたりキスしたりするほど溺愛していたのに……だからこそ、つらいのだろうか。相変わらず花だけは贈っていたから、それが父の精一杯だったのかもしれない。

　父が来ない代わりに、俺が面会時間いっぱい母の病室にいて、帰る時には「また来るよ」と声をかける。それしか自分にできることはないと思っていた、ある日のことだった。

「統……」

「どうした？」

　久々に母が名前を呼んでくれて、うれしく思いながらベッドを覗き込む。

　母の目は窓の方へ向けられていて、どんより暗い空を見ながら小さく口を動かす。

「紫陽花がね……綺麗だったの」

「紫陽花？」

　突然脈絡のない話をされ、首を傾げる。その頃、頻度は少ないものの『せん妄』という幻覚や妄想の症状が母にあると看護師に聞いていて、症状が強い場合はナースコールするよう言われていたので不安になる。

「お父さんと……鎌かま倉くらに行ってね」

「うん。いつの話？」

「結婚する前よ……。その、綺麗な紫陽花に囲まれてね、プロポーズ、されたの」

　それは、まだ母が元気な頃にも聞いたことがある両親の思い出話だった。

　幸せだった時代を懐かしんでいるのだろうか。ただの昔話ならいいが、死期が近いことを暗示しているようでもあり、胸が締めつけられる思いがする。

「もう一度……あそこに行けたらな」

　子どもみたいに純粋な目をして、母がぽつりと呟いた。

　一カ月ほど前に自宅に帰ったきり、母は外出できていない。

　その時もかなり無理を言って実現させたので、病状がさらに悪化している今の母が鎌倉に行けるとは到底思えなかった。

　でも……どうにか母の願いを叶えたい。せめて、紫陽花を見せるだけでも。

　そういえば、両親の思い出の花なのに、この病室では一度も紫陽花の花を見たことがない。父も落ち込んでいるから、思い出の花をあえて避けているのだろうか。

「俺、今度花屋で紫陽花を探してくるよ」

　母を喜ばせたい一心で言うと、母の表情が弱々しくも、笑顔と呼べる穏やかなものに変わる。しかし、たくさん喋ったせいで疲れたのだろう。「ありがとう」の言葉はほとんど声にならない吐息だった。

　それでも久々に母の笑顔が見られたことが、俺にはうれしかった。




　母に残された時間は少ないため、翌日の学校帰りに俺はすぐ紫陽花を買おうとした。

　花屋にも色々あるが、俺が足を向けたのは、母が以前勤めていた瀬戸山園の子会社が運営するショップ。店員には顔見知りも多く、母の病気のこともみな知っていた。

「あら、統坊ちゃん。これからお母さんのお見舞い？」

　店を覗くと、俺の姿を見つけた女性店員が出てきてくれる。ずっと花屋ひと筋の六十代で、気さくな人だ。〝坊ちゃん〟と呼ばれることだけが煩わしかったが、今はそんなことを言っている場合ではない。

「紫陽花が欲しいんです。母のお見舞いに」

　店頭にはたくさんの紫陽花が咲き乱れていたが、俺にはどれが適当なものかわからない。それでも、プロの花屋に任せればぴったりの紫陽花を探してくれるだろうと思っていた。

「紫陽花……坊ちゃん、それはダメなのよ」

「えっ？」

「お見舞い用の花には色々なタブーがあってね。とくに瀬戸山園では、ご病気の方が不快な思いをしないように、縁起が悪いとされている花は売らない決まりなの」

　俺は呆気に取られて目を瞬かせる。

　お見舞いの花に決まりがあるなんて知らなかった。

「とはいえ、たとえば軽い怪我で入院している患者さんなら、私もここまで言わないけどね。奥様のような、重い病気にかかられている方に贈る花には、より気をつけた方がいいわ。紫陽花はとても綺麗だけど、飾っているうちに花が色褪せてしまうの。その様子を、限りある自分の命と重ねてしまったらと思うと……坊ちゃんもつらいでしょう？」

　女性店員がそう言って暗い顔をすると、俺はもう紫陽花が欲しいなんて言えなくなった。

　ただ、納得できない思いも胸の内でくすぶる。

　患者本人が欲しいと言っているのにダメだなんて。逆に縁起がよいとされている花を渡したところで、母の寿命が延びるわけでもないんだろう？

　そんな問いが頭の中を駆け巡ったが、それを女性店員に直接ぶつけるのは意地が悪いことだと自分でもわかった。彼女だって、かつて同僚だった母の病状に胸を痛めているはずで、だからこそ花の選び方にも慎重になっているのだから。

　その後、他の花を勧められたものの買う気にはなれず、俺は結局なにも買わずに店を出た。

　知り合いのいない花屋に行って、見舞い用だとは言わずに紫陽花を買うことも考えたが、瀬戸山園で売っている上質な花を見た後では他の店の花をあまり魅力的に感じず、軽く眺めては素通りする。

　途中で雨も降ってきたため、今日のところは紫陽花をあきらめて母のお見舞いに行こうかと思いかける。

　それでも、もし母が俺の言葉を覚えていて、紫陽花を楽しみにしていたら……。

　駅に向かおうとしていた足が、ぴたりと止まる。

　あと一軒だけ回って、それでもダメなら日を改めよう。そう決めて、再び徒歩で花屋を探し始めた。

　徐々に雨脚が強まってくると挫けそうになったが、母の喜ぶ顔を思い浮かべて歩き回り、ようやく小さな花屋を見つける。

　レンガ調の外壁に、扉は大きなガラス張り。入り口の上にかかった看板には『美吉ブロッサム』と書いてあった。日差しや雨を避けるシェードの下に、色とりどりの紫陽花が並んでいる。

　梅雨の時期だからどの店も目立つ場所に紫陽花を置いていたが、この店の花が今までで一番生き生きして見えた。花の色は濃く鮮やかで、葉は先端までぴんと伸びている。こんなに元気そうな花なら、母も喜ぶかもしれない。

「紫陽花をお探しですか？」

　その時、店員らしき女性が店の中から出てきた。

　高校生だろうか。白いワイシャツと紺のプリーツスカートにエプロンを着けた姿で、年は俺よりも年下に見える。ここでアルバイトをしているのかもしれない。

　同年代に花を買いに来たと思われるのが気恥ずかしくて、俺は少し狼狽えた。

「いや……別に」

　ついそっけない反応をしてしまうが、彼女は気にせずに紫陽花の花を見下ろして微笑んだ。

「紫陽花って、透明なガラスの花瓶に生けるととっても綺麗なんですよ。色が違うものを組み合わせてもいいし、一輪挿しでも素敵です」

　買うとは言っていないのに、丁寧に説明してくれる。その口ぶりから、彼女が花を心から愛していることが伝わってくる。瀬戸山園を継がなくてはならない俺よりもずっと。

「……でも、病人の見舞いには向かないだろ？」

　黙っていればよかったのに、気が付いたら俺はそう口にしていた。

　彼女は少し考えて、俺に尋ねる。

「お見舞いを渡す相手の方、紫陽花がお好きなんですか？」

「ああ。だけど、他の花屋で買おうとしたら止められた。見舞いの花には向かないと」

　きっと花屋にとっては常識的な知識なのだろう。俺は不勉強で知らなかったけれど、高校生ながら堂々と店に立つ花好きな彼女にもきっと当たり前の話。

　瀬戸山園のショップで言われたように反対されるに違いないと、思わず目を伏せていたその時だ。

「縁起が悪いかも、なんて考えを吹き飛ばすくらいの綺麗な紫陽花の花束を作ってみましょうか。鉢植えは避けるにしても、切り花ならアリかもしれません」

　意外な提案をされ、咄嗟に返事ができなかった。

　黙っている俺に構わず、紫陽花のバケツのそばにしゃがんだ彼女は、軽く悩みながらもいくつかの紫陽花を手に取る。ピンク色を基調に、小さな手毬のように咲いた品種や、花火のようにも見える紫陽花を選び、手の中でサッと花束を作っている。

「うん、いいかも。他の花を交ぜるのはオッケーですか？」

「あ、ああ」

「でしたら、より元気いっぱいの色味のオレンジのバラと、カスミソウも入れましょうか。あとガーベラも」

　俺が口を挟む隙もなく、素早く花束を作っていく彼女。その目は真剣で、俺は女性に、しかも年下と思われる相手に対して初めて〝カッコいい〟という感想を抱く。

　彼女の手の中で完成されつつある紫陽花の花束も、言葉通り生命力に溢れるような出来栄えだ。いったいこの子は何者なのだろう？

　その仕事ぶりに圧倒されていたら、彼女がふと焦ったような表情になった。

「す、すみません……。まだ、ご予算を聞いてませんでしたよね。それに、勝手に花束を作るなんて出過ぎた真似でした。私、この店をやっている夫婦の孫というだけで正式な店員ではないんです」

　単なるアルバイトではなく、店主夫妻の孫だったのか。どちらにしろ、花屋という存在が身近であることに、親近感を覚える。しかし一方で、彼女と俺は圧倒的に違うとも思った。

　家業を継ぐ覚悟が決まらず花のことを詳しく知ろうともしない俺に比べ、彼女は真剣に花と向き合っている。そして、俺という客にも。

　花屋としてのセオリーにとらわれることなく、俺が求めている理想の花束を鮮やかな手つきで作る彼女が眩しく、その姿に強く惹かれている自分に気づく。

　ただ、今日が初対面でまだ名前も知らない彼女に対していきなり行動を起こそうとは思わなかった。母のことも心配だし自分の進路も決めかねていた俺は、浮わついた感情に身を任せる気分にはなれなかった。

　それでも、彼女の素晴らしい仕事に対しては敬意を払いたい。

「この花束、包んで」

「えっ？」

「買うって言ったんだ。それとも、ラッピングはお祖父さんかお祖母さんに頼まないとできないのか？」

　彼女に限ってそんなはずはないと確信しながら問いかける。すると、思った通りに彼女はぱぁっと表情を明るくした。

「できます！　今すぐに！」

　彼女はレジ台の横にあるラッピング用のスペースで、すぐに作業を開始した。

　長さを揃えた茎をしっかりと紐で固定し、先端の処理。俺がこれから雨の中病院に行くことに配慮して、防水のラッピングペーパーを選んでくれた。ふんわりとしたオレンジ色のラッピングペーパーの上にセロファンを重ね、中央に綺麗なギャザーを作ると、中央には爽やかな黄緑のリボンを飾る。

「こちらでいかがでしょうか……？」

　完成した花束を俺に見せる彼女はとても緊張しているようだったが、文句のつけ所などひとつもなく、俺は思わず笑顔になった。

「すごく綺麗だ。ありがとう」

　今日、この店に花を買いに来てよかった。これなら母も喜ぶだろう。

　ブーケバッグに入れてもらった花束を見下ろし、つい口元がほころぶ。

　店のガラス戸から外を覗くとまだ雨が降り続いていたが、気持ちは晴れやかだった。

　店を出る時には彼女がショップカードをくれて、本人の個人情報が書いてあるわけでもないのに繋がりができたようでうれしかった。

　またここへ花を買いに来ようと心に決め、傘を差して外に出る。

　もちろんすぐに母のいる病院へ向かった。




「統。雨なのに来てくれたの？　学校だって忙しいのにごめんね」

　病室を訪れた俺に、母はすまなそうな顔をした。手元のリモコンでベッドのリクライニングを軽く起こす。母が自分でその操作をする時は、比較的体調のいい時だ。

「そんなの、家族なんだから気にするなよ。それよりほら。母さんが見たがってた花」

　ブーケバッグの中から、注意深く花束を取り出して母の目の前にそっとかざした。

「紫陽花……それに、他も綺麗な花ばかり。これ、統が？」

「ああ。小さい花屋だったけど、すごく元気な花が揃ってた。何軒か回ったけど、ここの紫陽花が一番いいなと思ったんだ。店の人も親身になって花を選んでくれた」

　母は驚いたように目を瞬かせ、花束の主役である紫陽花を見つめる。

　そして黙ったままじっくりと観察した後、穏やかな微笑を浮かべた。

「ありがとう。すごくうれしい」

　母がそんなに明るい声を出すのは久しぶりだった。俺も自然と笑顔になり、「よかった」と頷く。胸の内では、美吉ブロッサムにいたあの子に感謝を伝えていた。

　彼女に出会わなければ、今日の母の笑顔は見られなかった。

　俺たち家族に残された時間は少ないが、たとえばこうして一緒に花の美しさを愛でるような小さな幸せを、これからも大事にしたい。そうすれば、いずれ訪れる母との別れの時もきっと後悔が少なく、家族で過ごした記憶を胸に前を向いて歩ける気がするから。

「母さん、俺さ」

　花たちを花瓶に移して母からよく見える棚に飾ると、俺はベッド脇の椅子に腰を下ろして口を開く。

「瀬戸山園、本気で継ぐって決めた」

　花の美しさは病の人の心をも和ませるし、その瑞々しさは心に活力を与える。

　父が紫陽花の咲き乱れる鎌倉でプロポーズをしたように、人々の絆を繋ぐ手伝いだってする。

　これまでは花なんてなくても生きていけると思っていたけれど、世界から花が消えたらどんなに殺伐として味気ないことだろう。

　……俺は、花のある色鮮やかで豊かな世界で生きたい。

「統、好きな子でもできた？」

「えっ？　なんで？」

　真面目に自分の決意を語ったつもりだったのに、母は俺にからかうような目を向ける。どうして急にそんな話になるのだろう。

「だって、なんだか急に大人の顔つきになったから」

　母がジッと見つめてくるのが照れくさくて、そっけなく目を逸らす。

　視線の先には花瓶に生けた紫陽花があって、その花に重なるようにして、あの子の顔がパッと浮かんだ。

　……好きな、子。

　それまで色恋にはあまり興味がなく、女子と付き合いたいとかそういう欲求もなかった。

　しかし向こうが一方的に想いを寄せてくるパターンはあり、数カ月に一度は学園内のどこかに呼び出されて告白される。気持ちに応えられないのでもちろんすべて断っているが、同性の友人たちにはよく「もったいない！」と文句を言われたものだった。

　もったいないと言われたって、付き合いたいと思わないんだから仕方がないだろう。

　いつもそんな風に冷めた思いでいたが、もしも美吉ブロッサムのあの子が同じ学校にいて、これまで告白してきた女子のように、俺をどこかに呼び出して、はにかみながら想いを告げてきたとしたら……。

『瀬戸山くん、あのね、私――』

　……って、俺はなんて自分勝手な妄想をしているんだろう。

　彼女が着ていた制服は俺の高校のものじゃなかったし、彼女が俺によくしてくれたのは、単に花屋の客だからだ。一度会話したくらいで告白されるつもりでいる自分の身勝手さに呆れてしまう。

　でも……。

「もしかしたら、そうかもな」

　母とこうして話せる時間も残り少ないのだと思うと、嘘はつきたくなかった。

　恋愛感情をハッキリと自覚していたわけではない。しかし、瀬戸山園を継ぐかどうかの迷いが晴れたのは、おそらく彼女との出会いがきっかけだ。

「ホント？　やだもう、なんだかお母さんの方が照れちゃう。どんな子なの？」

「そんなに興奮しないでくれ。体に障ったら大変だろ」

「大丈夫よ。統が花束を持ってきてくれたおかげで、今日はとても気分がいいの」

　本当かよ……。

　半信半疑だったが、確かに俺が来てから母の顔色はずっとよかった。少し言葉を交わすだけで疲れてしまう日もあるのに、今日は話もスラスラとできる。

「どんな子と言われても、名前も知らないんだけど」

「うん」

「花屋の孫だからか花が好きで、一生懸命で……笑顔が明るいんだ。向日葵みたいに」

　柄にもないことを言っている自覚はあったが、本音だった。

　彼女の笑顔は美吉ブロッサムの店内にあったどの花より、明るく輝いて見えた。

「そうなんだ。じゃあ、統はその子にとっての太陽にならなきゃね」

「えっ？」

「向日葵は太陽のことがだーい好きで、ずっとそっちばかり見ているんだから」

　母は茶目っ気たっぷりにそう言って、にっこり笑う。出会ったばかりの女の子とそんな関係になれる自信はまったくなかったが、母がうれしそうなので乗っかることにする。

「どうアプローチしたらいいと思う？」

「そうね……一生懸命な子は知らず知らずのうちに無理しちゃうから、優しく包み込んであげるような愛情表現がいいかも」

「できるかな、高校生の分際でそんな」

「なに言ってるの。むしろ、ありのままの統がそうじゃない。優しくて、家族思いで。……お母さん、天国に行っても絶対に自慢しちゃう」

　明るい口調だったが、最後は声が震えていた。近いうちに家族と別れなければならない寂しさがふいにこみ上げてきた、そんな感じだった。

　俺はとっさに椅子から身を乗り出し、病のせいですっかり痩せて小さくなった母の体を抱きしめる。腕の中で母が小さく鼻を啜った。

　幼い頃は母から抱きしめられ、大きな安心をもらっていたのに……今では逆の立場になってしまったことが切ない。

「ほらね……。私の息子、優しいでしょ？」

「もう、わかったから休もう。はしゃぎすぎてきっと疲れてる」

　母の体をベッドに戻し、リモコンでベッドの角度を倒していく。その途中、ふと病室のドアが音を立てたような気がして、パッと入り口の方を向く。

　しかしそこには誰もおらず、扉も閉まったままだった。

　……気のせいか。

　ベッドに視線を戻すと、母は目を閉じて眠っていた。

　俺に好きな子ができたとはしゃいでみせたのは、きっと心配をかけまいとする母の優しさだったのだろう。本当はかなり体力が落ちているのに。

　無理はしなくていいから、どうか、一日でも長く生きていて――。

　静かに眠る母に胸の内でそう伝えると、俺は病室を後にした。




　母の余命はほとんど医師の宣告通りだった。

　八月の終わりに眠るように息を引き取った母の最期は、家族で看取ることができた。母の両手は父と俺とでそれぞれ握っていたので、母にとってつらく寂しい別れではなかったと俺は信じている。

　通夜や葬儀、初七日の法要を終え忙しさが途切れると、今度は父が元気をなくしてしまった。ある程度覚悟していたとはいえ、最愛の妻をなくした深い悲しみは、きっと俺には想像もつかないものなのだろう。

　家の中には常に暗いムードが漂い、それを少し息苦しく感じた俺は、美吉ブロッサムに行ってみようと思い立った。

　これまでも一度だけ足を運び、紫陽花の花束を作ってくれた彼女にお礼を言おうとしていたのだが、店にはシャッターが下りていて、【誠に勝手ながらしばらく休業いたします】という貼り紙がしてあった。

　しばらくとは、どれくらいなのだろう。彼女のお祖父さんかお祖母さんの具合でも悪いのだろうか。大好きな花屋の店頭に立てず、彼女は落ち込んでいないだろうか。

　そう心配する気持ちもあったが、当時はとにかく母のことが最優先だったために、深く調べようとはしなかった。もっとも、その後インターネットで美吉ブロッサムについて調べた際も、住所や電話番号といった基本情報しか出てこなかった。小さな個人店ゆえに仕方がないことなのだろう。

　……また行ってみるしかないか。久々に訪れてみれば、何事もなかったかのように店を再開しているかもしれない。

　実行したのは九月だった。印象深いあの店の場所は、彼女にもらったショップカードの地図を見なくても、足が覚えていた。

　少しレトロな印象のレンガ調の外壁、店頭に並ぶ生き生きとした花、そして、あの子の笑顔。まともに店に入ったのはたった一度だけだというのに、鮮明に記憶しているあの日の光景を、脳内で何度も繰り返し再生する。

　この角を曲がれば――。

　しかし、俺の目に映った景色は、期待していたものと違った。

　店の入り口には以前と同じくシャッターが下りていて、当たり前だが花はひとつも並んでいない。ほんの数カ月見ない間に、看板も少し色褪せた気がした。

　まだ休業中なのか？

　下りているシャッターに近づき、そこに貼られた注意書きに目を凝らす。

【誠に勝手ながら】の文言が同じだったためにその先も以前と変わりないのだろうと思いかけたが、そのまま文字を追った俺は愕然とした。

【誠に勝手ながら美吉ブロッサムは閉店いたしました。長年のご愛顧誠にありがとうございました】

　突然のことに頭がついていかず、俺はしばらくその場を動けなかった。

　店に行けばいつかは会えると信じていたのに、その店自体がなくなってしまうなんて。祖父母の店だと言っていたから、住まいが近所である保証もない。彼女がエプロンの下に着ていた制服もどこにでもありそうなデザインだった。つまり、制服から学校を辿ることもできない。彼女に関する手がかりはゼロだった。

　思わずため息を吐き出し、美吉ブロッサムのあった建物に背を向ける。

　もともと、ハッキリとした恋心があるというわけではなかった。ただもう少し、彼女を知りたかっただけ。会えなくなったからって、そう落ち込むほどのことではないはずだ。

　もしも彼女がこれからも花を愛し続けるなら、どこかでまた運命が交錯するかもしれない。もう一度会えたら、その時には瀬戸山園の後継者として胸を張れる自分でいればいい。

　そんな風に思うと少し心が楽になった。

　しかし、この先彼女に会える確率は限りなく低いであろうことを思うと切ない想いは拭えず、やっぱりあれは俺の初恋だったのかもしれないと、後になって自覚した。




　だから、美吉ブロッサムが再び同じ名前で花屋業界に戻って来たと知った時は、俺の都合のいい妄想ではないかと疑った。社長の名は、美吉苑香。今度はインターネット上で詳しく企業情報について調べることができ、そこには社長の顔写真もあった。

　苑香は愛らしい少女だった頃の面影を少し残しつつも、美しい二十四歳の女性に変貌を遂げていた。

　初めて会った時から八年の歳月が過ぎており、二十六歳だった当時の俺は瀬戸山園の事業部長として研鑽を積んでいる頃だった。

　母が亡くなった頃には深く沈んでいた父もその頃には仕事に励んでいたが、あまり笑わない人になっていた。次期社長となる俺には特別厳しかったので、俺も父の期待に応えるのに必死で余裕がない日々を過ごしていた。

　恋愛や結婚など考えている暇もなく、学生時代と同じように興味もなかった。

　しかし、苑香の写真を目にしたその時だけは、初恋の時に感じた甘酸っぱい思いが胸にこみ上げる。彼女が同じ業界で頑張っている。そう思うだけで励みになった。

　会いたい気持ちもあったが、小さな会社とはいえ立派にトップを務める苑香に対し、父の瀬戸山園でまだ修業中の身である自分では、軽々しく彼女に近づく資格がない気がした。

　だから、同業者が集まるパーティーなどで見かけることはあっても、堂々と声をかけられる男に成長するまではその努力を遠くから見守るだけに留めた。しっかりと自分の地位を確立している彼女を口説き落とすには、当時の中途半端な自分では力不足だと感じていたのだ。

　幸い、新生美吉ブロッサムは業界内で注目の存在で、会社として大きな動きがあればすぐに情報が入って来る。昔とは俺たちの立場も違うし、なにもわからないまま彼女の行方が知れないなんて状況になることもない。

　俺は苑香の頑張りに刺激をもらいつつ、いつか彼女と再会を果たすその日まで、ひたすらに努力を続けて自分を磨こうと決める。

　そういう意味で、苑香は俺にとって本当によきライバルだった。




　彼女の方もまた同じように俺をライバル視していると知ったのは、それから五年後。

　瀬戸山園の社長に就任して一年が経ち、ようやく社長としての自分に自信を持ち始めた頃だった。

　父が懇意にしており、会社としても繋がりを持つ華道家のイベントで、俺はようやく彼女と正面から向き合うことができた。俺は会場に彼女が来ていると知らなかったが、どうもこちらを睨みつけてくる女性がいるなと思ったら、それが苑香だった。

　敵意たっぷりの視線だったが不快ではなく、彼女に見られていることがくすぐったい。そんなに見つめるなと自意識過剰に思いながら、高鳴る鼓動の音を聞く。

　これまで幾度も思ってきたことだが、苑香はやはり、俺にとって特別な女性なのだ。

　十代の頃のあやふやな初恋とは違う確かな気持ちが、俺の胸に息づいていた。

　その日、偶然にも恋人と破局した苑香はとても傷ついていて、俺は半ば強引に彼女のマンションまでついていった。

　苑香を泣かせた男のことが許せなかったし、手放したのならもう二度と触れるなとも思った。彼女を傷つけるすべてのものから、苑香を守ってやりたい。

　恋心と同時に湧いた庇護欲に突き動かされるようにして、その晩はずっと苑香と一緒にいた。

　俺の隣で安心して眠る彼女を見ているだけで、愛おしさがとめどなく溢れる。

　昔の美吉ブロッサムが閉店してしまった時の喪失感や後悔が残っているせいか、今度こそ絶対に彼女を離してはいけないと強く思った。

　今は失恋したばかりで俺のことなんて眼中にないかもしれないが、必ずこちらを向かせてみせる。手段は選んでいられない。それほど、俺はきみが欲しいんだ。

　声に出さずにそう伝えながら、彼女の髪に触れ、頬を撫で、そのまま指先で唇に触れる。

　衝動的にキスをしたくなったが、なんとか寸前で堪えた。

　起きている時の苑香に『ダメ』と言われたことを、寝ている時にするのは卑怯だ。

「……おやすみ」

　そう呟く自分の声が、恥ずかしいくらいに甘い。胸の高鳴りもしばらく収まりそうになく、俺は眠れないのをいいことに、心ゆくまで苑香の愛らしい寝顔を眺めていた。

　しかし、余裕ぶって自分を抑えられたのは結局その日だけ。日に日に増す独占欲に従い俺は彼女に贈る指輪を用意し、それを渡そうと再び彼女のマンションを訪れた時には、こらえきれずに苑香の唇を奪ってしまった。

　その後勢いで持ち掛けたデートでは彼女が体調を崩したために少し予定が狂ったが、俺は勝負に負けたとは思っていない。苑香が俺のアプローチに揺らいでいるのは明白で、あと少しだけ彼女の心を開くことができれば、無理やりそこに押し入って俺でいっぱいにしてやろうと画策している。

　だいたい、勝負に負けたらきみにはもう構わない――なんて。最初から守れるはずのない約束だった。十八の頃から持ち続けているこの気持ちは、そんなに簡単に手放せるものじゃない。

　合鍵を渡そうとした時にも思ったが、彼女は仕事とプライベートのバランスをうまく取れないことを気に病んでいる。生き生きと仕事をする彼女に惹かれた俺にはそんなこと大した問題ではないのに、真面目な彼女にとっては無視できないことらしい。

　しかし、だったら余計に俺は彼女のそばにいたい。

　頑張る彼女を一番そばで応援しながら自分自身も力をもらって、疲れた時には互いを癒やし、支え合えるような、そんな関係に……俺たちなら必ずなれると思うから。

　ただ、少し距離を置く時間が必要だと思った俺は、苑香に再び接触するタイミングを悩みながら忙しい日々を過ごしていた。そうしているうちに二週間が過ぎ、再び正直な気持ちを苑香に伝えようと、決心が固まってくる。

　迷惑がられる可能性も考えなかったわけじゃないが、例のデートの翌日、キスを交わす最中に俺を見つめていた時の苑香が、瞳に熱を宿していたのは気のせいではない。

　お互いの年齢や仕事、身分、そして恋愛経験。たくさんの不安が彼女の中で複雑に絡み合い、まっすぐに感情をぶつけられずにがんじがらめになっているだけなのだ。

　そんなもの、俺が全部ほどいて楽にしてやるから――。

　仕事の後、今夜会えるか確認しようとスマホを手に取った時、通知欄に届いていたニュースの見出しに気になる記述を見つける。

【スクープ！　若手俳優中路遼太、泥沼五股恋愛で事務所解雇】

　……あのばか、懲りないな。

　瀬戸山園が彼をイメージキャラクターに起用した時、彼はまだ人気絶頂というわけではなかった。しかし、爽やかな雰囲気に甘めの風貌、少し舌足らずな喋り方が母性本能をくすぐると、ＳＮＳを中心に少しずつ注目を集め始めていた頃だった。

　俺は芸能界に疎く、広報担当者の提案なら間違いはないのだろうと彼の起用についてとくに異を唱えなかったが、今ではその判断を後悔している。

　彼は瀬戸山園のＣＭ出演で一気に人気が高まると、徐々に仕事関係者に横柄な態度を取るようになり、現場に遅刻したり無断で休んだり、また連日夜遊びに出かけたりと、やりたい放題だったそうだ。

　中でも女癖が最悪で、共演者やスタッフ、コネクションのある女性経営者などを甘い言葉で誘惑しては食べ散らかし、親しい人間にはそれを武勇伝のように語っていたらしい。相手が自分より稼ぎのある女性だと、小遣いをせびったりすることもあったようだ。

　だから、苑香の元恋人が彼であったことを知った時、思わず言ってしまったのだ。

『男を見る目がなさすぎる』――と。

　そんな彼の悪事がとうとう白日の下に晒され、事務所は彼を庇うことなく解雇。

　中路遼太の自業自得としか言いようがないが、この騒動をダシに、彼が再び苑香に近づこうとする可能性を思いつくと、胸の中にざらりと嫌な感情が漂った。

　単なる俺の思い過ごしであればいい。しかし、苑香の無事を確認しなければ落ち着けそうにない……。

　本人の番号に電話をかけるか迷い、俺は美吉ブロッサム本社に連絡を取ることを選んだ。

　俺からの電話だとわかったら出てくれない可能性があるし、万が一中路と接触していたら、彼が逆上しないとも限らない。

　電話に出た女性社員によると、苑香はすでに退勤したとのことだった。

　考えるより先に体が動き、会社のそばでタクシーを拾って彼女のマンションへ急ぐ。

　幸い渋滞などにはつかまらなかったが、気持ちばかり焦って何度も腕時計を見ては気を揉んだ。マンションの前まで来ると、車の窓から人影がふたつ見えた。

　まさかな……。

　嫌な予感が当たらないよう願いながら、飛び出すようにタクシーを降りる。

「苑香さん、新しい彼氏いるの？」

　ふたりの人影に近づこうとした瞬間、不吉な会話が聞こえて思わず立ち止まる。

　この甘ったれた喋り方は、アイツのものに違いない。本当に苑香に会いに来ていたらしい。

　どの面下げて、と、普段はあまり使わない罵り言葉が思わず頭に浮かんだ。

「別にいないけど」

「だったらいいじゃん。家に置いてくれるなら、寂しがりの苑香さんのこといっぱい癒やしてあげる。俺が出てる湿布のＣＭ見たことある？　あんな風にさ」

　居てもたってもいられず、足音を殺しながらふたりのそばへ近づく。俺に気づいていない中路は両手を広げ、あろうことか苑香を背中から抱きしめようとしていた。

　プツッと、頭の中でなにかが切れる音がする。

「中路遼太。仕事を失ったにもかかわらず、まったく反省していないようだな」

　腹の底から、低い声が出た。中路は俺が誰だか忘れているようだったが、ヒントを与えてやるとすぐに思い出し、怯えたように身を竦める。女性に対してはすぐに甘い言葉をかけて自分のために利用しようとするくせに、自分より立場が上の男には逆らえない。そんな彼の人間性を心底軽蔑した。

　苑香との関係を問われたりもしたが、お前には関係ないと一蹴し、とにかく怒りのオーラで彼を威嚇する。

「すみませんでした。もう、ここには二度と来ません」

「本当だな？　もしまた苑香に接近するようなことがあれば、どんな手を使ってもお前を社会的に抹殺する」

　苑香を傷つけようとする存在を許すほど、俺は心が広くない。脅しではなく、本心で放った言葉だった。

　中路遼太は尻尾を巻くようにして逃げたが、苑香は俺が思っていた以上に不安そうだった。そのせいか、部屋の前まで送ると言った俺に抗わず、結局中まで招き入れた。

　中路と同じ男である俺を頼り、気を許してくれているのを感じると、想いが溢れそうになる。しかし、苑香はそんな俺の気持ちを知らず、場違いなことを言う。

「統、蘭子さんと結婚するの？」

　聞けば、九条蘭子が美吉ブロッサムに俺との結婚式の装花の見積もりを依頼したらしい。

　なぜか俺に執着する彼女にはうんざりする。

『政略結婚はしない』ときっぱり意思表示をしているにもかかわらず、事あるごとに俺を説得しようとする父親にも、正直我慢の限界だった。

　その時、タイミングよく父から電話がかかってきた。蘭子さんも一緒に、うちの実家で食事をしているという。

　父が誘ったのか、蘭子さんが外掘りを埋めようとして躍起になっているのか。どちらにしろふたりまとめて黙らせないと、苑香をまた不安にさせる。

　中路の来訪に心を弱らせていた苑香のそばにいたい気持ちもあったが、俺はすぐに実家に帰ることを決める。

　苑香は身を引くように『もう結婚しようとしてくれなくていい』と言ったが、俺の方にあきらめる気持ちは毛頭なかった。

「単なる同情でそばにいるんだと思われたくない。俺は、きみのことが好きだ」

　苑香も俺の気持ちはほとんど察していたと思うが、初めてきちんと言葉にした。

　これまでなんとか俺を遠ざけようとしていた彼女も、覚悟を決めたように自分の気持ちと向き合うと言ってくれた。

　意地っ張りな苑香がようやく心を開こうとしている。このチャンスを逃してはいけない。

　あとは彼女を悩ませる原因をすべて取り除いて、一点の曇りもなくきみを愛していると、信じてもらうだけだ――。




　再びタクシーに乗り込んだ俺は、実家へと向かう。いわゆる高級住宅街と呼ばれる地域にある実家は、広々とした洋館だ。

　庭師を雇い常に手入れされた状態の庭は、イングリッシュガーデン風。今はバラが咲き乱れているが、苑香と一緒に訪れたバラ園の花の美しさには敵わない。

　それはバラそのものの品種や状態が理由ではなく、一緒に見る相手が誰であるかによって、景色の見え方が変わるせいだろう。

　苑香が隣にいれば、空の青さも草木の緑も、そして咲き乱れる花の美しさも、より色鮮やかに俺の心を彩ってくれる。だからこそ、俺は彼女と結婚したいのだ。

　タクシーが実家に到着すると、絶対に揺らぐことのない苑香への気持ちを胸に携え、俺は巨大な門をくぐった。

「おお、統。来たか」

「こんばんは統さん。今、私たちの結婚式について、お父様にご意見をちょうだいしていたところなんです」

　リビングのドアを開けると、問題のふたりが笑顔で俺を出迎えた。

　俺と社長職を交代した後も相談役として会社に残っている父だが、瀬戸山園の経営に関してはあまり口を出さず俺の判断を信じてくれるので、その点はありがたく思っている。

　しかし、結婚についてだけはどうしても意見が合わない。だからこそ感じるもどかしさを抱えつつ室内に足を進めると、ローテーブルを挟んで父の対面に座っていた蘭子さんが、ソファから腰を上げて歩み寄ってくる。

「お仕事お疲れ様です」

　そう声をかけられたものの、俺は彼女には一瞥もくれず、父のもとへスタスタ足を進めた。

　テーブルの上に広げられているのは、あちこちの式場のカタログ。それに、美吉ブロッサムの会社名が入った装花の見積書だった。

　苑香が言っていた依頼というのは、これか。

　新郎の名前の欄には許可なく俺の名前が入っており、ますます頭にくる。

　こぶしを握り締めて書類を見つめる俺に、父が空気を読まず話しかけてくる。

「お前、自分の結婚式だからといって照れ隠しに他の花屋に結婚式の花を頼んだそうじゃないか。そんなにコソコソしなくたって、瀬戸山園が豪華絢爛な花を用意するつもりなのに」

「頼んだのは俺じゃない。そもそも、俺は蘭子さんと結婚しない。どうして聞く耳を持ってくれないんだ？」

　これまで何度も父に訴えた。蘭子さんと結婚するつもりはないし、俺には心に決めた相手がいると。

　しかし、この話しぶりでは俺の真剣な気持ちは伝わっていないようだ。

「統さん。私、先ほどお父様の本当のお気持ちを伺いました。私との結婚を勧めるのは、お父様の優しさなんです」

　先ほど俺に無視されたことなどこたえていないように、蘭子さんが神妙な顔をしてこちらへ戻ってきて、俺に寄り添う。

　さりげなく腕に触れられそうになったので、思わず振り払った。

「息子の気持ちを無視することのどこが優しいんだ？」

　俺に睨みつけられた父は、ソファの背もたれに深く寄りかかって苦笑する。

「そうカッカするな。私は、自分の経験に基づいて、お前に蘭子さんと結婚した方がいいと助言している」

「経験？　それを言うなら、自分だって政略結婚を受け入れなかった側の人間だろ。周囲の反対を押し切って母さんと結婚したことに、後悔があるとでもいうのか？」

　そんなはずはない。

　母が生きていた頃のふたりは、本当に仲睦まじかったし、幸せそうだった。

「……ああ、後悔している」

「えっ？」

　あれほど母を溺愛していた父の言葉とは思えない。いったいどういうことなんだ？

　自分の耳を疑っていると、父はなにもない宙を見つめ、過去を懐かしむように目を細めた。

「親の言う通りの相手と結婚していれば、彼女を失った時のあの壮絶な痛みを感じずに済んだ。私は、お前の母親を愛しすぎていたんだよ。……彼女の後を追って楽になろうと、何度も考えた」

　母が亡くなった時の父の胸中を聞くのは初めてで、息をのむ。

　子どもの俺よりずっとつらいだろうとは察していたが、母と同じようにこの世を去りたいとまで考えていたとは想像していなかった。

「それに、つらかったのは別れの時だけではない。手の施しようがないからと最期の場所に選んだ病院で過ごしていた頃、見舞いに行くたびに痩せて衰弱していく彼女の姿を見るのが、私には拷問だった。花を贈る以外、なにもしてやれない自分も不甲斐なかった」

「……だから、見舞いに行くのもやめたのか？」

「そうだ。自分の心を守るため、現実から目を背けるしかなかった。それに……」

　父がチラッと俺の顔を見て、気まずそうに目を伏せた。

　言いかけた話の続きが気になる。

「一度、お前が母親を抱きしめているシーンを見てしまった。それが親子の愛情による行動だとはもちろん理解している。それでも私は、お前に嫉妬した。私が見舞いに行かなくなっても足しげく病院に通い、私が贈ろうかどうか迷っていた紫陽花の花束で彼女を笑顔にし、まっすぐ母親を抱きしめてやれるお前に……嫉妬したんだ」

　息子に嫉妬する父親など聞いたことがない。俺が紫陽花を贈ったのも、父との思い出の花が欲しいと言われたからなのに。

　絶句する俺のそばで、父は静かに自分の思いを語り続けた。

「その時、深い愛は時に狂気に変わるのだと知った。自分の醜い心を嫌というほど思い知らされたあの日のことは、今でも記憶に焼きついている」

　自分の経験に基づいて助言していると、先ほど父は言っていた。そして蘭子さんは『お父様の優しさ』と。最愛の妻を亡くすという経験を経て父が至った結論が、俺にもようやくわかってくる。

「死別というパターンでなくても、長く人生を共にする夫婦には、色々な問題がつきまとう。本当に愛する相手と結婚するより、ビジネスパートナーだと割り切った関係の方が、余計な精神力を使わずに済むだろう。だから、蘭子さんと一緒になった方がいいと言っているんだ。彼女も、とても建設的な考えだと賛成してくれているよ」

　父が蘭子さんに好意的な視線を向ける。蘭子さんは恐縮したように体の前で手を組み、上目遣いで俺を見つめた。

「私、統さんに好かれようだなんて図々しいことは思っていません。ただ、妻になってあなたを支え励ましたいだけなんです。ですから、どうか……結婚のこと、前向きに考えてはいただけませんか？」

　わざとらしさすら感じる殊勝な態度に、蘭子さんは俺の父さえ利用して結婚を勧めようとしているのだと気づく。

　彼女にとって父に聞かされた話は決して愉快なものではないと思うのに、怒るでもなく妙に父に寄り添った態度を取っているのがその証拠だ。

　そんな彼女に簡単に騙され、『賛成してくれている』だって……？

　父にはいい加減目を覚ましてほしい。このまま俺がこの計算高いお嬢様と結婚することになったら、天国の母だって安心できないだろう。

　俺と父とは別の人間なのだ。自分の人生をどうするかは、自分で決める。

「悪いが、俺は従えない」

　深呼吸をしてから、ハッキリと告げた。父が困惑気味に俺を見る。

「統、私はなにもお前を不幸にしようとしてるんじゃない。むしろお前が幸せでいるための提案で――」

「俺にとってその提案はまったく幸せに繋がらないと言ってる」

　愛する人のために心を砕くことをあきらめたら、きっと未来は彩を失う。いつか想像した花の存在しない世界のように、殺伐として味気ないものになるだろう。

「父さんだって、本当は知っているはずだ。愛する人と共に生きる世界がどんなに眩しく、幸せに満ちているのかを。病に倒れた母さんをどうにか笑顔にしようと花を選び贈り続けたのがその証拠だ。見舞いに行った回数こそ俺の方が多いかもしれないが、病室に飾られた花を母さんはいつも俺に自慢した。それは、父さんの愛情をきちんと感じていたからだろう？　そこにあった夫婦の絆まで否定するようなことを言わないでくれ……！」

　最後は怒鳴るようにして訴えた俺に、父の目が見開かれ、戸惑ったように揺れる。

「違う……私は、ただ……」

「心配してくれるのはありがたいし、父さんの親心なんだろうとわかってる。だけど、俺と俺の選んだ相手を信じてほしい。きっと幸せな結婚生活にしてみせる。なんたって俺は、昔から理想の夫婦を一番そばで見て育ってきたんだからな」

「統……」

　父は神妙に言ったきり、俯いて黙り込む。ずっとそばにいる蘭子さんは、俺たち親子の様子をハラハラしたようにただ見つめていた。

「……わかった。お前の意思を尊重しよう」

「お父様……っ」

　顔を上げた父の言葉に、蘭子さんが焦ったような声を出す。

　ようやく安堵した俺は、フッと肩の力を抜いた。なんとか気持ちが通じたようだ。

「どこの馬の骨ともわからない女性に、大切な統さんを預けていいんですか……!?」

　馬の骨ときたか。パニックを起こして自分の失言に気づかない彼女に、つい苦笑が漏れる。

「蘭子さんには大変申し訳なく思いますが、私の息子にはどうしても譲れない思いがあるようだ。このような形で蘭子さんのお気持ちを踏みにじってしまったこと、心から謝ります」

「そんな風に謝られても私だって困ります……」

　これまで味方だった父が手のひらを返したのが計算外だったようだ。蘭子さんはきゅっと眉間を寄せ、不満そうな表情を隠しきれていない。

「……ああ、困るよな。むしろ謝るべきなのはきみの方だから」

「えっ？」

　俺はテーブルの上の見積書に手を伸ばし、彼女に見せつけるようにして鼻先に突き付けた。蘭子さんの肩がぎくりと跳ねる。

「俺の許可も得ず、勝手にこんなものを依頼するとはな。どうせ、苑香を傷つけるつもりでわざとやったんだろう。そんな醜い心の持ち主が俺を支え励ましたいって？　笑えない冗談はやめてくれ。俺との結婚に執着していたのもどうせ、この家の金や社長夫人という肩書きが欲しかっただけなんだろ？」

　じりじりと彼女に歩み寄り、その目を見据える。怯えたように後ずさりをしていた蘭子さんは、やがてきゅっと唇を引き結び、俺を睨んだ。

「あ、あなたなんて、こっちから願い下げです。それに統さんも苑香さんも、性格の悪さがそっくりでお似合いだわ！」

「……性格の悪さ？」

　こうしてやり合っている俺に対して言うのはわかるが、なぜ苑香まで。

「昼間、その見積書の件で彼女と話したんです。……あぁ、思い出しただけでムカムカするわ。選ばれし名家に生まれた私に対して、一般人のくせにあの失礼な物言い」

　蘭子さんはわなわな震えて怒りを露わにしているが、俺は思わずクスッと笑ってしまった。すかさず彼女が俺を睨みつける。

「いや、失礼。聡明な彼女に口で勝てず、生まれた〝家〟でしか対抗できないあなたの姿が簡単に想像できてしまいました。さぞお悔しかったでしょうね」

　図星だったのだろう。怒りか羞恥か、蘭子さんの頬がかぁっと真っ赤に染まった。

「お父様に言いますから、私……！　瀬戸山園とも美吉ブロッサムとも、今後一切取引しないようにと！」

「どうぞご勝手に。ヒステリックな娘のせいで魅力的な取引先をふたつも失うお父様には同情しますけどね」

「……統。それくらいにしなさい」

　見かねた父親が俺たちの間に入ると、蘭子さんはフンと顔を背けてリビングを出て行く。

　派手な音を立てて扉が閉まった後、俺はようやく息をついて傍らのソファに腰を下ろした。父が苦笑しながら口を開く。

「彼女の父親には、私から後で謝罪しておくよ。ところで苑香さん……だったか？　彼女はすごい女性だな。美吉ブロッサム、私たちのような老舗でもちょっと怯んでしまいそうになるほど、短期間で成長著しい会社だ」

　父の口から美吉ブロッサムの評価を聞くのは初めてだが、まるで自分が褒められたかのように誇らしくなった。苑香に聞かせたらきっと喜ぶだろう。

「ああ。彼女はやりたいと思ったことはすぐやろうとするから危なっかしいところもあるが、時代の潮流に乗った戦略を立てるのがうまい経営者だ。しかも、その根底に花に対する深い愛情があるから、単なる一過性の流行で終わらせない力もある」

「お前が競合他社のことをそんなに褒めるとは珍しい。正直なところ、彼女だけでなく彼女の会社も欲しいんじゃないか？」

　父にそう言われて、思わず目を瞬かせた。美吉ブロッサムを手に入れようだなんて考えたこともなかったのだ。しかし確かに、俺はあの会社に魅力を感じている。

　今はまだ人材も資金力も十分とは言えないが、そこをクリアすればもっと……たとえば瀬戸山園という後ろ盾があれば、苑香のやりたいことを存分に実現させてやれるとは思う。

　俺も彼女が自分のテリトリーにいてくれるのは安心ではあるが……。

「苑香はたぶん、仕事の上で俺に手助けされるのを嫌がると思う」

　俺はそういう彼女だから好きになった。誰にも甘えようとしない苑香を、プライベートでだけは存分に甘えさせたいと思う。

　恥ずかしがられても嫌がられてもこの腕に閉じ込めて、意地っ張りな彼女を思い切り愛したい。

「折を見て話だけはしてみようと思うが、まだちゃんと彼女にプロポーズしてないから、今はそっちの方が重要だ。父さんとあのお嬢様の説得を終えてからじゃないと、彼女を安心させられないと思ったからな」

　少々嫌味っぽく告げると、父がすまなそうに眉尻を下げる。

「そういえば、今日も彼女と一緒にいたと言っていたな。お前たちも忙しいだろうに、ふたりの時間を奪って悪いことをした」

「悪いと思ってるなら、俺たちの結婚式をとびきりいい花で祝福してくれ。蘭子さんが勝手に注文した花より、ずっと豪華にな」

「わかった。私にも瀬戸山園前社長としてのプライドがある。お前と苑香さんを驚かせるほどの花を用意すると約束しよう」

　父はうれしそうだった。母が亡くなってから花を贈る相手がいなくなってしまい、張り合いがなかったのかもしれない。

　すっかり和解が叶った俺たち父子は、その晩久々に一緒に酒を飲んだ。

　これまであまり口にしてこなかった母との思い出を語らいながら飲む酒はほんのり切ない味がしたが、拗れていた父との関係が穏やかにほどけていく。

　瞬きをすると安心して微笑んでいる母の姿がまぶたの裏に像を結び、まるで久々に家族三人で過ごしているような気分だった。










はじまりの花屋で伝え合う愛




　統が実家に帰った翌朝、スマホのアラームを止めた時に彼からメッセージが来ていることに気づいた。深夜だったので私が眠った後に届いたのだろう。

【美吉ブロッサムの売り上げに貢献できなくて申し訳ないが、あの装花はすべてキャンセルだ】

　寝起きでぼんやりしていた頭が一気に覚醒する。上半身を起こし、繰り返しそのメッセージを目で追った。

　装花をキャンセルするということは、つまり蘭子さんとは結婚しなくてよくなったってこと？

　一番大切なその話には触れられておらず、ついやきもきする。

【了解。営業部には私から話しておく】

　そう返信を打ち、トン、と送信マークに触れる。

　本当は聞きたいことがたくさんあるのに、どうやって切り出したらいいのかわからない。

　まごまごしているうちに既読がついたが、統から補足説明をしてくれる気配はなかった。

　蘭子さんのことは説得できたけれど、お父様が首を縦に振らないとか？

　どちらにしろ、まだ私を迎えに来れる状況ではないってことか……。

　少しがっかりして、ベッドの上で抱えた膝にこつんと額をぶつける。

　昨夜、統が遼太くんから私を守ってくれた時、私は心底ほっとした。彼の前では強がることも忘れ、ひとりになるのが心細いと正直に伝えてしまった。

　遼太くんにフラれてもう恋はしないと決めたあの日から、ひとりで生きていけるようにならなくちゃ、誰にも甘えず生きていかなくちゃと、これまで以上に自分に言い聞かせていたはずだったのに。

　そんな私を統がいつも〝意地っ張り〟と笑って心の内を見透かすから、すごく悔しい反面、自然と心を許していたのだ。ライバルという言葉でずっと自分をごまかしていたけれど、彼の存在はとっくにそれ以上になっていた。

　私……統のことが、好きだ。




　恋心を自覚したとはいえ、彼からの追加連絡があるまでは浮かれ気分というわけにもいかない。統を信じていないわけではないけれど、特殊な家柄の彼とあっさり幸せになれるとも思えず、なんとなく重たい気持ちを抱えたまま日々が過ぎていく。

　彼にも事情があるのだろうと自分から連絡するのも控え、一週間余りが経過した。

　カレンダーは七月に変わり、美吉ブロッサムの店舗ディスプレイも夏らしい色鮮やかな花が中心になった。暑さに強い熱帯地方の蘭、通年出回るものの夏が旬の百合、夏の花の代表ともいえる向日葵など、美しいだけでなく見ているだけで元気がもらえそうな花々ばかり。

　気分を明るくするために、私も今日はなにか買って帰ろうかな。

　開店準備をする一階の店舗を横目にそんなことを思い、スタッフに軽く挨拶をしてからエレベーターでオフィスに向かう。

　社長室に続く廊下を歩いていたところで、後ろからカンナに呼び止められた。

「苑香……！」

　彼女はどこか焦った様子でこちらに駆けてきた。

「おはようカンナ。どうしたの、そんなに急いで」

「桐ケ谷エステートのマンション計画、白紙になったそうなの。それを聞いて旧美吉ブロッサムの店舗のことすぐに不動産屋に問い合わせたんだけど、他にも狙っていた人がいたらしくて売れちゃったみたいで」

「そう……だったんだ」

　落胆が声に出てしまった。

　マンション計画が白紙になったと聞いてほんの少し希望を持ったが、世間はそう甘くないようだ。いつか買い戻せる時がきたらとコツコツ資金の準備もしていたけれど、今すぐ払えるほどの額は貯まっていない。空きが出たとしても動ける状態ではなかったので、つくづく縁がないみたいだ。

　それにしても、あの古い店舗をそんなに欲しがる人がいるとは意外だ。

「建物自体を取り壊されないといいんだけど……その顧客について、不動産屋さんが情報をくれるわけもないからわからないのよね」

　カンナが隣に並んで歩きながらため息をつく。私も頷いてこれからのことを考えた。

「最悪の場合は土地だけでも取り戻したいよね。店の外観も内装も、私たちの記憶にはちゃんと残ってるんだから」

　再現しようと思えばきっとできるはず。もちろん建物も残っていてくれるのが一番いいけれど、どうするかは今の持ち主が決めることだ。

「カンナには色々動いてもらったから、気を揉ませてごめん」

「いいのよ、私にとっても思い出の店だもの。あきらめないでできることから頑張りましょう！　ぬか喜びだった三百万円の装花のこともあるし」

　気を取り直すように言ったカンナだけれど、ますます私は意気消沈する。統と蘭子さんの政略結婚は頓挫しそうであり、その原因が私の存在であることは、カンナにも話していた。

　一時は私が統に遊ばれているのではと心配していたカンナも、『瀬戸山園の御曹司、意外とやるじゃない！』と、統を見直したようだった。

「それについては私も無関係ではないから本当に社員たちに申し訳ない……」

「彼に愛されている証拠じゃない。もともと決まっていた縁談をきっぱり断るなんて、簡単にできることじゃないだろうし」

「……そうなのかな。もう一週間連絡がないから、これまでの全部が盛大なドッキリだったらどうしようって、不安になってきてるんだけど」

　統はもともと忙しい人だし、仕事に加えて政略結婚の後始末もあるとなれば、簡単に私を迎えに来ることができないのは想像がつく。

　だけどその裏で、このまま一生放置されたらどうしよう……なんて。臆病な自分がまた顔を出し、統を信じようとする私に揺さぶりをかけてくるのだ。

「考えすぎよ。きっとそろそろ連絡しようと思ってるところじゃない？」

「そうかな……うん、そうだよね」

　統はそんな薄情者ではない。これまで何度も彼の優しさに助けられてきたじゃない。

　自分に言い聞かせていると、隣から小さなため息が聞こえた。

　横を向くと、カンナが思いつめたような顔で私を見ていた。

「私、ね。今は思ってないけど、実は少し前まで苑香にはずっと独身でいてほしいって思ってたんだ」

　唐突に変なことを言い出すカンナに、思わず目を丸くする。彼女らしくない、頼りなげな微笑を浮かべているのが気になった。

「私も多少の恋はしてきたけど、結婚には縁がなくてさ。仕事が楽しければそれでいいやって、最近ではもうあきらめてたの。婚活とかにも興味がないし」

「うん……」

　若い時は恋バナをし合ったりもしたが、そういえばここ数年は私の話ばかりだった。パートナーがいなければいないでいい。カンナがそういうスタンスだったので、私もとくにお節介を焼いたりはしなかった。

「苑香の相手がカーネーション王子だった頃はまだよかったの。年下で、芸能人なんて安定とは対極にいるような職業の相手だったから、結婚はないよなーって、勝手に安心してた。でも、瀬戸山園の御曹司と知り合ったって聞いた時、胸がザワッとしちゃって」

　彼女の告白に、黙って耳を傾ける。胸がチクッと痛くなったのは、カンナの本心に傷ついたからじゃない。たぶん、私も少なからず共感する面があるからだ。

「だからね、政略結婚の話、もしかしたら苑香を傷つけちゃうかもってわかっていたのに話した。もちろん、瀬戸山さんがフラフラしている可能性も考えて腹が立ったっていうのもある。だけど、心からの親切でアドバイスしたわけじゃなかった。苑香には男より仕事を取ってほしいって、自分勝手な思いがあったの。本当にごめんなさい」

　後悔を滲ませながらそう語ったカンナが、深く頭を下げる。

　でも、私は全然気にならなかった。彼女が抱いてしまった複雑な感情は、同僚、親友、仲間、そんな言葉では足りないくらいの深い絆が、私たちの間にある証拠だと思うのだ。

「カンナの気持ち、私にもなんとなくわかるよ。遼太くんとダメになった時も、統に惹かれる気持ちを抑えようとしていた時も、私には美吉ブロッサムがある、カンナや左木くん、右原さんたち仲間がいると思えば心強かった。中でもカンナはやっぱり特別な存在だから、カンナが先に結婚を決めていたとしたら、おめでとうと言いつつやっぱり複雑だったと思う」

「苑香……」

　顔を上げたカンナが、感極まったように瞳を潤ませる。私に対してネガティブな感情を抱いていたことは、彼女自身苦しかったのかもしれない。

「女同士だと、結婚や出産で生活がガラッと変わっちゃうタイミングがどうしてもあるから、ずっと同じように仕事をしていくって難しいじゃない？　でも、だからこそ周囲との話し合いが大切で、リアルな現状を伝え合って臨機応変に仕事のスタイルを変えていかなきゃいけない。そういう意味でも、カンナが私の結婚について心配してくれた気持ちはよくわかる。だから、もし私が結婚をきっかけに中途半端な仕事するようだったら遠慮なく指摘してね。私たち、親友っていうか戦友だもん。今さらそんなことで崩れる関係じゃないでしょ？」

「ええ。もちろんよ」

　瞬きで涙を散らし深く頷いたカンナは、いつもの頼もしい彼女だった。

　女同士の友情って難しい。三十年も生きていれば嫌でもわかる事実だけれど、私とカンナの間にあるそれは、お互いの人生のステージが変わるにつれ形を変えることはあっても、絶対に切れることはない。そう確信しながら、再び彼女と並んで廊下を歩きだした。




　統からの連絡がないまま平日が過ぎ、寂しさを募らせていた日曜日の昼下がり。

　朝からのんびり家事やサンルームの植物たちの世話をしていたら、リビングのテレビからドキッとするＢＧＭが聞こえてくる。

『あなたの疲れ、僕が癒やしてあげる』

　思わずリビングに移動すると、流れているのは例の湿布のＣＭだった。しかし、画面に映っているのは遼太くんではない。彼のＣＭは例のスキャンダルでお蔵入りになってしまったので、出演しているのはまた別の若手俳優。ＣＭの演出は変わっているものの、決め台詞だけは同じようだ。

「この子もかわいい顔してなに考えてるかわかんないわよね」

　誰にともなく呟いた自分の声がちょっと自分の母親っぽくて、ショックを受ける。

　テレビに向かって文句言うなんて、老けた証拠？

　……でも、統は前に言っていた。

『四十になっても五十になっても、きみは綺麗だと思う』

　あのセリフ、本当はうれしかったし、ドキドキもした。でも、本当に四十も五十も彼と一緒に迎えられるのだろうか。

　私の気持ちはもう固まっているけれど、彼の方は……。

　切なさにふっと目を伏せたその時、インターホンが鳴る。

　もしかして、統？

　ぱたぱたとスリッパを鳴らし、モニターの前に急ぐ。

　しかし、映った三人の姿を見て、期待に膨らんだ胸はしゅうっと萎んだ。

「えっと……なんの用だろう？」

　そこにいるのはどう見ても、私の家族だった。スーツ姿の父、母と妹の私服も綺麗めで、どこかよそゆきの雰囲気だ。なにか約束していたっけ？

　咄嗟に記憶を辿るものの、まったく思い当たらない。不審に思いながらマイクをオンにした。

「みんな、どうしたの？」

『よかった～、お姉ちゃんが家にいて。とりあえず開けてよ』

　代表して口を開いたのは、三歳下の妹・襟えり香かだ。都内で会社員をしていて、趣味は週末のスイーツ食べ歩き。今日は両親もそれに付き合ってスイーツブッフェでも行ってきたとか？　後ろにちらっと見える父の手が、ケーキ屋の箱を抱えているし。

「わかった。ちょっと待って」

　戸惑いが拭えないものの、彼らを家に招き入れる。普段は妹もひとり暮らしをしているので、家族四人で顔を合わせるのはお正月以来だ。

「苑香、急に来て悪いな」

「ううん、別に休みだったし大丈夫だけど、みんな揃って来るからびっくりしたよ」

　玄関で父と話している間に、母と妹は遠慮なく部屋に上がって「サンルームがある！」とか、「こんないい部屋に住んでいるなんて稼いでるのねぇ」とか、好き勝手なことを言っている。

　私は自分で花屋をやると決めた時から家族に頼るつもりはなかった。だから引っ越しなども手伝ってもらわなかったし、この部屋に家族を招いたこともない。

　そのせいもあって、彼らにとっては久々に会う私の暮らしぶりが新鮮というか、物珍しいのだろう。

「それで、今日はまたどうしてここに？」

「娘に会いに来ちゃ悪いのか？」

「もちろん悪いってことはないけど……」

　真意がくみ取れなくて首を傾げる。廊下に上がった父が、ふと私を見つめた。

「花屋なんて稼げない。今までそう言い続けてきたが、そろそろ負けを認めざるを得ないと思ったんだ。悪かったな、苑香。俺たちが間違ってたよ」

「お父さん……」

　急にどうしたというのだろう。仲が悪いとか、確執があるというほどではないけれど、私が祖父母の店を手伝う時や美吉ブロッサムを復活させたいと相談した時はいい顔をされなかったし、忙しさにかまけて実家の家族とはすっかり疎遠だったから、父の心境の変化についていけない。

　一方的に謝罪の言葉を口にした父はリビングダイニングへと進み、母や妹と協力してケーキと紅茶を私に振舞ってくれた。

「お姉ちゃんってすごいよね。昔から有言実行で」

「えっ？」

　私と妹はキッチンのカウンターで、父と母はリビングで紅茶とケーキを味わっていると、隣で妹が唐突に私を褒めた。今まですごいなんて言われたことがなかったので、耳を疑う。

「まさか、本当に花屋で成功しちゃうなんてお母さんもびっくりよ。さすが私の娘っていうより、カッコよすぎて誰の娘だったかしらと思うくらい」

「ど、どうしたのよ急にみんな」

　母までらしくないことを言い出すので動揺してしまう。

　黙々とケーキを食べていた父が、ふいにフォークを置いた。

「苑香が昔から花屋と花が大好きなのは知ってたけど、お父さんな、絶対にいつか実家に帰ってきて、俺たちに泣きついてくると思ってたんだ。『やっぱりちゃんと就活すればよかった。お父さんたちの意見は正しかった』って。しかし、俺が思うよりずっと苑香は立派な娘だったな。それがわかってからはずっと、苑香の活躍と美吉ブロッサムの発展を家族揃って祈ってる」

　……そうだったんだ。今でもあまりよく思われていないのかなと思っていただけに、初めて応援されてなんだかくすぐったい。

「お父さん、苑香が自分より自分の親になついてたのが寂しかったから反対したのもあったのよね」

「さらに残酷なことに、お姉ちゃんは実家に泣きつくどころかどんどん実績を残して、社長としてますます輝いていくばかり。お父さんとしては、昔自分が花屋を継がなかったことの罪悪感もチクチク刺激されて、複雑だったんだよね」

　母と妹の補足説明に、父は肩を竦めて気まずそうな笑みを浮かべる。

　わが父ながら、結構こじらせてるな……。

「えーっと……。お父さん、なんかゴメン」

「いや、いいんだ。とにかく、これからも頑張ってくれ。それだけ言いたくて今日は来たんだ」

「そっか。ありがとう」

　照れくさく思いながらも、素直に感謝を伝える。忙しさを理由にあまり実家に顔を出していなかったけれど、今度のお盆休みには顔を出そうかな。久々に家族団らんを過ごすと、自然とそんな気持ちが湧いた。

「ねえ、そろそろ時間じゃない？」

　まったり紅茶に口をつけていたら、ふいに妹が腕時計を見て言った。母もハッとして持っていたカップをソーサーに置いた。

「あら本当」

「苑香、外に行くぞ」

　母と父も急に慌てだしたので、何事かと混乱する。

「ねえ、どういうこと？　外になにがあるの？」

「いいからいいから。タクシーに乗ればわかる」

　タクシー？

　父の言葉でますます頭の中が疑問符でいっぱいになるが、三人に無理やり連れていかれる形でマンションの外に出る。すると父の言った通りタクシーが迎えに来ていた。

　後部座席に押し込められるようにして乗り込むと、運転手が「出しますよ」と言って車を発車させる。

　戸惑いながら窓の方を見たら、家族三人はニコニコと私に手を振っていた。

　なんなのよ……。

　とりあえず運転手に行き先を尋ねようとしたら、ポケットに入れていたスマホが鳴る。画面を見た瞬間ドキッと心臓が飛び跳ねる。待ちわびていた統からの電話だった。

「もしもし……？」

『久しぶりだな。元気にしてたか？』

　友人のように気軽な挨拶をする彼に、少しムッとする。

　こっちは毎日やきもきしながら待っていたというのに……。

「元気……じゃないわよ。誰かさんのせいで」

『どうした、珍しく素直じゃないか』

「あのね、あんな風に別れたまま二週間以上連絡が来なかったら、誰だって不安になります」

　せっかく連絡がついたというのに、待たされた不満をぶつけずにはいられない。

『苑香』

「……なによ」

『本当にきみはかわいいな』

　私の文句に対する返答としては、あまりにちぐはぐな言葉。

　なのに統の甘い声は、鼓膜を通して私の中に沁み渡っていき、胸をドキドキさせる。

「ど、どうせばかにしてるんでしょ」

『なんでそう思う。本心から言ってるのに』

「だって……あれから時間が経ったせいか、自信がなくなってきて……」

　統は一度、きちんと私の目を見て『好きだ』と言ってくれた。

　あの時の彼の気持ちに偽りはなかったと思うけれど、今も変わらず私を想ってくれているのか、日に日に不安になっている。

　すぐに返事をしなかった自分が悪いのは百も承知だけれど、もう一度、『かわいい』よりもっと確かな言葉を、彼の口から聞きたい。

『そうだよな。待たせて悪い。ところで、無事にタクシーには乗れたか？』

「乗ってるけど……どうして統がそれを？」

『きみを呼んだのは俺だからだ。そう遠くない場所だから間もなく着くと思う。じゃ、またあとで』

「ちょっと、待っ――」

　引き留める私の声を無視して、通話は切れてしまう。

　釈然としないまま車窓から外を眺める。

　そう遠くない場所って、いったいどこよ……？




　その答えがわかるのは、意外とすぐだった。マンションからおよそ十分で到着したそこは、私のよく知る懐かしい店があった場所だったから。

　しかし、タクシーの窓ごしに店の姿をとらえてからずっと、私の頭は混乱状態に陥っている。色褪せていた外壁のレンガタイルが綺麗になっていて、シャッターが下りている店の出入り口の上には美吉ブロッサムの看板がかかっていた。

　それも、デザインを一新した現在のロゴではなく、祖父母の店で使っていたのと同じ、レトロな看板だ。

　店の前でタクシーを降り、ぽかんと建物を見上げる。まだ店をやっていた頃にタイムスリップしたかのような錯覚にとらわれて、目の前の光景が夢か現実かわからなかった。

　どうして……？

　祖父母の店が閉店した後はマンション計画の土地の一部として建物ごと桐ケ谷エステートに押さえられていて、計画が白紙になったと同時にまた別の人の手に渡ったとカンナが言っていた。

　だから、私もカンナも残念がっていたのに。この店の看板は美吉ブロッサムの名を掲げている。そんなことができるのは物件を手に入れた本人だけだ。

　この店を買ったのって、まさか――。彼に店のことを話したのはかなり前のことなのに、それを覚えていたっていうの……？

　半信半疑で瞬きを繰り返していると、目の前のシャッターがゆっくり開き始めた。

　ガラス戸の向こうに見える店内には明かりがついていて、どうやって手配したのか、売り物の花まで並んでいる。そして、美しい花々を背負ったようにして立つ、すらりと背の高い統の姿も、ひときわ輝いて見えた。

　久々に統とふたりきりで対面することに、緊張してしまう。

　じっと立ち尽くしていたら、ガラスのドアから出てきた統が私の目の前に立った。

「どうだ？　昔の美吉ブロッサム、ちゃんと再現できてるか？」

「これ、あなたが全部……？」

「そう。瀬戸山園とは関係なく、俺の個人的な買い物。外観のリフォームを見に来た時、通りすがりの男性に『次はなんの店になるんですか？』と聞かれて、美吉ブロッサムという花屋だと言ったらすごく驚いていて、話を聞いてみたら苑香のお父さんだったから俺まで驚いたよ。そこで自己紹介をして、今日のことに協力してもらった」

　だから父や他の家族の様子がおかしかったんだ。リフォームに興味を示していたということは、父は父で、自分の両親の店があった場所にやっぱり思い入れがあったのだろう。

「そうだったんだ……本当にすごい偶然ね」

「今日のところはきみを驚かせたくて店を昔のように再現したが、どう使うかは苑香の好きにすればいい。この物件は、きみへのプレゼントだ」

　バッグやアクセサリーのプレゼントと同じような調子で、さらりと統が言う。

　私が大好きだった、祖父母の店。

　当時の懐かしい思い出まで蘇ってくるような感覚に胸は熱くなるが、私は少し考えてから統をまっすぐ見つめる。そして口を開きかけた瞬間――。

「と、言いたいところだけど、きみが素直に受け取るとは思っていない」

「えっ？」

　断ろうとしたら先を越されて、目を丸くする。

「俺は桐ケ谷エステートのマンション計画がなくなったと聞いて、とりあえず他の誰かに取られないように手を打っただけだ。この店が欲しいなら、正々堂々俺から取り返してみろ」

　不敵に微笑んだ彼は、少し前まで憎らしく思っていたライバル〝瀬戸山統〟の顔をしていた。時々大嫌いと叫びたくなる反面、私を引きつけてやまない、届きそうで届かない憧れの存在。そんな彼の挑発は、私をその気にさせる以外のなにものでもない。彼も、私が強気に宣戦布告するのを待っている気がした。

「いいわ。望むところよ」

　私は誰かに用意された道を歩くのは嫌なのだ。これまでと同じように、自分の大切な仲間と共に悩み、時に立ち止まりながら、自分たちだけの新しい地図を作りたい。

　与えられるだけのプレゼントで喜ばない私の性格を、統はわかっていたのだ。

　私の答えを聞いた統は、ふっと苦笑を漏らした。

「苑香ならそう言うと思ったよ」

「統……ありがとう」

　今すぐ店が手に入るわけじゃなくても、彼の気持ちは十分伝わった。私を深く理解している彼にしかできない粋なプレゼント。いつか絶対に、手に入れて見せる。

「さて、せっかく中の花も本物を用意しているんだ。きみのために花束を作ろう。それなら受け取ってくれるだろ？」

　統がそう言ってドアを開け、私を店内に促す。一歩足を踏み入れただけで、ふわりと甘い花の香りに包まれた。実際に営業している店のように、多種多様な花々が揃っている。

「ここにある花、好きなように使っていいの？　だったら、私も統のためになにか作りたい」

「……いいな、それ。リクエストも可能か？」

「もちろん。なにか使ってほしい花があるの？」

　なにげなく問いかけ、彼の顔を覗き込む。統はほとんど間髪を入れずに答えた。

「紫陽花をメインにしてほしい」

「うん、わかった。紫陽花の花、私もすごく好き。それに思い出の花でもあるし」

　紫陽花はどこにあるのだろうと、統から離れてさっそく店内をあちこち見て回る。

　さっそく、彼のクールなたたずまいに似合いそうな、つゆ草の色に似た青い紫陽花を見つけた。花が差してあるバケツのそばにしゃがんで、茎に手を伸ばす。

「思い出って？」

　統もまた、私にそう尋ねながら花を選び始めていた。ジッと見てしまったらおもしろくないので、私は自分の手元に集中して答える。

「初めてひとりで作った花束が、紫陽花を使ったものだったの。お見舞い用にって、ちょっと年上っぽい男子高校生が買いに来てくれて」

　彼が私の初恋だったかもしれないと伝えるのはやめた。今私の心が想っている相手は統なのだから、わざわざ言って不快にさせたくない。

　その代わり、紫陽花をいくつか選んだ後は、赤いバラを三本花束に追加した。

　贈る本数ごとに異なるバラの花言葉の中でも、三本は〝愛している〟を意味する。今日、私の想いを伝えるにはぴったりだ。

「その花束に使ったのは、ピンク系の紫陽花だろ。それに薄紫の小ぶりなタマアジサイも合わせて、オレンジ色のバラ、カスミソウ、ガーベラも入っていたな。外は雨だからときみは防水のラッピングペーパーを選んでくれて、最後に黄緑色のリボンを飾った。あとはそう……店を出る前に、ショップカードを渡してくれた」

　えっ？　どうして彼がそれを……。

　バケツのそばで屈めていた腰を上げ統を見つめる。店内の少し離れた場所にいた彼もまた、私にまっすぐな視線を向けていた。ずっと忘れていたあの時の高校生の顔が、今になって彼と重なる。

　そういえば、熱を出して彼のマンションに行った時……寝室のコルクボードに、美吉ブロッサムのショップカードによく似たものが飾ってあった。

「あの高校生って、もしかして統……？」

　彼は〝やっと思い出してくれたな〟と言いたげに微笑んでいる。信じられない偶然に胸が熱く震えて、花束を作る手はすっかり止まっていた。

　以前、瀬戸山園を継ぐきっかけは私の接客を受けたからだと、彼は話していた。なんとなく大人になってからのことだろうと想像していたのに、まさか、あの頃の未熟だった私が彼の人生に影響を与えていたなんて。

「もう一度会いたいと思って店を訪れた時にはもう店は休業に入っていて……しばらくして閉店してしまった。それからもずっときみのことが気になっていたから、同業だからというだけじゃなく、苑香の情報を追いかけてた。矢代先生のイベントで偶然会えた時は、奇跡じゃないかと思ったよ」

　噛みしめるように言葉を重ねながら、統が一歩一歩、私のもとへ近づいてくる。

　その手に抱えている花は、向日葵ばかりが十二本。長年花屋の仕事に携わっているので、特別な意味が込められていることにはすぐに気がついた。

　温かい幸福が溢れて、胸がトクンと鳴る。

「あの日から、向日葵みたいなきみの笑顔がずっと俺の心を照らしてる。でもこれからは、俺自身がきみに笑顔を与える太陽になりたいんだ。結婚しよう、苑香」

　……だから向日葵を選んでくれたんだ。

　バラでも向日葵でも、ちょうど十二本の花を贈るのは、ダズンフラワー（一ダースの花）とも呼ばれるプロポーズの定番。一本一本の花に【感謝・誠実・幸福・信頼・希望・愛情・情熱・真実・尊敬・栄光・努力・永遠】の意味が込められ、愛を伝えるのにぴったりだからだ。

「ありがとう、統。あなたはそうやっていつもまっすぐ気持ちを伝えてくれるのに、私は自分の気持ちをごまかしてばかりでごめんなさい。……でも、もう迷わない」

　思い出の紫陽花をメインに、統をイメージして作った青系の花束を彼の方へ差し出す。アクセントに使った三本の赤いバラは、私の真剣な気持ちだ。

「あなたのことが好き。この先もずっと、一緒にいたい」

　言葉にすると、ますます気持ちが溢れて胸が詰まった。もっと早く素直になればよかった。そんな後悔も含めて、これからは惜しげなく彼に愛情を注ぎたい。

「苑香……ありがとう。愛してる」

　愛おしげに目を細めた彼が、私の頬に触れてそっと顔を引き上げる。かぐわしい花の香りの中で目を閉じると、統の唇がふわりと重なった。あまりの幸福に、息が止まってしまいそうだ。

「こんなに喜んでくれるなら、最初から指輪じゃなくて花束を渡せばよかったな」

　息のかかる距離で見つめ合いながら、統が苦笑する。

「あの指輪、捨てちゃった？」

「そんなわけないだろ。家にある。あれは苑香のものだ。そして、指輪を嵌めたきみは俺のもの」

　統は独占欲たっぷりのセリフを放ち、私の唇にまた一度、軽く口づけする。なんとなくだけど、相思相愛になった途端、統の甘さが激増している気がする……。

「そういうわけだから、今から俺のマンションにきみを連れ帰る。もちろん、指輪を渡すだけで済むと思うなよ」

「あ、あの、それって……」

　心の準備が必要なことなので、曖昧な言い方に不安を覚えて問いかける。少し前まで遼太くんという恋人がいたが、終わりの頃はほとんど甘い時間を共有していなかったので、そういう事態になるのは久しぶりなのだ。

　統はおそらく赤いであろう私の頬を指先ですりっと撫で、それから耳元に唇を移動させた。

「……苑香を抱きたい。ベッドの中ではどんなふうに咲くのか、俺にじっくり見せて」

　吐息交じりの低い声が色っぽすぎて、全身がかぁっと熱くなった。恥ずかしいけれど、私の体の奥も疼いている。大好きな彼をもっと近くに感じたいと。

「……わかった。でも、これを包んでから」

「そうだな。せっかくの花束だ、綺麗に完成させよう」

　それから店の奥の作業台にふたりで並び、一緒にラッピングを仕上げる。

　統は私と違って花屋の店舗で勤務した経験はないそうだけれど、もともと手先が器用なのか、オフホワイトとミントブルーの不織布を使って、爽やかな向日葵の花束を作ってくれた。

　店内に残った他の花をどうするのか尋ねたら、それぞれきちんと行き先が決まっているらしい。店を出る前に統が部下に連絡し、花の回収を頼んでいた。

「プライベートの後始末を部下にさせていいの？」

　彼の車が止めてあるというパーキングに向かいながら尋ねる。

　隣を歩く統は、少し気まずそうに笑った。

「いいんだ。半分はプライベートじゃなかったから」

「半分？　どういうこと？」

　この店を買ったことは会社とは関係ないと言っていたし、プロポーズなんて極めて個人的なイベントだ。仕事の話も一切出なかったし。

「実を言うと、プロポーズの他に、苑香に会社の合併話を持ち掛けようとしていた」

「が、合併……!?　瀬戸山園と美吉ブロッサムの？」

　驚きすぎて、思わず大声が出てしまう。彼がそんなことを考えていたなんて、全然知らなかった。蘭子さんに言われたことって、あながち間違いではなかったの？

「ああ。俺は経営者としてきみの会社を評価してるし、客としても魅力的な企業だと思ってる。だから、苑香がやりたくてもできないこと……たとえば、バラ園で味わったスムージーのような食品系の企画なんかも、うちの会社の資金や人材、ノウハウがあれば叶えてやれる。美吉ブロッサムが瀬戸山園のいちブランドとして成長すれば、お互いにとってメリットしかないと思ってな」

　美吉ブロッサムを、瀬戸山園のブランドのひとつに？

　そうなった場合、彼の言うようなメリットは確かにたくさんあるのだろう。

　今までお金をかけられなかった広告も大々的に出せるし、瀬戸山園なら各地の花農家とも太いパイプで繋がっている。

　合併の形態にもよるだろうけれど、社員たちの待遇も悪くなるということはないはずだ。だけど、そういう対価があったとしても私は……。

　俯いて返事ができずにいたら、統がそっと私の手を握る。顔を上げると、安心させるような優しい眼差しが降り注いでいた。

「苑香の気持ちはわかってるから大丈夫だ。さっきあの店をプレゼントすると言った時に見たきみの表情で確信した。きみは、自分の手で美吉ブロッサムを成長させて、その先で俺に――というか、瀬戸山園に挑みたいと思ってる。違うか？」

　統はどうして私の気持ちが手に取るようにわかるのだろう。ここまで自分を理解してもらえる相手に出会えるなんてこと、そうそうない。

　胸の奥がきゅっと甘い痛みを覚えた。

「あなたの言う通り。私、統と結婚しても、どんなに愛し合っていても、やっぱりあなたとはライバルでいたい。そしていつか、あなたを超えたい」

「楽しみにしてる。でも、そんなに簡単に俺を負かせると思うなよ」

　挑発的な笑みを向けられ、闘争心に火がつく。

　見てなさい、瀬戸山統。いつか必ず、あなたをぎゃふんと言わせてみせる。

　心の中で久々に彼をフルネームで呼んでみると、懐かしい気分になった。とはいえ、瀬戸山人形を憎々し気に殴りつけることは二度とないだろう。その代わり、寂しい時にギュッと抱きついたりするのかもしれない。

　想像するとなんだかおかしくて、統に気づかれないよう小さく笑った。




　甘さ控えめなライバル同士の会話は、彼のマンションに着いてしまえばすっかり甘い男女のそれに変わった。ダイヤの指輪が戻った指先で彼の背中にしがみつき、今はベッドの脇で立ったまま、互いの唇を夢中で吸い合っている最中だ。

　彼のジャケットとネクタイは、乱雑に床に脱ぎ捨てられている。

「ん、んっ……」

「やっと苑香に触れられる。もうなにも我慢しない」

　興奮が滲んで掠れた統の声にドキドキする。

　いつも飄々とした態度で主導権を握っているように見える彼が余裕をなくしている姿に、私の中の女が疼く。もう我慢しなくていいと伝えるように、精一杯背伸びをしてまた彼の唇を求めた。恥ずかしげもなく音を立てて、時には舌を絡めて。あなたが好きだという気持ちを、動物みたいなやり方で伝える。

　やがて統がこらえきれなくなったように、私の体をベッドに押し倒した。首筋にキスを移動させ、敏感な場所を探るように、あちこちにキスのスタンプを押す。

　服の上から体のラインをなぞられ、ぞくぞくとした期待に体が震えた。彼の手が胸のふくらみにたどりつき、私の反応を窺いながら、強弱をつけて愛撫する。

「あぁ、ん……」

　尖った先端が服と下着に擦られ、もどかしくなって身を捩った。統はそこばかりしつこく指先で転がした後、私のブラウスを胸の上まで捲り上げる。ブラのホックは外さないまま、カップだけをぐいっと下ろした。こぼれたふたつの胸を見て、統がうっとりしたようにため息をつく。

「……綺麗だ」

「そんな、見ないで……」

「指輪を嵌めたきみは、俺のものだと言ったろ。観念して羞恥は捨てた方がいい。これからもっと恥ずかしいことをするんだから」

　彼が浮かべた笑みはあまりに蠱こ惑わく的で、抗えない魅力があった。従順に口をつぐんだ私にふっと笑った統は、両手で胸を鷲掴みにすると、その片方を口に含んだ。

　生暖かく濡れた舌の感触に、思わず腰が跳ねる。

「あっ……」

「きみのココは敏感だな。たっぷりかわいがってやる」

　こうした行為自体久しぶりなのに、素直に反応している自分に驚く。

　統に触れられているのがうれしいせいだろうか。胸のドキドキも体の昂ぶりも、怖いくらいに激しさを増すばかりだ。自然とお腹の下の方に熱が集まって、下着が肌に貼りつく感覚がした。それを知ってか知らずか、統が私のスカートを下ろして取り去ってしまう。

　モジモジと擦り合わせた太腿の間に、統の指先が忍び込んだ。

「統、そこは……っ」

　言葉での抵抗もむなしく、下着の間から侵入した指先がぬかるんだそこに触れる。

　かぁっと頬に熱が集まり、思わず顔を両手で覆った。統は構わず浅い場所を指でやわらかくほぐしていく。その緩慢な動きにすら感じて小刻みに体が震えてしまう。

「いいのか？　顔を隠していて。見えないと、なにをされるかわからないぞ」

「えっ？」

　なにをするつもり……？

　焦って手をどけ、上半身を起こす。片手を私の太腿に這わせた統が、私の脚の付け根辺りに顔を近づけていた。

「待って、ダメ……っ」

「きみは俺だけが愛でていい花だ。蜜を味わう権利だってあるはずだろ？」

「そんな、あっ……」

　言うが早いか、惜しげもなく侵入してきた舌が、遠慮なく動き回って私の中を刺激する。

　どくどくと、熱いものが溢れてしまうのがわかる。

　恥ずかしいのに、感じるのをやめられない。

　快感と共にたっぷりの愛を感じる行為なのに、統の顔がよく見えないのが切ない。

「統、そっちばかりじゃ嫌……唇にもキスして……」

「苑香……ああ。そのかわいい唇に、寂しい思いをさせてごめんな」

　体勢を変え、再び私の上に覆いかぶさった彼が、激しいキスで私の唇を塞ぐ。

　そうしながらも彼の指先は私の中をかき回し続けていて、なにも考えられないくらい甘く蕩けていく。目の前にちかちかと星が浮かんでどうにかなりそうになっていたその時、統がベルトを外す音が聞こえた。

　荒い呼吸で胸を上下させていると、衣服をすべて取り去った彼が私の膝を掴んで開かせる。初めて見る彼の裸体があまりに官能的で、心臓が止まりかけた。

　スーツを着ている時の彼には、御曹司とか社長とか、そういうキラキラした言葉が似合うのに、なにも身に着けていない彼は、弱肉強食の世界に生きる野生動物みたい。

　雄々しい筋肉の隆起、首筋や腕に浮き上がった太い血管……どこも綺麗で色っぽくて、今からこの人に食べられてしまうのだと思うと、それだけで気を失いそうになる。

「苑香……きみとこうなることを、ずっと望んでた」

　統はこの上なく情欲的な体を見せつけながら甘く囁き、そっと掴んだ私の手を自分の頬に這わせた。そのままぐっと腰を押しつけ、中に入ってくる。

「あっ……」

　体の奥深くまで届いた彼の熱。ようやくひとつになれた幸せで、目の端に涙が滲む。

　統は大きな体ですっぽりと私を包み込み、唇に優しいキスを落とした。彼が愛おしいと、心の底から想う。

「好きだよ、統」

　彼の首に腕を回し、溢れる想いを口にする。統は蕩けるような甘い微笑みで、私の頬を撫でた。

「ああ。きみの体もそう言ってるな」

「は、恥ずかしいこと言わないでよ……」

「羞恥は捨てろと言っただろ？　ほら、俺の目を見て、もっと感じて――」

　視線を絡ませたまま、統が一心に私を求める。彼の一途な愛がこれでもかというほどに伝わってきて、うれしいのに胸が苦しくなる。

　甘いだけじゃない感情が湧くのは、彼を本気で愛し始めている証拠だ。

　統の存在が段々と、私の一部になっていく……。

　その尊い感覚を噛みしめるように、激しく軋むベッドの音を聞きながら必死で彼と抱き合った。




　離れがたくて結局彼の部屋に泊まることになったその夜。眠る前にベッドの中で、彼のお母さんの話を聞いた。

　私と初めて会った日、彼が紫陽花の花束を渡そうとしていたのは入院中のお母さんだったそうだ。病気のせいで長くは生きられなかったけれど、花と共にあった人生はきっと幸せだっただろうと、統は言った。

「……私も、きっと自分の命が尽きる前には統のお母さんと同じことを思い出すだろうな」

「同じことって？」

「あなたにプロポーズされた今日のこと。たくさんのお花に囲まれて、大切な人と一緒に生きようと決めた気持ち、絶対に忘れないもの」

　そう言って彼の目を見ると、統はとても幸せそうに微笑んだ。優しげな眼差しにキュンと胸が鳴り、次の瞬間、彼が私のおでこに軽くキスする。

「俺も絶対に忘れない。でも、きみと一緒にいれば、どんな平凡な日常だってきっと特別な毎日だ」

「統……」

　愛情深い言葉に胸が詰まって、思わず彼の胸にギュッと縋りつく。耳元に感じる彼の規則正しい鼓動に、この上ない安心感を覚えた。










幸福なフラワーシャワー




　統と結ばれた直後の週明け。正式な申し入れではないとはいえ、彼から合併の打診があったと役員会で打ち明けた。行きがかり上、私と彼が婚約していることも伝える。

　みんなに相談せずに断ったことを謝ると、カンナ、右原さん、左木くんはそれぞれ怒りを露わにした。その矛先が向かった先は私ではなく、統だ。

「まったく、失礼しちゃうわよね。いくら苑香が自分のものになったからって、この会社まで手に入れようとしていたなんて」

「私たちは苑香さんについていきたいのであって、瀬戸山園の傘下に入るなんて、たとえメリットがあっても断固拒否です！」

「瀬戸山社長は僕たちが思うより美吉ブロッサムを脅威に思っているんですよ。将来的に瀬戸山園の上をいかれるくらいなら今のうちに自分のものにしてしまえと」

　私が思っていたよりずっと、彼らの愛社精神は強かったらしい。私は婚約者を悪く言われているというのに、思わず微笑んでしまう。

　今度会ったら教えてあげよう。統、散々な言われようだったよって。

「みんな、ありがとね。目標は高く、打倒瀬戸山園で行こう！」

　三人の顔を見回し、決意を新たに告げる。彼らもそろって頷いてくれた。

「それにしても羨ましいです、苑香さんと瀬戸山さんの関係。敵同士なのに愛し合ってるなんて、なんかロマンチック～」

　右原さんが冷やかすように言うので照れてしまう。

　そんな彼女の隣では、左木くんが顎に手を当てて難しい顔をしていた。

「それに比べて、右大臣と左大臣ではロマンチックとは程遠いな……」

「ちょ、ちょっと左木……！　こんなところでなに言ってるの！」

　右原さんが小声で彼を窘める。その頬がほんのり赤く染まっているのを見て、私とカンナは目を見合わせた。

「えっ？　もしかしてふたりって……」

「ええ、お付き合いしています。仕事がやりにくくなるからと、彼女に口止めされていましたが」

「だから、なんで言っちゃうのってば！」

　左木くんはいつものように飄々としているが、右原さんは完全に困り果てている。学生時代からかわいがってきた後輩がカップルになったと知って、私は無条件にうれしくなった。

「別にうちは社内恋愛禁止じゃないからいいじゃない。ふたりともお幸せに」

「でも、会議に痴話げんかを持ち込むのだけはやめてね」

　私とカンナがそれぞれ声をかけると、左木くんを睨んでいた右原さんもなんとか落ち着きを取り戻す。ふたりともきちんとした大人なので、それからはとくに気まずさを醸し出すでもなく、フラットな状態で会議に参加していた。




　会議を終えた後、共に廊下を歩いていたカンナがふいに口を開く。

「あのふたりがカップルになって、苑香も瀬戸山さんと幸せそう。私が孤独なんじゃないかって、ちょっと心配してる？」

　唐突な質問だったので目を瞬かせる。だけど、彼女の言ったことを少しも考えなかったわけじゃないので、私は正直に頷いた。

「……お節介だったらごめん。でも、少しだけ」

　人の生き方はそれぞれだし、恋愛や結婚に重きを置かずに生きていくことだって全然悪いことじゃない。だけど、そう思っていたって、周りに影響されて焦ったり悩んだりすることは誰にでもある。私たちくらいの年齢ではとくにそうだろう。

　カンナには前に複雑な胸の内を聞かせてもらったばかりだったから、気にしないわけにはいかなかった。

「心配かけてごめんね。実は、こないだ苑香と話してからちょっと行動を起こし始めたんだ。自分じゃない相手に独身でいてほしいと思うなんて、やっぱり健全な思考とはいえないよなぁって反省してさ。ひとりでも生きていけると思っていた裏で、本当は誰より結婚したかったのかもって思ったら、自分の中ですっごく腑に落ちて」

　苦笑するカンナだけど、やっぱり彼女と私は考え方が似ているなと思った。

　私も、恋はしないって頑なに統を拒んでいた時はやっぱり思考が凝り固まっていて、素直になったら途端に楽になったから。

「そうだったんだ。カンナがすっきりしたならよかったよ」

「ありがとう。こないださっそく婚活パーティーに参加してみたの。年齢制限とかもない、気軽なやつ。……実はそこで、ちょっと気になる男性に出会って」

　カンナの声が、自信なさげに小さくなる。いつもはきりっとしている横顔が珍しく不安げで、結構その男性に本気なのかもと、勝手に私までドキドキする。

「その話、詳しく聞いてもいい？」

「ええ。立食形式の自由なパーティーだったんだけど、最初に声をかけてきた相手が、とにかくすごく気持ちの悪い人でね。年は中年くらいかな。自分はマスコミ関係で芸能界に顔が利くだの、ちょっと前のカーネーション王子のゴシップ記事？　あれも自分が書いたのなんだのって自慢ばかりするうえ、人のお尻ジロジロ見て『お姉さんは安産型だね』って……もう、完全にアウトのセクハラな発言連発なわけよ」

　セクハラ全開、職業マスコミ、しかも、絶賛婚活中。

　まさかそんな偶然があるわけないよね……。自分が二度ほど会った失礼な中年男性の顔を思い浮かべて一瞬ゾゾッとしたが、話の本筋とは関係なさそうなのでとりあえず黙っておく。

「それで、その人からさりげなく離れようとしてお手洗いに立ったのに、会場に戻ろうとしたらトイレの前で待ち伏せされちゃって。すごく怖かったんだけど、その中年男性の動きを怪しいと思ったらしい主催会社の男性が、間に入って助けてくれたの」

「じゃあ、もしかして婚活パーティーで出会った気になる人っていうのは、参加者じゃなくて……」

「そう、その人のこと。あんなにときめいたのって久々だったから、お礼がしたいですって、グイグイ迫って食事の約束しちゃった」

　カンナが小さく舌を出す。

「えーっ！　やるじゃないカンナ」

　そういえば、最近こそ恋愛に縁がなかった彼女だけれど、学生時代はわりと積極的な方だったっけ。

「だから、うまくいくかはわからないけど今すごく張りがある毎日なの。やっぱり、一歩踏み出してみるって大事だね。あのおじさんにも感謝よ」

「いや、そこは感謝しなくていいと思う……」

　小刻みにぶるぶる首を振る私に、カンナが思わず噴き出す。こんな風に屈託なく笑う彼女を見たのは久しぶりだったので、友人としてうれしくなった。




　忙しい日々の合間に結婚式の準備を進め、翌年の三月に私と統は婚姻届を提出した。

　挙式は同日の午後で、会場は瀬戸山園と取引のある外資系のラグジュアリーホテル。

　式を行う大聖堂、そして披露宴会場を飾る豪華な装花はすべて瀬戸山園が手配している。

　しかし、ひとつだけどうしても美吉ブロッサムに用意させてほしいと頼んだものがある。

　式が始まる前、ヘアメイクのために早めにホテルの控室に入り、ちょうど純白のウエディングドレスに身を包んだ花嫁の姿になった頃、私の仲間たちがそれを届けてくれた。

「苑香さん、めっちゃ綺麗です！」

「本当ね。きっとこのブーケもよく似合うわ」

　控室を訪れたのは、右原さんとカンナだ。カンナは自信たっぷりにそう言って、右原さんが抱えていた段ボールを開封する。緩衝材の中から出てきたのは、ミモザやカラー、マーガレットを合わせた春らしい黄色系のウエディングブーケ。

　カンナの手から受け取ったそれを持って全身が映る鏡の前に立つと、右原さんが「わぁ……」と声を上げる。ロングトレーンのシルエットが美しいシルクのＡラインドレスを、ブーケの明るい色が華やかに引き立たせてくれていた。

「とっても素敵なブーケ。ふたりともありがとう」

「こちらこそ、旦那様に無理言って、私たちにブーケを用意させてくれてありがとう。我らがボスの大事な結婚式、どうしても私たちから特別なお祝いをしたかったの。喜んでくれて私たちもうれしい」

　いつだって苦楽を共にしてきた仲間からの粋なプレゼントに、さっそく目頭が熱くなってしまう。カンナももらい泣きしたかのように目を赤くし、「やだ、もう……」と苦笑しながら、ハンカチを目元にあてた。

　実はカンナも、式こそ挙げていないものの、想い人だった彼と私より先に結婚し、新婚生活真っただ中。旦那様はカンナの仕事にも理解があり、美吉ブロッサムのことも応援してくれているそうだ。

「お揃いのブートニアは左木がしっかり新郎のもとに届けてますから安心してくださいね」

　右原さんがそう言って、頼もしく親指を立てる。

　ブートニアというのは、新郎の胸元に飾る小さな花のこと。その起源は、プロポーズの時に男性が女性にプレゼントした花の中から、女性が気持ちに応える意味で一輪の花を抜いて男性の左胸のボタンホールに挿すという風習だったそう。

　今ではポケットに挿すのが一般的で、花嫁のブーケと対になっているというペア感を含め、衣装の一環として人気が高まっている。

　タキシードの胸元に花を飾った統はいつも以上にカッコいいだろうと、私も今からドキドキして対面を待っていた。

「ありがとう。後で左木くんにもお礼を言わなきゃ」

　ちなみに右原さんと左木くんも順調に交際を続けていて、いずれは結婚しようという話も出ているみたいだ。

　具体的なことはまだ未定でも、右大臣と左大臣というお気に入りの呼び名が変わらないよう、職場では絶対別姓を使うということだけ意見が一致しているらしい。

「ご新婦様、そろそろご移動のお時間です」

　介添の女性に声をかけられ、名残惜しく思いながらも『あとでね』と言ってふたりと別れる。ドレスの裾を踏まないようゆっくりゆっくり足を進め、式場へと向かった。




　下見の時にひと目で気に入った大聖堂には、巨大なステンドグラスが壁から天井にかけて広がっていた。そこから差し込むやわらかな春の日差しに包まれ、私は父と一緒にバージンロードを進む。

「……花があまり好きじゃなかった俺が言っても、説得力はないかもしれないけどな」

　パイプオルガンの荘厳な音に紛れ、私にだけ聞こえるほどの声で父が言う。

「今日の苑香は、どんな花より一番綺麗だ。瀬戸山くんに渡すのが惜しくなるくらい」

「お父さん……」

　似合わないこと言って、どうしたの？

　茶化すようにそう思うけれど、瞳には勝手に涙が浮かんでしまった。

　父は最初美吉ブロッサムの復活には反対していたし、私が仕事に失敗して実家に戻ればいいなんて思ったこともあったみたいだけれど、だからって私の将来を無理やり狭めるようなことはなかった。

　家を出るのも許してくれたし、やりたいことを好きなようにさせてくれた。

　娘の私を信じてくれていた証拠だろう。今では感謝の気持ちしかない。

「ありがとう。私、きっと幸せになる」

「ああ。行ってこい」

　父の優しい後押しを受け、顔を上げる。祭壇の前に立つ統が、ステンドグラスから降り注ぐ光の中で、私に手を差し伸べた。格調高いブラックタキシードの左胸に、お揃いのブートニアをつけて。

「新郎、瀬戸山統。あなたはここにいる新婦苑香を、病める時も健やかなる時も、富める時も貧しき時も、妻として愛し敬い、慈しむことを誓いますか？」

「はい。誓います」

　神聖な空気が満ちた大聖堂に響く統の声は、夫になる覚悟を滲ませたように、どっしりと頼もしく感じられた。新婦の私にも同じ問いかけが繰り返され、私もまた、統の妻になるという自覚をしっかりと持ちながら、「誓います」と答えた。

　指輪交換の後、誓いのキスのために統と向かい合い、彼の手によってベールを上げられる。

　統の澄んだ瞳とじかに見つめ合うとそれだけで胸がいっぱいになり、視界がゆらゆらと揺れた。肩にそっと手を置かれ、優しいキスが重なる。こらえきれなかった涙がひと筋、頬を伝うのがわかった。

　結婚証明書へのサインを終え、最後は家族や仲間に見送られながら、色とりどりのフラワーシャワーが舞う中を、統と寄り添って歩く。ふと彼を見上げると、甘さを孕んだ眼差しに見下ろされ、耳元に彼の唇が近づく。

「苑香は花が似合うな」

「……そ、そう？」

「ああ。こんなに綺麗な花嫁が俺のものだなんて、夢みたいだ」

　幸福を受け止めきれないかのように、統が静かに呟く。

　結婚式の独特な空気感、それに、こんなにたくさんの花びらが降り注ぐ光景は、確かに現実感が薄いのかもしれない。だけど――。

「夢じゃない。私たちはもう、永遠に離れることのない夫婦になったんだよ」

　彼の腕を掴んでいる手にキュッと力をこめる。こうして触れ合える距離に私はちゃんといるよと伝えるように。

「ああ、そうだな。夢だったら、こんなこともできないし……」

　まだ退場の途中なのに、統が唐突に身を屈めて私にキスをする。

　参列者の中から黄色い声や拍手が飛び交い、かぁっと頬に熱が集まった。

「ちょ、ちょっと統……！」

　唇が離れていくと、私はすぐに抗議の声を上げた。

「仕方ないだろ。愛が溢れて誓いのキスじゃ物足りなかったんだ」

　ますます恥ずかしい発言で私の羞恥を煽あおる彼に頬を膨らませたくなる。

　しかし、今日ばかりはつまらない喧嘩なんてしたくない。

「もう……」

　呆れたように言いながら、仕返しに私からも短いキスをする。

　統は不意打ちにあったように目を丸くし、じわじわと頬を赤く染めた。

　してやったり、と笑う私は、きっと今だけ妻というよりライバルの顔。

　私たち夫婦の関係はいつだって甘いだけじゃなく、スパイシーな刺激に満ちている。
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永遠のライバル――side統




　結婚してから建てた新居には、前に苑香が住んでいたマンションのものより広い、円形のサンルームがある。彼女は相変わらずそこで植物を育て慈しんでいたが、最近もっぱら植物の世話をしているのは俺の方である。

　苑香がさぼっているというわけではない。ガーデニングには意外と力仕事も多いので、俺自身が身重の妻にやらせたくないというだけなのだ。

「統、そろそろ休憩にしたら？」

　夫婦になって二年目の秋。ある休日の昼頃、リビングダイニングに繋がる窓から苑香が俺を呼んだ。体調に問題がないので、リモートワークなどを駆使して仕事も無理なく続けている。

　現在妊娠八カ月の彼女のお腹はだいぶ大きくなっており、予定日は十二月。クリスマス前には我が子に会える予定だ。

「そうだな。そう言われてみれば腹が減った」

　植え替え作業を中断した俺は、作業用のグローブを外して彼女のもとへ向かう。

「スーパーへ行った帰りにケバブサンドの屋台が出ていたから買ってきちゃった。すっごくいい香りがしてて」

「ケバブか。新婚旅行を思い出すな」

　俺たちは昨年の結婚式直後ではなく、一年後である今年の春にドバイへ新婚旅行に行った。せっかくならまとまった休みを取って海外へ行こうと決めたはいいが、お互いの立場上会社とも密に予定を擦り合わせる必要があり、ようやく旅行が実現した時には結婚から一年が経っていた。

　手を洗ってからダイニングに移動して、苑香が買ってきてくれたケバブサンドと付け合わせのポテトを囲んでランチにした。

　メインのケバブサンドはピタパンの中にスパイシーな味付けの鶏肉と野菜が溢れんばかりに入っており、ひと口かぶりついただけでも食べ応えがあった。

「素敵だったよね、ドバイ。なにもかもスケールが大きくて、ビーチも綺麗で」

　ポテトをつまみながら、苑香がその景色を思い出したようにうっとりする。

「俺はホテルできみとのんびり過ごした時間が一番印象に残ってるな。日本ではどうしてもお互い仕事を気にしてしまうだろ？　たとえ同じ家で寛いでいても」

「のんびりって……私、すっごく疲れた記憶があるんだけど」

　正面に座る苑香がそう言って、じろりと睨んできた。

　俺たちが宿泊したのは、アラビア湾に面したドバイのリゾートホテル。客室ごとに用意されたプール、プライベートビーチ、ゴルフコースやスパなど、極上のサービスが揃った高級ホテルだ。

　その非日常感が気に入った俺は、宿泊した五日間の内ホテルから一歩も出ない日というのを設けた。

　日ごろから多忙で疲れている苑香を癒やすためにそうしたつもりだったが、最愛の妻とふたりきり、誰にも邪魔されない環境でいられると思うと、俺はことあるごとに苑香に触れたくなって、結局は彼女を〝疲れさせる〟ことになってしまったのである。
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　その贅沢な一日は、朝のプールから始まった。

　苑香より遅く目覚めた俺は、隣に寝ていたはずの彼女がいなくなっていることに気づいて、天蓋つきのベッドから下りて広々とした客室内を見回す。その時、隙間の空いた窓から入り込む風と、水がちゃぷんと跳ねる音に気がついた。

　テラスに出てみると、日本よりずっと強い日差しを受けてきらきらと水面を揺らすプライベートプールの中に、しなやかに泳ぐ苑香の姿があった。

　前日ビーチに出向いた時は、人目と紫外線を避けるためにほとんど体型がわからない上着を水着の上に羽織っていた。しかし、今の苑香はシンプルな黒いビキニ姿で、惜しげなくその美しい体を露わにしていた。

　水にゆらゆらと揺れる長い髪、すらりと伸びた手足、首や腰は頼りないほど華奢なのに、胸や腰は女性らしく丸みを帯びている。

　目眩がしそうなほど妖艶なその姿に、俺はしばらく声をかけるのも忘れて見惚れる。

　プールの端から端まで泳いでいた苑香がもう一度反対側に戻ろうと体の向きを変えたその時、テラスに立つ俺の姿に気づいた。

「おはよう、起きたんだ」

「ああ。苑香はずいぶん早起きだな」

「だって楽しくてワクワクしちゃって。二度寝をするのももったいないし、せっかくプールがあるから泳ぐことにしたの」

　プールの中を歩いて俺のいる方へゆっくり歩み寄ってくる彼女。

　俺もまたプールサイドまで歩いていくと、履いていた籐のサンダルを脱いでハーフパンツを捲り上げ、膝から下までプールに浸かった。水は冷たすぎず、心地よいぬるさだった。

「ああ……気持ちいいな」

「統も水着に着替えておいでよ」

「俺はいい。ここで苑香を見てる」

　手を伸ばし、傍らにいる苑香の頬を撫でる。照れた彼女がほんのり頬を染めてはにかんだ。

「見てるだけじゃおもしろくないじゃない」

「それはまぁ、見てるだけよりは――」

　頬に触れていた手を顎に移動させて彼女の顔を引き上げると、身を屈めて素早く彼女の唇を奪う。濡れた唇は吸い付くように柔らく、しばらくその甘さに酔う。

「こうして触れられる方が、俺はありがたいけど」

　言いながら、至近距離で彼女の瞳を覗く。苑香は焦ったように目を泳がせ、長い睫毛を忙しく瞬かせた。

「そういうことを言ったわけじゃないんだけど」

　俺はこんなふうに恥じらう彼女の表情が好きだ。毎回煽られてしまい、余計に恥ずかしがらせたくなる。一度キスしたせいもあり、苑香に触れたい欲求がどんどん高まっていくのを感じる。俺は彼女の顔に添えていた手をゆっくり下へ移動させ、首筋を撫でてからビキニの肩ひもに触れた。

「この水着姿も初めてちゃんと見たけど、苑香によく似合っているし、とてもセクシーだ」

「これは、統が起きてこないからひとりならいいかって……あまり見ないで」

　胸の前で腕を交差させ、苑香がますます顔を真っ赤にする。

「見るさ。かわいい妻の水着姿だ」

「やめてってば、もうっ……」

　苑香はこらえきれなくなったようにそう言うと、水の中から両手を伸ばしてグイッと俺の腕を引く。

「おい、待っ……」

　バランスを崩した俺は水しぶきを上げ、派手にプールに落ちた。手のひらで濡れた髪をかき上げ、苑香に苦笑を向ける。

「やったな？」

「お、統が悪いんだからね」

　口ではそう言いつつも、俺からの報復を恐れているのか、水中で苑香がゆっくり後ずさりをする。じりじりと距離を詰めていくと、くるりと後ろを向いた彼女が泳ぎ出そうとしたので、俺は手を伸ばして彼女を引き寄せ、そのまま後ろから抱きしめた。

「捕まえた」

「……捕まっちゃった」

　観念したようにボソッと呟く苑香。その様子を見る限り、本気で俺から逃げようとは思っていなかったようだ。

「俺の服を濡らした罰に、逃げようとした罰も追加だな」

「罰って、なにをするつもり――んっ」

　振り向いて俺を見上げた彼女の唇をキスで塞ぐ。一瞬ビクッと肩を跳ねさせた苑香だが、唇を啄んでいるうちに体の力を抜いた。

　キスをしながら、彼女の胸をビキニの上から両手で包み込む。

「ん、ダメ……」

「きみに拒否権はない。罰だって言っただろ」

「意地悪……あ、ん」

　ゆるゆると手を動かし、やわらかい双丘を揉みしだく。苑香が体を震わせるたびに、ちゃぷちゃぷとプールの水が跳ねた。

　そのうち水着の感触がもどかしくなってカップをずらす。露わになった胸の先端はすでに熟し、硬く尖っていた。

「ねえ、恥ずかしい……っ。せめて部屋に……」

「ここには俺たち以外、誰もいないだろう。それに苑香だって、いつもと違うシチュエーションに興奮してるくせに」

「そんなこと……や、ダメ、そこは……っ」

　片手で胸を弄りながら、もう片方の手を太腿の方へ滑らせる。水着の隙間から指を入れて中心を探ると、そこにはプールの水と質感の違う、熱い液体が満ちていた。

「これで興奮してないって？　きみは嘘つきだな」

　ゆっくり指を侵入させ、中をかき回す。苑香は俺の胸に身を預け、小刻みに体を震わせている。頬を真っ赤にして、悩ましげな溜息をこぼしながら。

「あ、ぁ……んっ」

「きみが強がれば強がるほど、こんな風に乱したくなる。俺だけが苑香の別の顔を知っているんだって……そう思うとたまらないよ」

　強く逞しく、そして美しい美吉ブロッサムの女社長。経済紙やウェブ雑誌などに時々取り上げられるようになった彼女は、働く女性たちの憧れになりつつある。

　夫である俺も誇らしいし、誰よりも応援している自負だってある。

　しかし、彼女の魅力はキラキラ輝く表側の部分だけじゃない。学生時代からの泥臭い努力を始め、時に寝る間を惜しんで仕事をし、翌朝目の下にクマを作ってしまう不器用なところ、俺の会社がなにか成果を残すと、一緒に喜ぶだけでなく盛大に悔しがって自分の糧にするところ。

　そして、俺の前でだけ見せる、こんなにも魅惑的な女としての顔も――全部が俺の目には魅力的に映り、その虜になってしまうんだ。

　俺たちはプールサイドに移動し、濡れた水着や服を脱ぎ捨てるとデッキチェアに向かう。先に座った俺にまたがるようにして椅子に乗った苑香を抱き寄せ、俺たちは体を繋げた。

　真っ青な空から降り注ぐ日差しに肌を灼かれながら、貪るように彼女の中に熱を突き立てる。俺の首にしがみついた苑香は息をするのも必死そうで、それでも、甘い声で俺に愛を伝えてくれる。

「統……っ……好きよ、好き……っ」

「ああ、俺だって……っ。狂おしいほど、きみを愛してる……っ」

　たまらなくなって彼女の唇を吸い舌を絡め、彼女の体中を俺でいっぱいにする。こんなにも美しく淫らな苑香は、俺だけのものだ。……誰にも渡さない。

　そんな独占欲のままに、俺は彼女を思いきり抱き潰す。

　しかし、一度くらいでは燃え上がる熱情が収まることはなく、達した後の脱力した苑香を抱えて室内のベッドに移動すると、俺は再び彼女をそこに横たえ、熱い余韻を残した体を蕩かしていく。

　時間の感覚はいつしかなくなり、何度目かの行為の後でシャワーを浴びる時ですら彼女を求め、ベッドに戻って、またシーツの上で四肢を絡めて――。

　結局その日は食事と水分補給をする時以外ほとんど、俺たちは肌を重ねていたのだった。
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「そういえば、最後の方は苑香、ぐったりしていたな」

「だって全然手加減してくれないんだもの」

「でもそのおかげで、俺たちのもとに宝物が来てくれただろ」

　苑香のお腹に宿った命は、おそらくその時にできた子。帰国してから発覚したが、ドバイで過ごした甘く濃密な時間がもたらしたハネムーンベビーで間違いないだろう。避妊はしていたが、すべて完璧だった自信はない。

「それを言われちゃうと責められないけど……。私ね、妊娠前はいつか子どもを授かるにしても、そうなると仕事はどうなるんだろうとか、ちゃんと母親になれるのかってちょっと怖かったの」

　苑香がお腹に手を当てて、少し伏し目がちに話しだす。初めての妊娠にある程度不安を抱えているだろうと察してはいたが、妊娠前の心境を聞かされるのは初めてだった。俺の前ではまったくそんな素振りを見せなかったから。

「でも、いざ統にたくさん愛されて子どもを授かってみると、不安よりもなによりも先に、喜びの方が勝ってた。だから、子どもを授けてくれただけじゃなくて、私にこんな気持ちを教えてくれたことも感謝してるの。ありがとう、統」

　少し前の苑香とは違う、これから母親になるがゆえのおおらかな優しさを漂わせた笑みを向けられ、胸に温かな光がともる。

　それでも少しバツの悪い思いがあって、俺は苦笑する。

「……無計画な夫ですまない。苑香がそんなに不安だったなら、もう少し考えるべきだったな」

　彼女を愛するが故とはいえ、ドバイでのあの一日はあまりに本能的すぎたかもしれないと、今になって反省する。

「感謝してるって言ったじゃない。それに、妊娠してから統が前以上に優しいからうれしいの。あなたなら育児もきっとたくさん手伝ってくれるし、今は赤ちゃんに会えるのが楽しみで仕方ない」

「手伝うって言葉を使うのは違うだろ。ふたりの子なんだから、俺だって当事者だ。会社にも育休を取ると言ってある」

「統……そうだったの？」

　実は、育休を取ると話したのは今が初めてだった。

　苑香が俺の仕事や会社のことを心配し変に遠慮するのではないかと思ったから、もう少し出産が近くなってから言おうとしていた。しかし、彼女の〝手伝う〟という発言に違和感を覚え、無意識に口から出てしまった。

　もちろんそう言った彼女本人が悪いわけではなく、世の女性が男性の育児参加に期待しなくなるようなこれまでの歴史や社会構造など、問題はひとつではない。

　だからこそ、自分自身や身近な家族から、古い感覚は変えていかなくてはと思う。計画的でもそうでなくても、新しい命の誕生を社会の皆で喜び、支えていけるように。

「社長が手本を示さないと、他の男性社員だって休みづらい。苑香も、いくら便利なツールが揃っている時代だからって、育児も仕事もと無理しようとするなよ。無理なことは他人に任せる。業務自体を減らす。産んだ後に困らないよう、今から準備できることは、しっかりやっておくんだ」

　苑香は大きく目を見開いた後、俯いてきゅっと唇を噛んだ。

「……悔しい」

「えっ？」

　顔を上げた彼女は、驚いたことに涙を浮かべていた。俺は思わず席を立ち、彼女の目線に屈んで苑香の肩を抱く。

「苑香……？」

「私、そういうこと、いつになったら統に助言してもらわないで自分で気づくことができるんだろう。私は女で、それこそ、妊娠や出産で自分のキャリアがどうなるんだろうって不安がっている女性社員たちの見本にならなきゃいけないのに。あなたに忠告されたこと、そのままやろうとしてた」

　苑香がグスッと洟を啜る。ホルモンバランスの乱れで情緒が不安定なのもあるかもしれないが、俺に痛いところを突かれた。そんな感じに見えた。

「別に、人の助言を参考にすることは悪じゃないだろ。個人的には、聞く耳を持ってない経営者の方がむしろ危険だと思う。苑香は間違ってない」

「……統、もうなにも言わないで」

「え？」

　真っ赤な目をした苑香が俺を睨む。フォローしたつもりだったが言葉選びを間違えただろうかと少し焦っていると、苑香が弱々しく口を開いた。

「あなたのこと、優しくて有能でカッコいいって思い知らされるたび、大好きな気持ちと同じくらい嫉妬しちゃう」

　どこか矛盾した、しかし苑香の中では真実なのであろう複雑な感情を吐露した彼女に、俺は思わずクスッと笑ってしまった。相変わらずライバル心剥き出しで一生懸命な彼女がとてつもなく愛おしい。

「そんなこと言って、きみは簡単に勝てない相手の方が燃えるタイプだろ。知ってるんだからな」

　彼女の顔を覗き、甘い声で挑発した。

　そう、俺はきみのすべてを知っている。いつか俺のところまで駆け上がり、そして追い抜いていく可能性を秘めた、素晴らしい女性だってこと。

「……そうだった、ね」

「だろ？」

　苑香の表情がようやく緩んで、笑顔が戻ってくる。濡れた目尻を指で拭ってやると、苑香は彼女らしい、澄んだ目をまっすぐ俺に向けた。

「見てなさい、瀬戸山統。いつか必ず、あなたに勝ってみせる」

「なんでフルネームなんだよ。自分も瀬戸山苑香のくせに」

「いいの！　自分を奮い立たせたい時の決まりなの！」

　いつもの調子に戻った苑香にバシッと肩を叩かれる。全然痛くはないが、彼女に元気が戻ってホッとする。

　夫婦になっても、そして子どもができても、俺たちは永遠にライバルだ。
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あとがき




　いつもありがとうございます、宝月です。女社長がヒロインというのはベリーズでは珍しいかと思いますが、楽しんでいただけましたでしょうか。

　今作を書いていて一番楽しかったのは、苑香が心の中で『瀬戸山統……！』と憎々しげに呼んでいる時です。統の方は別に彼女を見下してなどいないのに、一方的にライバル心を募らせてキーッとなっている姿がかわいいですよね。なんて言うと、『絶対ばかにしてるでしょ！』というセリフが聞こえてきそうですが（笑）。

　対するヒーロー統は、かなりいい男に書いたつもりです。苑香がどんなにうじうじしていてもきちんと待ってあげて、ここぞという時には強引に迫り、でろんでろんに溺愛したかと思えば、蘭子や遼太にはバシッと制裁。久しぶりに、スパダリらしいスパダリになった気がします。

　番外編では甘い甘い新婚旅行の一部を切り取ってみました。作中には登場しなかったのですが、ドバイにはギネス世界記録にもなっている巨大な花畑があるそう。それを苑香に見せたくて統は旅行先にドバイを選んだ、という裏設定がありますが、植物園系のデートは本編でも登場しましたし、せっかくの番外編なので『あまーい！』と叫びたくなるような内容にしちゃえ、と、ホテルに籠ってばかりのお話になりました。

　とはいえ、やっぱりふたりはいつまでもライバル。締めはやっぱり苑香に例のセリフを言わせたくなって、あんなラストになりました。




　ふたりとも花屋の社長ということで色々な花も登場しましたが、今作はやっぱり紫陽花が主役。彼らの恋を彩るアイテムとして、カバーイラストご担当のれの子先生が背景にもあしらってくださいました。思い出の紫陽花に囲まれたふたりの素敵なイラストを本当にありがとうございます！

　編集作業を通してお世話になりました担当様方、書籍化にあたりご尽力くださいましたすべての皆様、そしていつも応援してくださる読者の皆様にも感謝の気持ちでいっぱいです。また次の作品をお届けできるように頑張って書き続けていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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ライバル企業の御曹司が夫に立候補してきます


～全力拒否するはずが、一途な溺愛に陥落しました～
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